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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　【フェアリーリング】とドロップ率







　多くのプレイヤーがアイテムを揃そろえ、長時間のダンジョンやフィールド探たん索さくの準備に時間を費やす夜の時間。情報共有やアイテムの売買、社会人プレイヤーの参入などで昼間とは異なる賑にぎわいを見せる時間帯の【アトリエール】では──

「うーん。このお店の御お煎せん餅べい美お味いしいね」

「こっちの麦茶も飲まないとしょっぱいよ。ほら、甘い物」

「あたいは、煎餅よりも断然こっちの飴あめ玉だま。甘いのが好きだな」

　人間の少ない時間帯を見計らって、そいつらは店の一角を占せん拠きよする訳だが……

「なぁ、お前らさ。なんでうちの店に来るわけ？」

「ほへっ？」

　不思議そうな顔をして、こちらへと振ふり返るイタズラ妖よう精せいとその友達たちは、口に入れたお菓か子しを必死に飲み込み、それを妖精サイズのカップの熱い麦茶できゅーっと流し込んで、こっちの質問に答える。

「だって、ここが町中で一番静かに休きゆう憩けいできる場所だし」

「いや、妖精たちの寄合所にするつもりないんだけど」

　ジト目で返すが、そんなーと言いながら、お尻しりの下に敷しいている三色ジェルの合成ＭＯＢの上に倒たおれ込む。人を駄だ目めにするソファーか何かか、と思うと、他の妖精たちも同じようにダラダラとしている。

　煎餅片手にソファーでダラダラとしている妖精なんて、ファンタジーに喧けん嘩か売ってるとしか思えない。

「それでさー。さっきから何やってるの？」

「うん？　これか？」

　妖精たちの前に掲かかげるのは、生産でのレシピや調合比率を書き遺のこしたノートだ。いつも、このノートに解読したレシピや既き存そんのレシピの調合比率の検証など、より高い効果の物を作るために試し行こう錯さく誤ごした結果を記している。

　そして、今のノートに書き遺されているページには、少し生産とは違ちがう項こう目もくの検証結果が残されている。

「【フェアリーリング】の効果検証の結果を見てた」

「あー、それね」

　そう言って、イタズラ妖精が俺のところまで飛んできて、右手の人差し指に触ふれる。そして、納得したようにそこに嵌はまっている指輪を撫なでる。

　一度【妖精憑つき】となったこのアクセサリーは、妖精の解放をした結果、元のアクセサリーには戻もどらず、ユニーク装備に変化した。その追加効果である【妖精の祝福】の効果検証の結果がノートには書かれている。

「ステータスの微び上じよう昇しようは、計測できなかったけど、成功判定のあるスキルの成功率、レアドロップ率、各種属性ダメージ、状態異常バツドステータスの耐たい性せいが各３％上昇」

「それって凄すごいの？」

「いや、わからん。けど誤差の範はん囲いじゃないのか？　まぁ、他のアクセサリーやセンス効果とも重ちよう複ふくするから悪くはないはず」

　この【妖精の祝福】の効果検証は、俺一人ではできるはずがない。同じような【妖精の祝福】を持つプレイヤーたちが一部を手伝い、情報をまとめて貰もらったのだ。

「まぁ、スキルとドロップ率が３％とかは、誤差の範囲って片付けられるけど、固定なのは嬉うれしいな」

　スキルの成功率とあるが、敵のステータスを下げる《呪加カースド》などの抵抗レジストされるタイプのスキルも成功率が底上げされる。

　また、スキルではなく、手作業による生産活動でもこの効果は適用されるために、精密な手作業で高められた成功率からさらに補正されるので、いい手助けになっている。

「ただ、このレアドロップ率上昇がイマイチいいのか悪いのかわからない」

「あたいにはよくわかんないけど、その、ドロップ率って凄いのか？」

「俺もあんまり重要に思わないんだけど──『なら、ユンちゃん。それを譲ゆずってくれない？』──って　うわっ!?　セ、セイ姉ねぇ!?　びっくりした」

　突とつ然ぜん現れたセイ姉ぇ。人が少ない時間帯だからと油断していたために、椅い子すからずり落ちそうになり、カウンターに慌あわててしがみ付く。

「私、ドロップ運とかないから、そういうアイテムが欲しいのよ」

「あー、そう言えば、セイ姉ぇって狙ねらうドロップを外すこと多いんだっけ」

　セイ姉ぇは、実力のある魔ま法ほう使つかいでＯＳＯオンリーセンス・オンライントップのギルドの一ひとつ【ヤオヨロズ】のサブマスターという立場のプレイヤーだ。だが、そんな姉の唯ゆい一いつの欠点としてこの物ぶつ欲よくセンサーというか、ドロップ運の悪さがある。

「ユンちゃん。その指輪を譲ってくれない？　お金ならあるよ」

「駄目。いくら積まれても渡わたすつもりはない」

　最近、ミュウも同じようなことを言って来たために同じような返事をした記き憶おくがある。

「そうだよ。これは、あたいたちとの絆きずなの証あかしなんだから！」

　そう言って、俺の右手に見せつけるように抱だき付いてくるイタズラ妖精。

「ううっ、ミュウちゃんにも断ったって聞いたけどやっぱり駄目かぁ」

「セイ姉ぇも無事に妖精クエストをクリアしたんだろ？　どうだったんだ？」

「【フェアリーリング】の情報が出る前に妖精の願い事を使い切っちゃった」

　しょぼん、と気を落としているセイ姉ぇ。もっと早くに情報を知っていれば、と呟つぶやくが、残念ながら何とも言えない。

　そのセイ姉ぇの肩かたではイタズラ妖精が「まぁ、元気出しなよ。飴食べる？」と飴玉を差し出す。

　数日前にイタズラ妖精が持ち込んできた食材アイテムの蜂はち蜜みつを使って作ったハニーキャンディー。セイ姉ぇは、それを口に含ふくみ、嬉しそうに顔を綻ほころばせる。

「仕方がないかぁ。オークションとか、露ろ店てんにはまだ出されていないし、クエスト限定の入手アイテムじゃないからね。ギルドでメンバー集めて狙おうかな。何個か手に入れてギルドの共有アイテムにしてもいいからね」

　そう言って、普ふ段だんの微笑ほほえみを浮うかべる。そのタイミングでＮノン・Ｐプレイヤー・Ｃキヤラクターのキョウコさんに出されたお茶にセイ姉ぇは、ほっと一息吐つく。

　この、汎はん用よう性も高く、レアドロップ率を微上昇させてくれる【フェアリーリング】。これの入手方法は、期間限定の妖精クエストが終わってしまったと同時に行われたアップデート後に追加されたりもしている。

「たしか、ダンジョンで【妖精憑き】のアクセサリーが出るようになったんだっけ？」

「アップデートによる追加よね。クエストをクリアできなかった人でも少しはその限定イベントの雰ふん囲い気きを楽しめるように、ね」

　期間限定の妖精クエストは、アップデートと共に終しゆう了りようしてしまったが、そのアップデートで【妖精憑き】のアクセサリーが通常プレイでも入手できるようになった。

　例えば、ある一定のレベルのダンジョンの宝箱に入っていたり、ＮＰＣ商店にたまに入荷されるなどだ。

　その場合、『妖精の願い事』の回数は全て一回と、妖精クエストの報ほう酬しゆうと比べると少ない。

「まぁ、気長に狙うしかないよね」

「それって狙えるものなの？」

「さぁ、どうなんだろう。もしかしたら、ボスを周回してレアドロップ狙う間に手に入るかもしれないし、【妖精憑き】のアクセサリーだけを狙ってダンジョンの宝箱を探せば意外とすぐに出るかもしれないからね。だから、最前線のダンジョンに潜もぐってのんびりと狙っていくわ」

　随ずい分ぶん気楽に考えているなぁ、と会話をしながら思う中で、イタズラ妖精が飴玉を嚙かみ砕くだき、会話に入り込む。

「あたいは、難しいと思うなぁ。なんたって一昔前に封ふう印いんされた妖精たちだから、人間には興味ないだろうし」

「へぇ、あれはそういう設定があるのね。初耳ね。ユンちゃん知ってた？」

「いや、知らない」

　俺も初耳だよ。と言えば、だって初めて言った、とイタズラ妖精に返されてしまい、脱だつ力りよくする。

「まぁ、封印された妖精たちとかあたいたちの知らない時代だけど、そんなに数いないと思うなー」

「要するに、アクセサリーの入手率は低い、ってことかしら？」

「けど、入手が稀まれなら、そこから【フェアリーリング】や妖精の使し役えきＭＯＢにできるなんて更さらに稀なんだけどな」

　現在、イタズラ妖精のようにアクセサリーから解放した妖精が再度プレイヤーの元を訪れるというのは、事例としては何十ってあるが、アクセサリーが【フェアリーリング】となった人は少ない。そこから更に、妖精を使役ＭＯＢにできた事例など、知る限り一人だけだ。

「あー、そうなると、敵ＭＯＢを倒してレアドロップを得るのと、【フェアリーリング】を手に入れるのとどっちが早いんだろう。まぁ、考えても仕方がないかな」

　そう言って、背せ伸のびを一つして、必要な消しよう耗もう品のポーションや蘇そ生せい薬を買い込み、お店を後にするセイ姉ぇ。俺に軽い愚ぐ痴ちとも言えない雑談をしてスッキリした様子だった。

「それにしてもドロップ率の上昇かぁ。確率が低ければ、低いほど、その効果が大きくなるのかな」

　例えば、レアドロップ率が１％のアイテムを狙うのに、敵ＭＯＢを１００体倒せば手に入る可能性がある。それが、【フェアリーリング】を装備すると確率が３％上昇の４％になるために、１００体から25体倒せば手に入る可能性がある、に変わる。

　流石さすがに、これだけの差があれば大きな変化のように感じるのだろう。

「……俺もちょっとレアドロップ狙いで敵ＭＯＢでも狩かってこようかな」

　自分も、装そう飾しよく品用の強化素材が欲しくなってきて、ぽつりと呟いた。




　　　　●




　俺は、レアドロップ狙いの狩り用に戦せん闘とう向けのセンス構成を装備する。






　所持ＳセンスＰポイント29

【弓Ｌｖ43】【長弓Ｌｖ17】【空の目Ｌｖ10】【速度上昇Ｌｖ31】【看破Ｌｖ18】【魔ま法ほう才能Ｌｖ50】【魔ま力りよくＬｖ50】【付加術Ｌｖ30】【地属性才能Ｌｖ22】【料理Ｌｖ30】

　控ひかえ

【調薬Ｌｖ34】【錬金Ｌｖ35】【合成Ｌｖ36】【生産の心得Ｌｖ37】【調教Ｌｖ10】【彫ちよう金きんＬｖ５】【泳ぎＬｖ13】【言語学Ｌｖ22】








　その中で規定のレベルに達して成長させることができるセンスを見つけ、センスを成長させる。

　今回は、【速度上昇Ｌｖ30】以上の上位センスである【俊しゆん足そく】。そして【料理Ｌｖ30】の上位センスである【料理人】に成長させる。

　また【魔力】と【魔法才能】のレベルが共に50を超こえた段階で二つのセンスが統合されて新しく【魔道】センスを取得した。

【魔道】センスのメリットとしては、一つのセンス装備枠わくで【魔力】と【魔法才能】の両方が備わること。レベルが１ということでステータス上昇値が下がってしまうのがデメリットであるものの、成長率は高めのはずだ。それを補うために再度【魔力】センスなどを取得する方法もあるが、元々ＭＰが余り気味であるために必要なかった。

　そして、新しくなったセンスがこれだ。






　所持ＳＰ25

【弓Ｌｖ43】【長弓Ｌｖ17】【空の目Ｌｖ10】【俊足Ｌｖ１】【看破Ｌｖ18】【魔道Ｌｖ１】【付加術Ｌｖ30】【地属性才能Ｌｖ22】【調薬Ｌｖ34】【料理人Ｌｖ１】

　控え

【錬金Ｌｖ35】【合成Ｌｖ36】【生産の心得Ｌｖ37】【調教Ｌｖ10】【彫金Ｌｖ５】【泳ぎＬｖ13】【言語学Ｌｖ22】








　構築したセンスステータスを確認して、自分の戦い方で有利に進められる敵ＭＯＢを選んでいく。

「遠えん距きよ離り攻こう撃げきが効いて、なおかつ俺が相手にできる敵ＭＯＢは……」

　しばらく考えたが、そう都合のいいＭＯＢは思い当たらないために深い溜ため息いきを吐き出す。

「やっぱり、生産系のソロプレイだと一人でできることが決まってきちゃうな。弱いし、中ちゆう途と半はん端ぱだからレベル相当よりも低いところしか行けない」

　所持センスの中から戦闘向けのセンスで組んでみたが、そもそも方向性が自分でも分からん。

　弓系センスに、料理、地属性魔法、エンチャント、補助系能力に速度上じよう昇しようと。遠距離タイプなのか、近接タイプなのか。魔法使いなのか分からない。

　言ってしまえば、器用貧びん乏ぼう。

「はぁ、今のレベルなら俺でも倒たおせるブレードリザードやゴーレムあたりのボスＭＯＢを周回しよう」

　出現率の低いレアＭＯＢや有用なドロップを落とすが強いＭＯＢを相手にするよりも固定出現の弱いボスＭＯＢを狙った方がいいだろう。

　レアドロップには、剣けん鱗りん石せきと地ち精せい霊れいの石もある。

「さて、軽く行きますか」

　俺は、【アトリエール】に設置されたミニ・ポータルを利用して、第二の町へと跳とび、そこから第一の町の方へと向かう道を塞ふさぐブレードリザードを見つける。

　先客はいないらしく、俺一人が周回でブレードリザードに挑いどみ続け、別の日には、ゴーレムにも挑み続けた。

　普段はあまりやらないことだが、【フェアリーリング】を着けてのレアドロップ狙いは、一言で言えば、面白みはない。

　ブレードリザードには、遠距離から弓矢でチクチクと攻こう撃げきしてダメージを稼かせぐ。逃にげながら、相手が倒れるまで弓矢で攻撃を続けるだけだ。初期の町周辺のボスＭＯＢということで攻撃パターンも単調であるために、殆ほとんどルーチンワーク化することができる。

　たまに飽あきて、攻撃方法を魔法限定にしたり、包丁限定にして戦ったが、大たい抵ていの場合、弓矢よりもダメージ量が低く無む駄だに時間が掛かかったり、慣れていないためにうっかりして敵の攻撃を喰くらい、慌あわてて距離を取ってポーションで回復という場面が多かった。

「やっぱり、ブレードリザードよりゴーレムの方が強い感じがするな」

　というのが後日、レアドロップ狙いの周回が終わった時の感想だった。

　ゴーレムは、高耐たい久きゆう、物理系ＭＯＢであるために、弓矢や包丁でのダメージ量が少なく、またそれだけで攻撃すると魔法や包丁でブレードリザードを倒すよりも遥はるかに時間が掛かったために、地属性魔法オンリーで倒した。

　ダメージの通りは、他の攻撃手段に比べればいいものの同じ地属性ということで若じやつ干かん効きが悪い。なので、ゴーレム狩りは、地属性魔法のレベリングと普段使ってこなかった魔法の練習と割り切って、延々と魔法を放っては、逃げてポーションでＭＰ回復を繰くり返した。

「レベルは上がらなかったけど、狩りの成果としてはよかったのかな？」

　後日、集めたドロップを並べた結果、レアドロップは、剣鱗石が12個、地精霊の石は、７個出現した。出現確率５％のレアドロップがアクセサリーの効果で８％になったと思うが、今回は、運がよかったのか、期待していた数より多くの強化素材が手に入り、少しホクホクである。

「って言っても、使い道がないんだよな。まぁ、適当にアクセサリーでも作って、それの強化素材にしてお店に置くかな」

　そして、【アトリエール】の工こう房ぼうでは、金かな槌づちが打ち付けられる甲かん高だかい音がしばらくの間響ひびくことになる。







　　　一章　登山センスと山男







「そうだ。今日は、少し遠出するけど、一いつ緒しよに行くか？」

「はぁ？」

　高校のお昼休み。俺が弁当を食べながら巧たくみと話していると、突とつ然ぜんそんな事を言われた。

「なんだ？　唐とう突とつに。ゲームのイベントか？　それとも新作ゲームの発売日の行列か？　まさか、ゲームショウの企き業ぎようブースでも見に行くのか？」

　俺がジト目で巧を見返せば、不ふ機き嫌げんそうに顔を顰しかめて、否定される。

「違ちがう。そもそも、イベント参加には事前準備が必要だろ。それにゲーム発売日に行列に並ぶよりも通つう販はんで買った方が楽だろ」

「また、お前は身も蓋ふたもないことを」

「俺は、好きなゲームを一秒でも早くやりたいんじゃなくて、多くのゲームを一秒でも長く遊びたいんだよ」

　それを聞いた俺は、なるほど、巧らしい、という感想を抱く。

「じゃあ、何だよ。遠出ってＯＳＯか？　どうして連れが俺なんだよ」

　思い当たることと言えば、ゲーム内の狩りの作業だが、巧には、固定のパーティーメンバーや知り合いとの臨時パーティーという選せん択たく肢しがある。わざわざ、俺みたいな中途半端な生産系を呼ぶ理由が分からない。

「他の面子メンツは、あれだ。学校のテスト期間や試験勉強とかで上う手まくタイミングが合わないんだ」

「なら、巧も勉強すれば……」

「俺たちのテスト期間は先週で終わったばかりだろ！」

　他の学校は知らないが、俺たちの定期テストは先週で終わり、教室にはテスト明けの気の抜ぬけた雰ふん囲い気きが広がっている。

「それにさぁ！　何い時つも同じ光景ばかり見ていると刺し激げきがないだろ。だから、少し違うことして気分転てん換かんするつもり」

「だからって、なんで俺を誘さそうんだよ」

「いや、だって峻しゆん、最近町の外に出てないんじゃないか？」

「そんな事は──」

　巧に指し摘てきされ、反論しようとして思い返してみる──

　学校に行って、家に帰ったら家事をして、一休みしたら勉強を始める。

　そして休きゆう憩けい時間にＯＳＯにログインしたら、【アトリエール】での一日の売り上げをチェックして減った薬の在庫をスキルを利用して短時間で作成。

　後は、少し時間が取れたら、レアドロップ狩がりで手に入れた強化素材を付けるための装そう飾しよく品を【細工】センスで作り続けていた。

【細工】系スキルの《カラーリング》や《デザイン》を利用して、好き勝手に外見を変化させてみたりして、気分転換したら、また勉強に戻もどっていた。

「──まぁ、困った事は特にないぞ」

「やっぱりか。美み羽うちゃんも、家では峻を見るのに、色んなプレイヤーから店の奥から出てきてないらしいって話を聞いて心配してるぞ」

　少しは知り合いのプレイヤーに元気な姿を見せろ。と言われて、うぐっと唸うなり声を上げてしまう。反論できない。

「わかったよ。全く」

「よし、外出承しよう諾だくの言げん質ち取った！　さぁ、どこに行くかな！」

「おい、俺は巧とパーティー組むとは言ってないぞ！」

「知り合いに元気な姿見せるならパーティー組むのが一番だろ」

　気持ちの良い笑みを浮うかべ、自じ販はん機きで買った紙パックのジュースを飲みながら、巧は、自分の昼飯である惣そう菜ざいパンを口に含ふくむ。

　俺は、なんだかんだと言いつつも受け入れてしまう。

　だが、自分の最近の活動を思い返すと、確かに引き籠こもっていた気がする。外に冒ぼう険けんに出るということは、戦せん闘とう系センスのレベリングをすることになるわけだが、俺はそれをそれほど重要視しているわけじゃない。

「けど、実は一人だと冒険ってきついんだよな。ステータスやセンス構成が器用貧乏で」

「峻のそれは、器用貧乏の一言で片付くセンスのとり方じゃないだろ」

「ひ、ひどっ！」

「まぁ、そんなお前に適したレベリングのエリアって言えば、第一の町の北部だろうな」

　飲み終わったジュースのストローを嚙かみながら、自身の考えを話し始める巧。

「あの辺の敵はそれなりに強いし、アイテムのドロップも割りと良い。しばらくは、俺も知り合いとパーティー組めそうにないから、峻のキャラのレベルを重点的に上げつつ資金稼ぎするかな」

「それで、本ほん音ねは？」

「自分よりも少しレベルの高いエリアに挑んで、武器や防具の耐久度が落ちたりポーションとかの消しよう耗もう品がどんどんと消えた。結果的に赤字になるからその補ほ塡てん」

「だと思ったよ」

　巧の偽いつわらざる本音を聞いたが、それでもお前のキャラのレベル上げって理由も本当だぞ、と念を押された。

「それで第一の町の北側エリアってどんなところなんだ？」

「第一の町から北側の山沿いエリアだ。お前に頼たのみたいのは、空の敵なんだ」

「空の敵？　まぁ、巧が近きん距きよ離り攻こう撃げき、俺が遠距離攻撃って分担なら分かるけど……」

「一番、経験値的に美お味いしいのがバンカービーって蜂はち型ＭＯＢだ。そんで、運良く、そのレアＭＯＢのクイーンって呼ばれるＭＯＢを倒せば、強化素材が手に入る」

「なるほどね。地上は巧で、空が俺。わかりやすい。ついでに、俺がバンカービーを狙っている間にアイテムの採取とか頼む。主おもに薬草や鉱石とか」

「じゃあ、放課後家に帰ったらログイン前にメールするな」

　はいはい。それから互たがいにいくつかの調整やどうでもいい話題を繰り返す。

　学校が終わり、家へと帰った俺は、巧からのメールを確認してＯＳＯへログインした。
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　タクとの待ち合わせの場所は、北門の側そばにある雑貨屋の前だ。俺たちの他にも似たような待ち合わせの人が数組いる中で、俺はタクを見つけた。

「悪い。遅おそくなったか？」

「いや、問題ないぞ。いい時間だ」

　壁かべに寄りかかり、メニューを確認していたタクが、手を上げてくる。

「じゃあ、予定通りに狩りに行きますか」

　俺たちが歩き出すと、周囲の視線がどこか一点へと向いている。やや殺気立った視線になにか不快なものでもあるのだろうか、と周囲を見回すが、それらしいものが見つからずに、首を傾かしげる。

「──のエリアの敵は……ってユン聞いているのか？」

「あっ、うん。ごめん。他に気を取られてた。北エリアの敵ＭＯＢの話だよな」

「そうそう。それで山沿いのエリアには、地上にはマッドシードとラフレシアンって植物系ＭＯＢ、空中にはエアロ・スネークとバンカービーが出現する」

　地上系のは名前から察するに、種と花だろう。つい最近、妖よう精せいクエストで花やら茨いばらやらの植物系ＭＯＢと戦った。そして、俺の相手とする飛行系ＭＯＢは、エアロ・スネークとバンカービーの二種類のようだ。

「マッドシードの特とく徴ちようは、小さいんだ。だから攻こう撃げきが当て辛づらい。基本的なステータスは低いが、防ぼう御ぎよ力が高いんだ。そして一番の特徴が──」

「特徴が？」

「──爆ばく発はつする」

「へぇ～、爆発ね……って、爆発!?」

「そう、一いち撃げきで仕留められないと、赤く点てん滅めつを繰くり返し、尋じん常じようならざる速度で敵に迫せまり、体に張り付き、三秒後に物理的な爆発を起こす」

「……うわっ」

　想像しただけで、少し腰こしが引ける。自爆系の敵って怖こわいだろ。

「一撃で仕留められるなら、美味しい敵だぞ。爆発で倒たおした場合は、経験値は貰もらえるけど、ドロップは手に入らないからその点も注意な」

　自爆してアイテム無し、って随ずい分ぶんと軽い嫌いやがらせのように感じるが、複数匹のマッドシードが体に張り付いた場合、短時間での連れん鎖さ爆発で、俺のマジックジェムによる連鎖チエーンボーナスのような現象が起きるかもしれない。その点は注意が必要だ。

「そんで、もう一種類。ラフレシアンの能力なんだが、マッドシードを呼び寄せる」

「……それだけ？」

「いや、物理、魔ま法ほうともに耐たい久きゆう力も高い。だが時折来る物理攻撃は、意外とダメージが大きい。でも、近接技だし、ユンのポジションだとあまり気にならないかもな」

「それだけ？　それだと似た特徴のＭＯＢがいるけど……」

「呼び寄せたマッドシードが攻撃を受けてないのに爆発する」

「うわっ」

　まるで低レベルプレイヤーに対するメタ戦法だ。ラフレシアンが大量のマッドシードを嗾けしかけて張り付かせ、爆発させて低レベルプレイヤーを倒す。そして、マッドシードのドロップは手に入らないために、適正レベルじゃないと旨うま味みがない。けど……

「なぁ、タク。マッドシードとラフレシアンを使って防御系センスのレベリングができるんじゃないのか？」

　攻撃を受けるなら、防御系のセンスに経験値が入るはずだ。

「デスペナと防具破損などの経費度外視ならできなくもないけど、それより効率のいいレベリング方法が確立されているからな。あいつらはレベリングには適してない」

　バッサリと切り捨てる。俺の思いついたレベリングの方法はすでに試した奴がいたみたいだ。

「エアロ・スネークとバンカービーは空飛ぶ蛇へびとでっかい蜂の群れってだけだから、後で説明するよ」

「いい加減だな。全く……それじゃあ、今のうちにエンチャント掛かけておくか？」

「おう、頼む。そろそろ北のエリアのはずだ。見つけた敵は、片っ端ぱしから倒して、山やま際ぎわまで進もう」

「了りよう解かい。《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　三重エンチャントをタクに施ほどこし、北の山沿いを目指して突き進む。

　それから程なくして赤い花弁に真っ白な水玉模様が目立つ植物系ＭＯＢ──ラフレシアンの出現を皮切りに戦闘が始まる。

　──キョェェェッ！　という不気味な金かな切きり声を上げながら、ラフレシアンが美しさや可愛げのない花弁をすぼめて毒々しい赤い花粉を噴ふん出しゆつし、蔦つたを振ふり回し始める。

「ユン！　お前は、ラフレシアンを狙ねらえ！　俺は、これから来る雑ざ魚この相手をする！」

「わかった！」

　俺は、弓を構えて、ラフレシアンに狙いを定さだめる。その間に、ラフレシアンの花粉によって呼び寄せられたマッドシードを、タクが両手に持つ二本の長ちよう剣けんで一刀のもとに斬きり捨てていく。

「どうした！　掛かって来いよ！」

　声を上げて、ドングリのような形のマッドシードを挑ちよう発はつして、剣を振るい続ける。

　両手の長剣を操り、時に斬撃後の隙すきに取り付こうとするマッドシードを長剣の柄つかで殴なぐって弾はじき飛ばす。

　打だ撃げきの衝しよう撃げきで爆発の明めい滅めつが始まる個体に対して、タクは一歩踏ふみ出し、動き出す前に斬り付けて倒す。

「っと、危なかった。やっぱり、防御の練習になるな」

「いやいや、これは防御の練習って言うの!?」

　迫りくる敵に対して、瞬時に優先順位をつけて一撃で倒す行こう為いを練習や訓練と評するタクに、価値観の違ちがいを感じ取る。

　軽いフットワークで、時には避よけ、剣の側面で弾くようにしてマッドシードの体当たりを受け流し、または柄の部分で殴り飛ばす。

　防御に最適化された動きは、とても綺き麗れいな演えん舞ぶのようにも思える。

「っと、見み惚とれている場合じゃない。俺も役割果さないと」

　大きく深呼吸をして心を落ち着けて、弓を引き絞しぼる。狙うは、ラフレシアンの中心部。

「──《弓技・一いつ矢し縫ぬい》！」

　アーツによる威い力りよくを高められた矢は、マッドシードの頭上を越こえて、赤と白の水玉模様の中心に突き刺ささり、ラフレシアンが不気味な金切り声を上げる。

　この一撃では倒れないラフレシアンは、我が武む者しや羅らに蔦を振り回して、矢を防ごうとするが、俺は二射、三射と的確に矢を放ち、ダメージを与あたえていく。

　だが、中々に倒れる気配を見せないラフレシアン。流石さすがに植物系ＭＯＢは、ＨＰだけは非常に高いタフさを持っている。

「さっさと、倒れろ！」

　叫びながら放った矢がラフレシアンの中心に突き刺さり、やっと打ち倒した。と気を抜ぬいた瞬しゆん間かん、タクから声が掛かる。

「ユン！　打ち漏もらしが向かった！」

「えっ？　うわっ！」

　跳とびかかって来るドングリ形のマッドシード。既すでに、タクが防御するために長剣の柄で殴った後であるために、爆発前の明滅を繰り返している。

　それを視認した時、【空の目】が自動で能力を発動させて、体感時間がひき延ばされていく。

　俺は、咄とつ嗟さに手に持った弓を捨てて、腰のホルダーから包丁を引き抜き、逆さか手てのまま振ふり抜き、切り裂さく。それと同時に体感時間も元に戻り明滅を繰り返していたマッドシードは、そのまま地面に落ちて、光の粒りゆう子しになって消えていく。

「悪い。弾き飛ばす方向をミスってそっちにやっちまった」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだけど、心臓に悪いって」

　はぁ、と大きな溜ため息いきを吐ついてタクの方へと視線を向ければ、最後のマッドシードを倒したところだった。

　俺は、地面に落とした弓を回収して、包丁をベルトのホルダーに仕し舞まう。咄嗟に包丁で反はん撃げきすることはできたが、次同じ場面があっても、同じ反応ができるか自信がない。

「はぁ、また同じように襲おそわれたら頭真っ白になって動けなくなるかもしれない」

「うーん。そうか？　まぁ慣れだ。慣れ」

　その慣れを身に着けるために俺は何度、驚おどろかなければいけないのか、と溜息を吐く。

「マッドシードはいいとしてラフレシアンはちょっと耐久力が高いな。ユンは、もう少し早く倒す方法見つけないとな」

「あれ以上早く倒すのか!?」

「できれば、な」

「……善処します」

　そうなると、より最適化した戦い方を見つけないといけなくなる。

　今の手持ちの攻撃手段だと……と考えうんうん唸うなりながら移動していると、不意にタクからククッと笑い声が零こぼれる。

「な、なんだよ。いきなり笑い出して」

「いや、最初はユンが不ふ遇ぐうセンスを取ったと思っていたけど、今は十分に戦えてるよな」

「別に不遇とか関係ないんだけどな。俺としては、使い慣れているってだけだし」

　他の武器を使ったことがないというのも理由の一つだ。

　タクに褒ほめられているっぽい雰ふん囲い気きがあるのだが、どう反応していいのか困る。

「それより、先に進むぞ。時間もそんなに無いし」

　笑っているタクを急せかし、俺たちは先を進む。

　何度か、ラフレシアンとマッドシードの一団と遭そう遇ぐうして、戦せん闘とうを繰り返し、山沿いまで辿たどり着く。

　その間、ラフレシアンへの有効打としては、武器に火属性の《属性付加エレメント・エンチヤント》を行うことで飛ひ躍やく的に高ダメージを与えることができたが、消費する属性石が現場で調達できないので、残量には注意する必要がある。
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　そして、山沿いへと辿り着いた俺たちを待っていたのは──

「うわっ、絶ぜつ壁ぺきだな。それに上の方にＭＯＢがいるよ」

「ユンが今見ているのが、バンカービーだ」

　タクがそう言って指差す先、三十メートル以上上空では、二種類のＭＯＢが飛行している。

　一種類は、蜂はち型ＭＯＢの群れだが、その形状は非常に凶きよう悪あくといえよう。なにせ、お腹なかに抱かかえる針は、槍やりのように極太である。さらに単独ではなく数体の群れで行動している。

「あれが、バンカービーか」

「そうだな。あの上に多くいるけど、巡じゆん回かいルートをなぞるように降りてくるな。攻撃方法は、集団でプレイヤーに張り付いて、あの太い針をパイルバンカーのごとくガスガスと打ち込んでくる」

「怖っ！」

「さらに、対処に遅おくれてラフレシアンやマッドシードとの混戦になったら、体は、文字通り蜂の巣すにされ、多重爆発の嵐あらしに見み舞まわれる！」

　俺は、そんな情報を聞きたくなかった。極太の針が何度も体を貫かん通つうし、マッドシードの連続爆発に巻き込まれるなんて、多分耐たえられない。勿もち論ろん、精神的な意味でもＨＰ的な意味でも。

「バンカービーは、耐久力と防御力は低い。攻撃と速さに特化しているのが特徴だな。もう一種類のエアロ・スネークは、数が少ないし、狙わないと降りてこないけど、普ふ通つうに空飛ぶ蛇だ」

　そう言って、別のところを見れば、蝙こう蝠もりのような翼つばさを持つ緑色の体をした蛇が、空を泳いでいる。翼で飛ぶと言うよりは、体をくねらせて空気の中を泳いでいる感じだ。翼は、上下の急な方向転てん換かん用らしい。

　数としては、蛇が一に対して、蜂の群れが九ほどの割合だろう。その蜂の中に、クイーンと呼ばれる特とく殊しゆ個体がいる可能性があるが、どれかわからない。

「むぅ……」

　じっと見上げる先にいる黒々とした蜂の集団を見て、低い羽音を無数に響ひびかせる集団が一いつ斉せいに襲ってくることを一いつ瞬しゆんだけ想像してしまい、腰こしが引けてくる。

「……なぁ、タク。バンカービーは止やめてラフレシアンだけで十分じゃないのか？」

「なに甘えたこと言ってるんだ。ドラゴンや巨きよ大だい怪かい獣じゆうに比べれば、まだ易やさしい方だろ」

「種類の違う怖こわさを同列に並べられても……」

　タクは、早くやれ、と目で強く訴うつたえかけてくる。俺は、それに対してジト目で睨にらむが、最終的には俺の方が折れてしまう。

「分かった。けど、しっかり守ってくれよ」

「そこはキッチリしてやるさ。だから、ユンの運がクイーンを引き寄せることに期待してるぞ」

　この歳としになっても、そういう根こん拠きよのない無む償しようの信しん頼らいと笑顔を向けられるとどうにも弱い。俺は、全く……と長い溜息を吐き出し、大きく息を吸う。

　弓矢を構えて、上空のバンカービーに狙いを定める。

　ラフレシアンのように動きが殆ほとんどないＭＯＢと違い、個々が激しく、機き敏びんに動いているために狙いを定めることができない。

　そんな中、もっとも密集率の高い黒い蜂の群れを狙い、矢を放つ。

「ユンでも難しい。というより当然か。魔ま法ほうによる範はん囲い攻撃なら分かるけど、ユンの弓は、点の攻撃だもんな」

　タクの言葉通り、放たれた矢は、蜂を一匹たりとも落とすことなく、空の向こうに消えていった。

　そして、当てられないことに、俺の弓使いとしてのプライドが少し傷つく。

「絶対に、撃うち落とす」

　俺は、威力や効果範囲などの関係上、普ふ段だんは使わないアーツを準備する。

「タク、仕し掛かけるからフォローの方を頼たのむ」

「おっ、なにかするな」

　面白そうに好戦的な笑みを浮うかべるタクは、二本の長剣を構えて迎げい撃げきの準備を始める。

「《付加エンチヤント》──アタック、スピード。《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン」

　俺は、自身に攻撃と速度の二重エンチャントを施ほどこし、更さらに武器には、風属性をエンチャントする。

　そして、上空の黒い蜂の一団に狙ねらいを定さだめ、アーツを発動させる。

　狙うは、特定の個体ではなく、群れ全体。

「──《弓技・疾風はやて一いち陣じん》！」

　センスの規定レベルへの到とう達たつによって取得可能なアーツは、新緑色の尾おを引いて、蜂の群れの中を突き抜ける。

　矢は蜂に当たることなく、背後へと突き抜けたが、一いつ拍ぱく遅れで新緑色の風圧が広がり、黒い蜂の群れに空気の層をぶつける。

　矢の通過によるダメージのある風圧を受けた蜂たちは、一気にその数を減らす。

　個々の蜂へのダメージで決まるのではなく、群れ全体を維い持じするためのＨＰが大きく削けずられる。

　それでも突き抜けた矢の軌き跡せきから離はなれていた蜂は、ダメージを受けつつも健在であり、こちらを敵と認識して向かってくる。

「ユン！　そのアーツって！」

「説明は後、生き残りが来たぞ！」

　敵と認識して、複眼を真っ赤に染めたバンカービーたちが一気に押し寄せ近づいてくる。

　アーツの待機時間デイレイ・タイムが切れるまで次のアーツは使えないが、上空で自由に８の字を描えがくよりも真っ直ぐに向かってくる敵ＭＯＢの方が狙いやすい。

　次々と矢を放ち、撃ち落としていくうちにまたアーツが使用できるようになり、再度アーツを発動させる。

「──《弓技・疾風はやて一いち陣じん》！」

　再び同じアーツを放ち、集まる蜂の集団の殆どを風圧で墜つい落らくさせていく。
















　これで狙っていた蜂の大部分は倒たおれたが、こちらに押し寄せてきていた蜂たちは、接近し過ぎて、同じアーツは使えない。

　俺は、弓から包丁へと武器を切り替かえ、襲い来る蜂たちに斬きり掛かかる。

　矢での取りこぼしを俺が一匹ぴきずつ攻撃する間に、タクは、数匹纏まとめて葬ほうむり、すぐに残ったバンカービーの集団を倒してしまう。

　バンカービーの群れのＨＰがゼロになった瞬間、今まで戦闘していた蜂たちが一斉に空へと逃にげ始める。

　群れの一定割合を損そん耗もうさせると撤てつ退たいするなんて、まるで軍隊みたいだな。と思いながら、見送る。

　そして、たった一回の戦闘だが、バンカービーの群れには複数のドロップ判定があり、沢たく山さんのドロップ品がインベントリの中に納まっていることを確認して、タクと共に上う手まくいった、と片手でハイタッチをして喜びを表す。

「なんだ！　面攻撃のアーツ持ってたんだな！」

「まぁ、あんまり使う機会もないし、そもそも威い力りよくが低いからな」

　少し気き恥はずかしくなり、自分の頰ほおを人差し指で軽く搔かく。通常の弓矢よりも低いダメージ量の風圧を生み出すアーツで、しかも、矢から離れるほど威力が下がっていく、というものだ。

　だから、矢から離れていたバンカービーは生き残っていた。これが魔法なら攻撃範囲内にほぼ均一にダメージを与あたえられたんだろうな、と思う。

「まぁ、気を落とすなよ。十分に攻撃手段になりえるんだからな。ほら、次を狙うぞ！　次！」

「ああ、分かった！　ドンドン倒そう！」

　ラフレシアンとマッドシードに続き、バンカービーの群れに狙いを定めて、狩かりを続ける。クイーンと呼ばれる個体の強化素材をと思いながら戦うが、早々に出現するわけでもなく、いくつかの群れを倒してドロップを集めていく。

「回数こなせば、バンカービー狩りには慣れるけど、どうしても打ち漏もらしが出てくるな。それに連戦ぎみ」

「それは仕方がないんじゃないか？」

「いや、でも、うーん」

「何か気になることでもあるのか？　それとも疲つかれたか」

　俺が、唸り声を上げているのに対して、タクが振ふり返る。

　いや、大したことじゃないんだが……

「疲れたのもあるけど、その……薬草とか鉱石採取の暇ひまがないな、って」

「お前……狩りとかレベリングの時はそれ忘れろよ」

「いや、だって！　折角来たのに勿もつ体たい無いじゃん！」

　俺が力説すると、残念な奴やつを見るような目で見られる。

「そもそも、それらを採取するにしたって広い範囲を移動するし、採さい掘くつするのにも一か所に時間が掛かるだろ。そこで、吞のん気きにアイテムを回収していたら、戦闘で後手に回るぞ」

「だ、だけど、山沿いはバンカービーくらいしか出てこないだろ」

「そのバンカービーを全部俺が相手してもいいけど、ユンの方にも確実に何匹か流れるし、俺が採取に回ったら、ユンの打ち漏らしは自分で仕留めることになるぞ」

　ぐぬぬぬっ、なにか、安全に採取する方法はないだろうか。と考え、一つのアイテムを思い出す。

「なら、バンカービーを寄せ付けなきゃ問題ないんだな」

「そんな都合のいいアイテムなんて……ああ、あったな。そう言えば」

　虫型ＭＯＢ限定ではあるが、寄せ付けなくするアイテム──【除じよ虫ちゆう香こう】を取り出す。

　棒状に押し固められたお香を使えば、バンカービーは寄り付かなくなる。つまり、バンカービーしか来ない山沿いは安全になる。

「なるほど。それを使うと疑似的なセーフティーエリアになるわけか」

　場所によっては、休きゆう憩けい地点の確保に使える。一度ストックを切らしていたが、逃とう走そう用にも使えるので、再度作り直してインベントリに入れておいた。

「わかった。安全を確保するために使っていいぞ」

　早さつ速そく、【除虫香】に火をつける。

「これでバンカービーが近寄れなくなったら、ユンが遠えん距きよ離りから一方的に殲せん滅めつできるんだろうけどな。そう旨うまい話はないか」

　見上げる先では、【除虫香】の煙けむりに含ふくまれる虫が嫌いやがる成分が空気中に広がり、上空のバンカービーたちが煙から逃げるように山際の崖がけの陰かげに隠かくれるように移動した。

　流石さすがに、隠れられると弓矢で狙えないので、タクが言うように一方的な殲滅は不可能だろう。

「さて、俺は、絶ぜつ壁ぺきの所で採掘しているからタクは休んでていいぞ」

「ああ、そうさせてもらう。それにしても、限定的に使えるアイテムか」

　ふむ、と顎あごに手を当てて、タクは、地面に置かれて煙を吐はき出し続ける【除虫香】を見つめ続ける。

「その【除虫香】ってアイテムを少し分けてくれるか？　あれば便利そうだしな」

「いいけど、ちゃんと代金払はらえよ」

「もちろん、この場で買ってもいいぞ」

　そう言うタクに、【除虫香】を五本纏まとめた束をインベントリから取り出して投げて渡わたし、代金を受け取る。

「ありがとうな」

「どういたしまして。それじゃあ、この絶壁の採掘ポイントを掘ほるかな」

　インベントリから採掘用のピッケルを取り出し、壁かべに現れた採掘ポイントを見つけ、そこに振り被かぶる。

「ユン！　俺が見張りをしているんだから、分け前くれよな」

「じゃあ、五・五でどうだ？」

「それは、均等に分け過ぎ。俺はなにもしてないだろ──っ!?　ユン、避よけろ！」

　別に半々でいいのにと小声で呟きながら俺がピッケルを担かついだ時、タクが慌あわてる。

　何が？　とタクへと振り返る前に蜂はちたちが消えていった頭上から奇き声せいが聞こえてくる。

「──うおぉぉぉぉぉぉっ！」

　野太い男性の声。警告なのか、悲鳴なのか判断のつかない声は、遠くからどんどんと近づいて、いや、絶壁を転げ落ちてくる。

　突とつ然ぜんの事態に俺の思考は固まり、動きを止めてしまう。

（くそっ、こんな時に動けないなんて！　なんでマッドシードの時は反応できたのに、今はできないんだよ！）

　内心、悪態を吐きながら動かない足を恨うらめしく思う中──

「ユン！　こっちに避けろ！」

　タクは、身動きの取れなかった俺の腕うでを引いて、その場から飛び退のく。強く腕を引かれた拍ひよう子しに構えたピッケルを取り落とし、俺はタクの腕の中にすっぽりと収まってしまう。

「うおぉぉぉぉっ──」

　崖上から落下して来た人に目を向ける。

　直前までの激しい戦せん闘とう痕こん。そして、落下のダメージによって、ＨＰは目の前で尽つきている。

　ＨＰが０になったプレイヤーをマジマジと見るのは初めてかもしれない。仰あお向むけに倒れた体は、ピクリとも動かない。

　落ちて来たプレイヤーは、丈じよう夫ぶそうな厚手のインナーに革製の防具で身を固め、頭にはこれも丈夫そうな金属製のヘルメット、ブーツは頑がん丈じようなトレッキングシューズ。そして、腰こしや背中にはバッグやベルト、ロープなどを装備した筋肉質の男性だった。

　って、冷静に観察している場合じゃなくて──

「こういう時は、えっと──蘇そ生せい薬を使わないと！」

　慌てて蘇生薬を取り出した矢先、男の目がぱっちりと開き、俺たちを見つめた。

「ひゃっ!?　起きた！」

　死人が勝手に蘇よみがえった！　と思ったが、蘇生薬は所持していれば、ＨＰ０の状態でも自力で復活できることを思い出す。

　目を覚まして、むくりと上体を起こした筋肉質の男性は、自分のインベントリから取り出したポーションを浴びるように飲み、減ったＨＰを回復させていく。

「悪いな。驚おどろかせちまって。いや～、死ぬかと思った」

　現実だったら、確実に死んでたな。と豪ごう快かいに笑う筋肉質な男性プレイヤー。

「なんだ？　若い男女のデートでも邪じや魔ましちまったのか？」

「はぁ？　……っ!?」

　目の前の男に指し摘てきされ、俺の状態を思い出す。タクに抱だき留とめられた状態で固まっている姿を見られているのだ。

　慌ててタクから距離を取り、自分に冷静になるように、呟つぶやいて深呼吸を繰くり返す。

（これは不ふ可か抗こう力りよく。これは不可抗力。すーはー、すーはー）

「ユン？　大丈夫か？」

「あ、ああ！　俺は大丈夫だ！」

　タクに話しかけられて上うわ擦ずった声を上げるが、何とか落ち着いて、改めて崖から落ちて来たプレイヤーと向き合う。

「悪かったな。こんなおっさんが坊ぼう主ずと嬢じようちゃんのデートの邪魔をしちまって」

「いや、俺は、嬢ちゃんじゃなくて、男だから」

「なんだ？　デートの照てれ隠しか？」

「なんでそうなる！」

　わはははっ、と豪快に笑う目の前の筋肉質なプレイヤーに対して、俺は頭痛を抑おさえるようにこめかみに人差し指を押し当てる。

　どうして、こうなった。




　　　　●




　豪快に笑っていた筋肉質な男性プレイヤーの名前は、イワン。あれだけの高さの崖を転がり落ちて伸のびていたとは思えないほどのパワフルさ。笑う度たびに、インナーに包まれた筋肉が盛り上がり、革防具がミチミチと悲鳴を上げているような錯さつ覚かくを覚える。

「イワンのおっさんは、なんであんなところにいたんだ？」

「趣しゆ味みの登山をしていたら、ちょっとミスってな」

　イワンとの話し合いは、タクに丸投げしていた。その間、俺はピッケルを振り上げて、山やま際ぎわの採掘ポイントを掘って素材の回収をする。

　硬こう質しつな地層を叩たたく甲かん高だかい音が断続的に響ひびく中で、タクとイワンの話し合いにこっそりと耳を傾かたむける。

「俺は、いわゆる色物プレイってやつをやっているんだ。センスの中の【登山】を使って、こうした崖や岩場を登るのを繰り返してる」

　ロッククライミングやボルダリング、山歩きなど、現代日本では何時間という下準備や移動が必要になる登山も、ＯＳＯでは既すでにある自然フィールドで自分の趣味や気分に合わせて、簡単に実行できる。

「へぇ、そんなことをしていたのか」

「ああ、山はいいぞ！　漢おとこのロマンだ！」

　山の良さをその山のような体たい軀くと筋肉質な腕を広げて語るイワン。タクも胡坐あぐらをかいて座り、イワンと向かい合って話している。

「まぁ、不思議じゃないよな。知り合いのプレイヤーにも釣つり好きがいるけど、平日とかは釣りができないからＯＳＯで【釣り】センス取って、やっている奴もいるしな」

「俺も似た感じだ。知り合いにこのゲームのことを聞いてな。ゲームには全く興味なかったんだが、趣味のために始めたんだ」

　いやはや、話の分かる坊主だ。と嬉うれしそうにしているイワン。

「それで、結局なんで崖の上から落ちて来たんだ？」

　俺は、一度ピッケルを振ふるう手を止めて、イワンの返答に耳を傾ける。

　腕を組んで、唸うなり声を上げるイワンは、眉まゆ尻じりを下げて口をへの字に曲げている。

「情けない話なんだがな。蜂に崖から落とされてしまった。突然、蜂の大群が押し寄せて来て、何とか追おい払はらおうとしたがやられてしまった。現実で起きる真冬の雪山での吹雪ふぶきや雪崩なだれに比べれば大したことないんだがな」

　ツッコみたいところは多々ある。

　リアルで吹雪や雪崩を体験したってのも凄すごいけど、イワンが蜂の大群に襲おそわれて落ちて来たという事実と、直前の俺とタクの行動との関連性を考えると……

「……ユン」

　タクが俺に視線を送って来る。俺は、ピッケルを一度インベントリに仕し舞まって、タクと並んでイワンの正面の位置に座る。

　正直に話そう。そして、謝ろう。

「……その、たぶんだけど……蜂の大群が押し寄せた原因は、俺たちだと思う」

「ほう？」

　イワンが顎に手を当てて、面白そうに片方の眉を跳はね上げる。

　俺は、搔い摘つまんで直前の状じよう況きようを説明した。俺が持つ【調薬】センスのこと。それで生産した【除じよ虫ちゆう香こう】の効果を説明し、それをこの場で使って蜂を追い払ったこと。

「その……すみませんでした！」

　深く頭を下げて謝ると、頭上から笑い声が降って来る。

「なんだ。そんなことか。わざとではないのだろう？　それに滑かつ落らくした俺を回復しようとしてポーションを手に持っていた。嬢ちゃんが気にすることじゃない。そもそも、蜂たちに対処できなかった俺の方が問題だろ」

　そう言うと、下げた俺の頭にごつごつとした手が乗せられて、撫でられる。なんだか恥はずかしくて、俺は逆に顔を上げづらい。そして、隣となりのタクが笑いを押し殺しているのを……横目で睨にらむ。

「それにしても驚いたなぁ。たまたま男女がいるところに落ちるなんて……凄く驚いた」

「こっちも大男が突然降って来たんだから驚いたさ。思わず、ユンを抱かかえて飛び退いたくらいだ」

「だから俺は、男だ！　それにタクもわざとだろ！　なんで間ま違ちがいを訂てい正せいしないんだ！」

　俺が二人の会話にツッコミを入れるが、イワンは、腕を組んで首を傾かしげている。

「なんだ？　嬢ちゃん、まだ照れ隠しか？」

「だから、なんでそうなるんだよ！　こんな照れ隠しがあるか！　タクは、笑いを押し殺すな！」

　お前が訂正すればいい話だろ！　と言うが、聞き流されてしまう。

「全く、咄とつ嗟さに腕を引っ張ってくれたことには感謝してるのに、お礼できないだろ」

「ユン。何か言ったか？」

「何でもない！」

　俺は、強い否定を口にしたが、イワンは、ニヤニヤとした笑いをこちらに向けてきて、なんだか無む性しように腹が立つ。

「なんだよ。そんな顔して」

「いや、青春だな、と思ってな」

　何な故ぜか、イラっとした。今度から、おっさんと呼ぼう。

「まぁ、嬢ちゃんが男だろうが、女だろうが俺には関係ないんだがな」

「こっちには、大問題だ！」

　抗こう議ぎの声を上げるが、全く相手にされない。逆に、巌いわおのような体でニッと白い歯を見せて笑うイワンの顔に気け圧おされる。

　好意的な視線とその体格差の圧あつ迫ぱく感に妙みように居い心ごこ地ちが悪くなる。

「俺と一いつ緒しよに山に登ってみないか？」

「はぃ!?」

　上うわ擦ずった声で聞き返した俺に対して、イワンは、両手を広げて山の良さを語る。

「山はいいぞ！　低い地面を歩き回ることのなんと小さいことか！　日ごろ自分たちのいる場所が小さく見える」

「そして、世界のちっぽけさに対して、悪役風に笑う、と」

「タクは、冷やかすな」

　真しん剣けんに話し始めたイワンに、冷やかしを入れたタクに対して、防具の隙すき間まから脇わき腹ばらに拳こぶしを軽く当てれば、体を傾けて、黙だまる。

「山に登れば、男だの女だの、人間関係や仕事の悩なやみ、人生の困難なんて全てがちっぽけに思えてしまう！　それほど山はデカい！　そして、人の悩みがいかに小さいかを教えてくれる！　だから共に山に登ろうではないか！」

「「…………」」

　俺とタクは、その迫はく力りよくのある大声に途と中ちゆうから圧あつ倒とうされていた。銅ど鑼らを打ち鳴らしたような腹に響く低音の声は、凄いと直感させるものがあるが……

「そこに根こん拠きよは──『ない！　山に行けば、自然と分かるだろう！』──そうですか」

　イワンは、精神論至上主義の山馬ば鹿かだった。

「──というわけで、共に山に登ろうぞ！」

「こっちの了りよう承しようなしかよ！」

「なにごともチャレンジ・スピリッツ。挑ちよう戦せんの心だ！　そこに山や摑つかみやすそうな岩場があれば、登りたくなるのが、漢だろ？」

「それは、あんただけだろ」

　俺は、登るつもりはない。馬鹿馬鹿しい、と思い、これ以上話をしないために、イワンに背を向けて、再び採さい掘くつ用のピッケルを取り出し、振り被かぶる。

　そんな俺の背に向かって、一つの言葉が投げかけられる。

「──男が逃にげるのか？」

　ピッケルを担いだ俺の体がピクリと止まる。数拍はく置いて、イワンは続きの言葉を吐はき出す。

「おおっ！　そうだった。お前はか弱い女の子だったな。すまん、すまん。勘かん違ちがいしていた」

　大おお仰ぎように芝しば居い掛がかった言葉に、俺は眉を顰ひそめて、絶対に挑ちよう発はつに乗らない、と心の中で唱えるが──

「威い勢せいだけは立派だったが、やはり女の子か。山には興味がないとは寂さびしいな」

「だから、俺は男だ！　あんたがそんなに言うなら、その山とやらを見せて貰もらおうじゃないか！」

　あっ、と言ってしまった後で気が付いた。絶対に挑発に乗らないと思っていたのに。

「くかかかっ！　釣られおったな、嬢じようちゃん！　自分を男と称しようするなら二言はないな！」

「くっ、俺は男だ！　二言はない！」

　だが、後に引けなくなった俺は、そのままイワンと山に登ることが決まってしまった。

　そして、恐おそる恐るタクの方へと目を向ける。

「ユン。お前、馬鹿か？」

「うっ、す、すまん。つい……」

　タクは、溜ため息いきを吐き出して、俺を可哀かわい想そうな奴やつを見るような目で見つめてくる。やめろ、そんな目でこっちを見るな。

「イワンのおっさん、少しいいか？」

「おっ、なんだ？　坊ぼう主ずも一緒に参加するか」

「俺が参加するのは別にいいさ。新しいセンスを取得できるし、趣味センスって言っても手探りでレベリングするよりも先せん駆く者に習ってやった方がいい」

　だがな。と一度言葉を区切るタク。

「その【登山】センスを得て、俺たちに何かメリットはあるのか？」

　すっと目を細めて、真剣に尋たずねるタク。この顔は、ガチゲーマーの顔だ。取得するに値する効率的で有効なアイテムやスキルかを値ね踏ぶみする姿だ。

　そんなタクに対して、イワンは、顎あごに手を当てて唸るように声を上げる。

「うむ。俺は、趣味でやっていることだからな。自分の欲よつ求きゆうが満たされれば、それが最大の利点とも言えるが、他人のメリットとなると──」

　イワンは、しばらく悩んで言った。

「思いつかんな。精々、崖がけ上で鉱石とかを拾えるとか、この上に洞どう窟くつの入り口があるのを発見した程度だな。ちょうど、あの辺だ」

「よし、乗った！　全力で取り組むぜ！」

「軽っ!?　タクはそれでいいのか！」

「むしろ、メリットとしては、十分だ！」

　そう言うので、俺も聳そびえ立つ絶ぜつ壁ぺきを【空の目】と【看破】のセンスを組み合わせて見上げる。

「なんで気が付かなかったんだろうな。上の方に採掘ポイントが多いのに」

　先ほどまで掘ほっていた山際の採掘ポイントとは比べものにならないほど、崖上には採掘できる場所が多い。

　そして、崖の上の方が突つき出しているために下からは分かり辛づらいが、イワンの指差す先には、洞窟があるらしい。

　もしも、この絶壁の採掘ポイントを採掘できたのなら、どれだけの鉱石系の生産素材が揃そろうだろうか。

「なぁ、ユン。【登山】センスの取得に全力で取り組まないか？」

「俺も気が変わった。けど、タクにはなにがあるんだ？」

「未知の洞窟だろ！　その奥はダンジョンかもしれない。さらにこの絶壁の向こう側のエリアに通じているかもしれないだろ！」

　そう言って、興奮を隠かくせない様子のタク。

「けど、もうイワンが調べてるんじゃ──『俺は中に入ってないぞ』──入ってないんかい」

　普ふ通つう、発見者が一番に確かめるだろ。と思ったが違うらしい。

「洞窟探たん索さくは、山登りと関係ないだろ。それに、もしもこの向こう側に通じているのなら、俺は山を経由して辿り着きたい！」

　そこに山があるから踏とう破はする。みたいな思考だな。と呆あきれてしまう。

「なにはともあれ。無事、坊主と嬢ちゃんの二人も【登山】センスの取得が決まりだな！」

　そう言って豪ごう快かいに笑うイワン。俺とタクは、気合いを入れてメニューのセンス取得の一覧から【登山】センスを取得する。

　ＳＰを一つ消費して手に入れた【登山】センスを装備した俺たちは、早さつ速そくイワンに師事する。

「それで、俺とユンは、【登山】センスを装備したわけだけど、具体的に何をすればレベルが上がって上達するんだ？」

　タクが尋ねたのは、センスの基本的な性能だ。どんな使い方ができるのか、どんな行動で経験値が溜たまり、行動に補正を掛かけるのか。そうした情報はあまり持っていない。

「確かにそうだな。登山って一言で言っても、険しい山道を歩くことも登山だし、切り立つ壁かべを登るのも登山の範はん囲いに入るからな」

　タクの疑問に対して俺も、自分の考えを加える。それに対する先駆者イワンの答えは──

「険しい山歩きをしても経験値は入るが、それではレベルの上がりが遅おそい。最初に無理をしてでも、十メートルの高さの絶壁を一人で登れるくらいになれば、俺の経験的に問題ない。時折ある小さなでっぱりで休きゆう憩けいしながら進むだけだ」

　あそこと、あそこにあるような、でっぱりに腰こしを掛けるんだ。と指差して、示してくれる。

「まずは、一番低いでっぱりまで単独で登れるようになるのが重要だ。ちょっと待っておれ！」

　そう言ってイワンは、俺たちを置いて、するすると何の補助器具も着けずに、十メートル上のでっぱりまで登っていく。そこに何かを打ち付けて、ロープを垂らしたら、そのまま、再び戻もどって来た。

「こいつが、安全装置のロープとハーネスだ。これを装備して、一定間かん隔かくにボルトを打ち込みながら登っていく。手を滑すべらせても、命いのち綱づながあるから平気だ。行ってみろ、嬢ちゃん！」

　まずは、お前が行け、と背中をどんと強く押されて、前屈みにおっとっとと二歩踏み出して前に出る。

　聳え立つ崖の前に立つと、どこに手や足を掛ければ登れるのか、センスのアシストが作動して自然と分かる。

　それに混じる鉱石の採掘ポイントなどを確認しながら、岩いわ肌はだに手を掛ける。

　確かな手て応ごたえに次にどこを摑めば上に上がれるのかが分かる。だが──

「──無理っ！　これ以上は進めない！」

　早くもギブアップの声を上げる。俺の手の届く範囲には次の起き伏ふくが見当たらず、その先はあと少しのところで届かない。そして、少し下がって別のルートを探そうとするが、下がるのに手間取り、時間がどんどんと経過する。

「大だい丈じよう夫ぶか、ユン！」

「無理っ！　なんか、腕うでがぷるぷるしてきた！」

「落ち着け、嬢ちゃん。一度降りて来い！」

　と言われて、もたもたとしながら、慎しん重ちように下の足場を確認して降りていく。最終的に、自分の身長くらいの高さから壁を蹴けって降りたが、地面に着いた時、膝ひざががくがくと笑ってしまい、そのまま地面に座り込む。

「キツイ！　なんだよ、これ！」

　俺は、文句を言いつつ、力が入らずにぷるぷると震ふるえている手を振ふって、休む。

「なんだ。筋肉が足りんぞ。もっと、肉を食え！」

「これはゲームだよ！」

「まぁ、冗談はこれくらいで。次は、坊主が試してみろ。坊主の様子から嬢ちゃんに説明するから」

「わかった。それじゃあ、行かせてもらうな」

　そう言って、登り始めたタクは、最初は俺と同じように順調に進んだのだが、途中で手足が止まる。俺が止まった場所と同じだ。

「嬢ちゃんは、あれがなんで駄だ目めなんだと思う？」

「うーん。右手が起伏に届かないから、ルート選び？」

「実は、右手の起伏に手を届かせるにはコツがいるんだ。坊主、摑みたいところと反対側に顔を向けて、手を伸のばしてみろ！」

「……？　分かった」

　理由が分からない、といった表情のタクだが、とにかく試してみた結果、効果は劇的だった。

「おっ？　届いた。何でだ？」

　そう言って、再び進めなくなるところまで軽快に登っていく。腕がぷるぷる震えている様子もないし、ステータスでもセンスの扱あつかい方でも、俺はタクに負けた。

「でも、どうして届かなかったのが届いたんだ？」

　俺もタクも同じ場所で躓つまずいたのに、イワンのアドバイス一つでタクはすんなりと進めた。

「簡単なことだ。普通に手を伸ばしても届かないが、首を反対に向けると自然と体が捩ねじれる。その分だけ遠くに手を伸ばせる、というわけだ」

　実際に、俺も首を左右に回してみると、首の動きに釣つられて肩かたが逆の前に出る。その分だけ、遠くに手を届かせることができた。

　タクは、イワンの一度のアドバイスだけで十メートルのでっぱりまで登り切り、一人スイスイと降りては登るを繰くり返して、レベリングに励はげむ。

　対する俺は、筋力が足りないのか、ぷるぷると震える腕と戦いつつ、少しずつ距きよ離りを伸ばしては降りて休みを繰り返している。

「どうだ？　コツは摑つかめたか？」

「うーん。結構、腕がキツイ。けど、やり方がわかったから、次は行けそう」

「なら、行ってみろ」

「頑がん張ばれよ、ユン」

　そう言われて、再チャレンジする俺。

　ゆっくりと登っていく俺を黙だまって見守るイワン。

　タクも上から応おう援えんしてくれる。腕の限界が近づく中でそれまでの最高記録だった八メートル付近を越こえて、十メートルのでっぱりに手が届く距離に辿たどり着つく。

「ユン、あとちょっとだぞ」

「嬢ちゃん、もう少しだ！」

「ううっ──やったぁ！」

　俺は、ラストスパートをかけるようにでっぱりに手を掛けて、よじ登る。

　微び妙みように届かない距離の起伏も、教えられた通りに顔を手を伸ばす方向とは反対側に向けて、体を伸ばすようにして摑み、最後の力を振り絞しぼってよじ登る。

「……ぜぇぜぇ。辛つらいな」

　転がるようにして崖の途中の小さな休憩スペースに倒たおれ込み、山の岩壁を背に天を仰あおぐ。

「二人とも、初日にしては、飲み込みが早いな。教え甲が斐いがある」

　目を向ければ、下から見守っていたイワンが、俺たちが登った距離を命綱なしで登って、追いついてきた。流石さすが、先せん駆く者は【登山】センスの能力も高い。

「……タクは、見て分かるけど、俺なんて才能ないだろ」

「坊ぼう主ずの方が、異常なんだよ。嬢じようちゃんは、普通より筋がいいってくらいだ」

「そりゃ、どうも……」

　褒ほめられているんだろうが、十メートルの距離を登るだけで疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　しばらく休んで幾いく分ぶんか余よ裕ゆうを取り戻したところで改めて、息を吐はき出す。

「よし。それじゃあ、次は、ここまでの反復練習をしてから二十メートル上を目指すか！」

「いや、無理だって！　と、言うか。ログアウトしないといけない時間だし」

　ＯＳＯ内はまだ日が高いが、メニューで時刻を確認すれば、既すでに午後六時前だ。そろそろ夕飯を作り始めないと七時からの夕食に間に合わない。

「そう言えば、そんな時間だな。俺は、もう少しイワンからアドバイス貰もらってからログアウトするわ」

「折角、登山仲間が増えると思ったのに寂さびしいな。仕方がない、男同士で語り合うとするか、坊主！」

　ガシッと一方的にタクと肩を組むイワン。正直、暑苦しいので一歩引く俺。

「それじゃあ、俺はログアウトするな」

「俺は、しばらくはここで登っている。レベル上げしたくなったら、また来いよ」

「ああ、ここの鉱石を掘ほり出すためには、【登山】センスの技術もレベルも足りないからな」

　俺も、この北側のエリアに分布している採さい掘くつポイントの採掘を目指して、しばらく通うつもりだ。

　そして俺は、ログアウトしてＯＳＯの世界から現実世界に意識を戻す。







　　　二章　バンカービーと山さん岳がく採さい掘くつ







　イワンから【登山】センスの指導を受けて数日。毎日、夕方までの少しの時間に絶ぜつ壁ぺきの前に行って、タクと共に少しずつできることを増やしていった。

　その結果、休憩なしで、二十メートルほどの高さを一人で登り切ることができ、登り降りだけなら、完かん璧ぺきとも言えるくらいになった。

【登山】センスもレベルが７と順調に育っている中で、一つの問題に直面していた。

「うーん。やっぱり、このピッケルだとあの崖がけじゃあ使えないよな」

　俺が取り出したのは、丈夫な鉄製のピッケルだ。ＥＸエクストラスキル【採掘】で鉱石を掘ほり返すのに重ちよう宝ほうしている。

　だが、鉄製ゆえに両手で構えないとふらつく程度には重いため、足場の不安定な崖や絶壁では満足に扱えず、このままでは絶壁に広がる採掘ポイントから鉱石を入手することができない。

「仕方がない。片手で扱えるピッケルを探しに行くか」

　そして、小型のピッケルなら鉱山の町である第三の町で買えるだろうか、と思っていたが、意外なところで購こう入にゆうすることができた。

「うん？　小さいピッケルが欲しいのか？　農業で硬かたい土を耕すのに使うのがあるぞ」

　第一の町南部に広がる農地を売買するＮＰＣ・農夫から無事購入することができた。

　最初、第三の町のＮＰＣに小型のピッケルを売っている場所を尋たずねたら、ＮＰＣ・農夫のことを教えられて、ポータルでとんぼ返りしての購入だ。

「じゃあ、小さいピッケルを予備も含ふくめて三本買うよ」

「ほら、重いから気をつけろ」

　土地や農具、ＮＰＣの雇こ用よう斡あつ旋せんをしているＮＰＣ・農夫から一本５０００Ｇの小さいピッケルを三本受け取り、インベントリに片付けてから、北門へと向かう。

「ピッケル買うのに手間取ったな。タクは先に行っているらしいし」

　俺は、少し遅おくれることを伝えたところ、タクから先に行っているメッセージを受けた。そのために、第一の町の北側エリアに出現するラフレシアンとマッドシードたちを避さけつつ、真っ直ぐに絶壁前まで走っていく。

　そして、そこで見たものは──

「タクとイワンのおっさんは、なにをやってるんだ？」

　樹の太い枝にロープを引っ掛かけて、ハーネスと命いのち綱づなのロープ一本を着けた状態で、二人はロープに吊るされている。

　だらんと手足を広げた二人は、その状態から上う手まくバランスを取りつつ、上体を起こして、再び体を脱だつ力りよくさせる。

　タクは、上体を起こすのに慣れていないのか、左右に回っては、何とか回転を止めて、上体を起こそうとしている。一方のイワンは、慣れからかすんなりと上体を起こし、腰こしのベルトから鉄製の伸しん縮しゆくストックを取り出して、半分ほどの長さまで伸ばして、その状態で素す振ぶりをしている。

「おう、嬢ちゃん。来たのか」

「まぁ、来たけど……なにこれ」

　何の訓練？　と尋ねれば、ファンタジー登山のための訓練らしい。

　不安定な足場で命綱のロープに体を預けて戦う、バランス訓練方法らしい。

「ユン、これ難しいけど、結構楽しいぞ」

「いや、ちょっと恥はずかしいんだけど」

　イワンによる最適化された【登山】センスのレベリング法や訓練法は、その効果に疑問はないが、流石さすがにロープに吊るされてるのを他人に見られるのは遠えん慮りよしたい。

　そんな俺とは裏腹に、腹筋に力を入れて上体を起こしては、全身の力を抜ぬいて逆海え老び反ぞりのポーズになって、頭の位置を上下に意図的に動かしてバランスを取る二人。ただ、お遊びなのか、ヴァァッ、って呻うめき声を上げて白目になるのやめてくれるか、怖こわいから。

「嬢ちゃんは恥ずかしがり屋だな。仕方がない、坊主と一いつ緒しよに登って軽く戦せん闘とう訓練してくるから嬢ちゃん一人でバランス訓練やってみろ」

「それじゃあ、ユンと交代だな。ちょっとイワンのおっさんと行ってくるな」

　そう言って、二人は、手早くロープを解いて降りてくる。

　ロープの結び方も訓練の一つとして教えて貰ったので、サバイバル技能だけは上じよう昇しようしているはずだ。

　そして、俺は、イワンとタクを見送り、二人が見えなくなったところでバランス訓練を始める。

「……二人が戻もどってくる前に止やめれば見られないよな」

　恥ずかしいけど、命綱に体を預けるのだから、その扱いに慣れる必要がある。【登山】センスのレベル上げのためと自分に言い聞かせて、登山補助アイテムのハーネスを装備して、徐じよ々じよにロープと結び目を調整して、体を吊つるしていく。

　地面から完全に足が離はなれたところで摑んでいたロープを手放し、バランスを取る。色々な筋肉に力を込めていると、ぷるぷると体が震ふるえ始めるが、なんとか五分くらいは上体を起こし続けることができた。

「なん、とか。できっ！　うわっ！」

　気を抜いた瞬しゆん間かんに、今まで体を支えていた力が一転して体を動かす力に変わり、目の前の景色が上下反転する。しばらく制せい御ぎよできずに体を振ふり回されるので、筋肉に力を込めるのを諦あきらめて全身から脱力して動きが止まるのを待つ。

「ううっ、回って気持ち悪っ。力抜いて仰あお向むけになっているのが安定するな」

　だらっと顔を上に向けると、ゆっくりと頭が下がり、顎あごを引くと自然と腹筋に力が入って上体が上がる。

　腰のハーネスを起点として支えられ、そのまましばらく脱力した姿勢のまま空を見上げる。

「あー、空が青いなぁ」

　千ち切ぎれて消えていく雲と青い空。視界の端はしには、絶壁が聳そびえており、上空には空飛ぶ蛇へびと蜂はちの群れが飛んでいる。

　こうして、脱力していると、青空を見上げるのが楽しくなってくる。

「ＯＳＯの絶景を探す旅ってのも面白そうだよな。自分だけのお気に入りスポット探し」

「そうだな。それなら前ぜん人じん未み到とうのエリアにでも行くか？」

「どうせ、パーティー組んで、ボスとのバトルとか言うんだろ？」

　嫌いやだよ、そんな殺さつ伐ばつとした先にある癒いやしなんて。と口にすれば、そりゃ残念と頭の先から声を掛けられているのに気が付く。

　あれ？　俺って、なんで普ふ通つうに会話しているんだ？　と声の方向に顔を向けると、腕うでを組んでこちらを見て笑っているタクとイワン。

「ちょ、いつからいた！」

「気付くのが遅おそいぞ。ほんの数分前だ。お前が一人でボケっとしている様子を見てた」

　うわっ、バランス訓練サボって脱力していたように見られる。

　なんとか弁明しようと、あたふたと手を動かしたら、その分だけ体の重心が大きく乱れて、回転を始める。

「ひやっ、わわっ！　と、止めて！」

「あーあ。なにやってるんだよ、ユンは」

「嬢ちゃん、バランス訓練で一定の姿勢を保っているから上達したように見えたが、平常心が足りんぞ」

　イワンも慌あわてる俺に向かって、冷静に評価を下すが、それに構っている余よ裕ゆうはない。

　と～め～て～、とやっている俺の頭をタクが両手で押さえてくる。逆さに見えるタクに対して感謝するが、なぜ頭？

「降ろすか？」

「いや、自分で降りられるから大だい丈じよう夫ぶ。だから、頭離せ。がっちり挟はさむな」

　タクは、静かに頭から手を離し、俺が静止の姿勢を保てることを確認する。そして俺は、ゆっくりと上体を起こして、ロープを摑つかみ、結び目を緩ゆるめて地面に足を着ける。

　地に足が着く安心感が凄すごく大きく感じて、ほっと安あん堵どの息が漏もれる。

「嬢じようちゃんも上達早いな」

「そ、それでそっちはどうだった？」

　みっともない姿を見せて気恥ずかしく感じるが、何事もなかったかのように二人に尋ねる。

「上で少し、エアロ・スネークを倒たおしてきた。イワンは凄いぞ！　道具なしで登ってた！」

「ロープがあると邪じや魔まだからな。それに命綱があっても武器の扱あつかいに慣れてないなら素手や打だ撃げき武器を極きわめた方が事故は少ない」

「なんか、納得」

　ゲームに慣れてなさそうなイワンのおっさんなら、剣けんを振り回しているよりも、その太い腕でラリアットを喰くらわせたり棍こん棒ぼうでもぶん回しているほうが、見た目のインパクトは大きいだろう。そして、平気で骨を砕くだきそう。

「けど、登って分かったのは、足元が不安定な状態だと、攻こう撃げきに威い力りよくが乗らないから難しいってことだ」

「俺には無理そうだな。武器は両手を使う弓だし。使えるとしたら短たん剣けん代わりの包丁か」

　ロープに体を預けた状態で弓矢をまともに狙えるかも分からず、反動を上手く制御できそうにない。

「タク、守ってくれよ」

「ユン、それは他力本願じゃないのか？」

「適材適所って言うんだよ。俺は、ポーションによる回復兼けん、鉱石採さい掘くつ要員ってことで頼たのむ」

「がはははっ、坊ぼう主ずは、嬢ちゃんに頼たよられたならしっかり守るんだぞ！」

　イワンは、太い腕でバシバシとタクの背中を叩たたき、タクが衝しよう撃げきと痛みに抗こう議ぎの声を上げる。少し、イワンの話のニュアンスが気になるが、二人の様子に俺は、くすくすと小さく笑う。

「嬢ちゃんも少し登って浅いところの鉱石を採とって来るといい。俺も目に見える範はん囲いで拾ってくる」

「それじゃあ、ユンが崖がけなら、俺は森の方で適当にＭＯＢ狩がりついでにアイテムの採取をして来るな」

　そう言って、二人は分かれて行動を始める。全く、自由人どもめ、と苦笑いを浮うかべながら見送り、遅れて俺も崖に登る準備を始める。

　イワンに教わった通り、体に固定器具を着けて、ロープと杭くいを使って少しずつ安全を確保して、登っていく。

　しばらく登り、崖の中ほどにある採掘ポイントの手前まで来ると、小型のピッケルを取り出し、採掘ポイントに突つき立てる。

　普ふ段だんのように全身で振り下ろすような採掘ではないために、少しずつ岩場を崩くずすように慎しん重ちように行い、ぽろっ、と零こぼれ落ちるような鉱石を一個受け止めては、また掘ほり始める。

　崖際ぎわの採掘ポイントは、通常の鉱山よりも一つの採掘ポイントから採れる数は少ないが、採掘ポイント自体の数が多い。

　上空の敵ＭＯＢが襲おそってこないギリギリのラインを往復するだけで、それなりの数の鉱石を集めることができた。

「ふぅ、結構採れたな。けど、うっかり落としたら下にいた人とかに怪け我がさせそう」

　採掘する時は、落とさないように注意しないと、と心に刻んでいると、イワンも戻って来た。

「嬢ちゃん、だいぶ様になっていたな。これなら坊主と一緒に上の洞どう窟くつまで耐たえられるかもな」

「だから、嬢ちゃんって言うの止やめろ。それとおっさんの拾って来た鉱石を見るから出してくれ」

　アクセサリーや小物作りの【細工】センスを持つ俺は、センスの効果で鉱石を鑑かん定ていすることができる。

　イワンから受け取った鉱石を仕分けるが、地面に落ちている鉱石であるために、それほど質や数は多くない。

「上質な鉄鉱石が５個に普通の鉄鉱石が20個、銀鉱石が13個ってところだな。残りは、ただの石だけどどうする？」

「投とう擲てきに使えるから残しておいてくれ」

「了りよう解かいした」

　鑑定した後、俺は、自分の掘り出した鉱石を鑑定する。

　どうやら、北側のエリアには宝石系のアイテムが出ないようだ。これだとマジックジェムの素材が確保できないな。と思いながら、次々と鑑定していく。

「鉄や銀は弓矢を作る時に必要だから有あり難がたいなぁ。それにアクセサリーを作るのにも」

「ほう、嬢ちゃんはどんなアクセサリーを売っているんだ？」

「俺は、売ってはいないんだ。完全な趣しゆ味みなんだよな」

　マジックジェムやエンチャントストーンのための研けん磨まがメインだから、手て慰なぐさみ程度で作れるアクセサリーだ、と答えつつ、数が多く採れた鉱石の鑑定を続ける。

　掘り出したのは、上質な鉄鉱石が12個。普通の鉄鉱石が34個、銀鉱石が21個とイワンよりも、鉱石率が高い。

　鉄が１２０個。銀が97個。ブルライト鉱石が55個。黒鉄が35個。おっ、また、黒鉄が手に入って36個目。そして、採掘限定での鉱石も発見することになる。

「──黒鉄鉱石は、丈じよう夫ぶで有名って聞いたことがあるけど、ブルライト鉱石は聞かないな」

　俺の炉ろでは、現在は鉄までしか加工できないために、全く扱ってこなかった鉱石だ。

　どう扱うか、と悩なやむが、今度マギさんに相談してみよう、と結論を出して、インベントリにそれらの鉱石を仕し舞まい込む。
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「ユン、戻もどったけど、そっちはどうだ？」

「タク、お帰り。鉱石は、結構採れたぞ」

　タクが森の中でのＭＯＢ狩りを終えて戻って来た。肩かたに鞘さやに入った長ちよう剣けんを担かついでいる姿は、ガッツリとＭＯＢ狩りの方をしてきた様子だ。

「鉱石が採れたんなら、俺が採った薬草と交こう換かんしないか？」

「いいぞ。ちょっと見せてくれ」

　タクが採取した薬草の一覧に対して、俺の採掘した鉱石も同じようにメニューのトレード画面に表示して、互たがいに欲しい素材を交換する。

　薬草系の素材よりも鉱石の方が値段は高いが、俺は欲しい素材を見つけたので、トレードに少し色をつける。

「ユン。いいのか？　このブルライト鉱石って奴やつと黒鉄鉱石をそんな奴とトレードしても」

「いいんだよ。むしろ、これが欲しいんだよ」

　そう言って、アイテムのトレードを実行し、タクが見つけたアイテムを実際に取り出す。

　一房ふさに幾いくつもの丸い実をつけた食材系の果物くだものアイテムで、名前を【サムヤマブドウ】という、そのままという感じのアイテムだ。

　市し販はんされているブドウに比べれば、一房についている実が疎まばらだが、その一つ一つは、大きく綺き麗れいな形をしている。

　房から一ひと粒つぶ摘つまんで、口に放り込めば、皮まで食べられる甘い果物だった。

「んっ！　甘いっ！」

「そりゃ、喜んでもらえてよかったよ」

「これは、混乱、怒り耐たい性せいを一時的に得られる食材だな。けど、食材そのままだと効果は薄うすいみたいだ」

　それに、残念なことに【サムヤマブドウ】は種がない果物であるために、【アトリエール】にある畑で栽さい培ばいできない。

　タクも一粒を摘んで口に放り込むと、濃のう厚こうなブドウの甘さに、甘すぎると言って、顔を顰しかめる。タク好みじゃない様子だ。

「なぁ、イワンのおっさん。俺たちはもう、上の洞窟に登っていくだけの実力がついたんだよな」

　タクの質問に、イワンはあると肯こう定ていする。

「それじゃあ、俺とユンは、あの崖の途と中ちゆうにある洞窟まで行きたいんだが、パーティーを組んで案内してくれるか？」

「そうだな。なら時間帯は、夜がいいかもしれんな」

「夜？　それは何な故ぜ？」

　俺の認識としては、夜は視界が悪く、余り活動するのに適した時間ではない。そのために、光源に左右されないダンジョンに人が集中しやすいのだが──

「ここの崖に出てくる敵はな、夜には活動種が変わるんだ。昼間はバンカービーが多く、夜は、エアロ・スネークが多く出現する。そして、エアロ・スネーク自体の数はそれほど多くない」

「つまり、登るだけなら、夜の時間帯が適切ってことか」

　そういうことだ。と肯定するイワン。

「それに、嬢ちゃんが鉱石を集めながら登るのなら、敵が少ない時間帯がいいだろう？」

「た、確かに、せっかく見つけた鉱石を見み逃のがすのは勿もつ体たい無いから集めるけど……」

　きっと、登っている途中にある鉱石を見逃していくと、後で採っておけばよかった、と後こう悔かいするだろうことが容易に想像できる。そのために敵は少なく、長く時間が取れた方がいいのかもしれない。

「まぁ、本ほん音ねを言えば、夜の登山の楽しみを知って貰もらいたい、というのもあるがな」

　ガハハハッ、と豪ごう快かいに笑うイワン。

　そんな事だろうと思った。と溜ため息いきを吐つきながらも苦笑いを浮かべる。

　そこからタクとイワンが主体となり、登山の計画を立て、登る順番や陣じん形けい、次の集合時間を擦すり合わせていく。

　ただ、イワンのおっさんとタクの都合の良い時間帯の調整が上手くいかずに、スタート時刻が深夜帯になってしまう。

「まぁ、坊主や嬢じようちゃんたちが登るだけなら朝までは掛かからないだろうが」

「裏を返すと登る以外のことをしていれば、朝になってしまうと……」

　多分、俺が鉱石採掘して、朝まで掛かるというパターンが予想できるが、それに対して、御ご来らい光こうを眺ながめるのも登山の楽しみの一つと笑うイワン。とてもポジティブな性格のようだ。

「それじゃあ、夜まで解散ってことでいいか？　ユンの方は大だい丈じよう夫ぶか？」

「今日は徹てつ夜やかぁ。幸い明日あしたは休みだから、今から夕飯の仕込みをしておけば、大丈夫か？」

　それと仮か眠みんを含ふくめるとなると、とぶつぶつと呟つぶやいている俺に対して、大丈夫そうだな、と言ってくるタク。

　普段、健康に気をつけているが、夜通しのゲーム、という珍めずらしい体験でもあって、俺は少し興奮しているようだ。

　その後、ログアウトした俺は、明日の朝食を作れないことを予想して、今夜と明朝、ついでに昼と兼けん用ようできるメニューを準備する。




「おおっ!?　今夜は、カレーだ！　お肉は何かな？」

「今日は、牛肉のカレーだぞ。それと明日は、朝食に食パンとカレー、あとヨーグルトだ」

　トーストを焼いて、カレーを一食分レンジで温める程度なら美み羽うも失敗はしない。

「一日目のカレーと味の熟成した二日目のカレー！　やったぁ！」

「はいはい。それと今日は、俺が先にお風ふ呂ろを貰っていいか？」

「ふへ、ふぁんふぇ？」

「スプーンを咥くわえたまま喋しやべるの、やめなさい」

　美羽は、水を飲んで落ち着いてから、改めて聞いてくる。

「珍しいね。なんで？」

「ちょっと、巧たくみに夜通しでのゲームに誘さそわれたんだよ。それで早めにお風呂に入って、仮眠を取ってから始めようかと思ってな」

「お兄ちゃんにしては珍しいね。いつも規則正しい生活してるのに……それじゃあ、このカレーって」

「すまんな。明日の朝、準備できないかもしれないから一応、保険」

　俺が申し訳なさそうに答えると、別に気にしないよ、と答えてくれる。

「そっかぁ、お兄ちゃんと巧さんが一いつ緒しよかぁ。私も今日は、静しずかお姉ちゃんやミカヅチさんたちと組んでダンジョンに行ったりする予定なんだよね」

「ルカートたちは？」

　普ふ段だん、美羽と一緒に行動しているルカートたちのことを尋たずねると、苦笑いを浮うかべられる。

「みんな、予定があるみたい。まぁ、たまにこういう時もあるよね。あとは、学校の試験期間が重なるとログインできないみたい。親の目があって大変だよね」

「いや、美羽も勉強しろよ。いくらうちの学校の試験期間が終わったって言ってもさ」

　俺は、ジト目で美羽を見詰めるが、ピンチになったら、助けてね、と言われて溜息を吐く。

　多分、巧も含めて助けるんだろうな、と漠ばく然ぜんとした予感を覚え、夕食の時間を迎えた。

　そして、夜通しのプレイの準備を済ませたが、結局仮眠は取れずに、明日の午前中は寝ねることを覚かく悟ごして、ＯＳＯにログインする。




「よぉ、ユンは時間通りに到とう着ちやくしたみたいだな」

「タクとイワンのおっさんは、早いな」

「男子高校生の夜は長い！」

「独身男性の夜も長い！」

　いや、腕うでを組んで偉えらそうにしなくてもいいから。あと、寂さびしくなるからそのセリフは止やめてくれ。

　時刻は、ちょうど深夜に差し掛かる頃ころ、【空の目】で見上げる上空には、昼間数多く飛んでいたバンカービーの影かげは見えず、その代わりにエアロ・スネークの影を見ることができた。

「ホントに、数が減ってるよ」

「それじゃあ、いくか。俺が先頭で、次に嬢ちゃん。最さい後こう尾びにタクの坊ぼう主ずだ。しっかり嬢ちゃんを守れよ！」

　そう言って、タクの背中を叩たたいて、俺たちを先導するためのルートを登っていくイワン。

【登山】センスのレベルが低い俺たちのために、イワンは比ひ較かく的ゆっくり登っていく。

　イワンの用意したロープを命いのち綱づなとして、崖がけのでっぱりを摑つかんで登り、時折腕が疲つかれやスタミナ切れを感じたら、ロープに体を預けて、腕を少し休める。

【登山】センスの補助により、暗い夜でも視界には登れる場所にマーカーが現れ、【空の目】と【看破】のセンスでは別の色で採さい掘くつポイントが見える。

　時折、イワンの指示を聞きながら進み、また近くを掠かすめるように存在する採掘ポイントを掘ほる時は、下にいるタクに鉱石が落ちないように俺を追おい越こして貰って、一人で採掘する。

　登って、休んで、また登る。時々、鉱石を採掘する。と繰くり返すことでレベルが上じよう昇しようし慣れによって進行するスピードが若じやつ干かんだが上がる。

　そして、中間地点──

「ここから上に登れば、敵が襲おそってくる。だから、その前に少し休きゆう憩けいしてから登るのを再開しよう」

　そう言って、崖にできた大きな休憩スペースに座り、手や足を休めるイワン。

「そうか。この上からイワンのおっさんが落ちて来たのか」

「下は暗くてよく見えないけど、ここからでも結構な高さだな」

　崖下を覗のぞき込む俺と頭上を見上げるタク。

　俺とタクの言葉に、渋しぶい表情を作るイワンだが、月明かりの下もとで休憩の準備をしている。

　崖にできた大きな休憩スペースで魔ま法ほうのバーナーを取り出し、その上にヤカンを置いて、水を沸ふつ騰とうさせる。沸騰するまでの間に三つの金属のカップに粉末のインスタントコーヒーを一いつ杯ぱいずつ入れていく。

「へぇ、登山でコーヒーってホントにやるんだな」

「そりゃ、そうさ。って言っても本格的なコーヒーに比べれば味も風味も劣おとるけど、こういうのは、雰ふん囲い気きを楽しむものだ」

　そう言って、俺とタクの分のインスタントコーヒーを渡わたしてくるイワン。俺は、両手でカップを受け取り、崖に背中を預けて、一口飲む。

「苦にがっ……」

「がはははっ！　そりゃ、コーヒーだからな！　砂糖とコーヒーミルクもあるぞ！」

「ありがとう」

　スティック状の砂糖とコーヒーミルクを入れて、搔かき混ぜると、やっと自分の口に合うものが飲めた。

　温かい飲み物を飲んだことで、ほっと安心するような息を吐き出して、空を見上げる。

　ＯＳＯの人工の月と星空を見上げて、その光景に魅み入いる。

　少しずつ飲むコーヒーの温かさと寒々しくも神秘的な星空は、リアルの都会では決して見られない景色だ。

「本当は、真冬の寒空の空気が澄すんでいて星がよく見えるんだがな。まぁ、代用品としては十分だろ」

「イワンのおっさんは、冬も登山に？」

「ああ。とは言っても本格的な登山じゃなくて、冬の閑かん散さんとしたキャンプ場にテント張って、そこで見るんだ」

　登山家自じ慢まんとしての写真があるのか、俺たちに一枚のスクリーンショットを見せる。

　星空の写真だが、幾いく筋もの星が空を流れている。

「流れ星のスクリーンショットかな？　綺き麗れいだな」

「嬢ちゃんは気に入ったか。残念だが、流れ星じゃないんだな。これは、固定写真と言って、シャッターを切らずに星を写すことで、星の動きを追ってフィルムに収めた写真だ」

　そう言って、これが三十分、こっちが一時間と何枚かの写真を俺たちに見せてくれる。

　東から西へ。下から上へ。撮とる方角によって変わる星の動きが美しくも面白い。

「このゲームじゃ、プレイヤーの視点でのスクリーンショットは撮れるけど、こういうのは撮れないよな」

　タクの呟きに対して、イワンが楽しげに笑う。

「だから、俺にとってのこの世界は、質の高い代用品だ。天候に左右され、また体力や時間を使う趣しゆ味みだが、やはり俺は現実の山と空が好きだからな」

　だからと言って坊主と嬢ちゃんが好きなこのゲームを否定するつもりはないぞ。と言ってくる。

　趣味に全力なイワンには、俺たちのような子どもにはない楽しみ方があって、正直、羨うらやましいと思えた。

「まぁ、俺の場合、頂上に登る楽しみもあるが、こうした登山の過程も醍だい醐ご味みの一つと考えているからな」

「まぁ、分かるけど、俺の場合は、結果が出てほしいんだよな」

　ここまでゲームらしい要素なしで淡たん々たんと崖を登ることを繰り返していたタクは、少し辟へき易えきとしていたようだが、イワンはそんなタクの背中を叩く。

「安心しろ。この上に上がれば、嫌いやでも敵と戦う。現実じゃあ、空飛ぶ蛇へびと戦いながらの登山などあり得んからな！」

　ここからは、未知の領域だぞ、と楽しげに語り、金属カップに残った苦いコーヒーの残りを呷あおるように飲み干す。

「さぁ、ここからは気合いを入れて登らないと駄だ目めだからな。坊主と嬢じようちゃんは、本気出せよ！」

　目の前には、険しい崖。背後には、奈な落らくの闇やみと、進むも苦労、戻もどるも苦労のそんな状況の下でタクと俺は、まともに戦えるのか、不安に思う。

　俺自身、弓矢による攻こう撃げき手段は使えず、唯ゆい一いつ、闇の中でも【空の目】と地属性魔法を組み合わせた座標爆ばく破はという攻撃方法があるが、タクとイワンは、どんな戦い方をするのだろうか。




　　　　●




　イワンを先頭にして、登山を再開する俺たち。

　しばらくして上を見上げれば、空には、赤い瞳ひとみで濃のう緑りよく色しよくの翼つばさを持つ蛇が待ち構えていた。蝙こう蝠もりのような翼に、手足のない超ちよう小型のワイバーンのような姿のエアロ・スネーク。

　俺は、【空の目】の暗視性能を使い、索さく敵てきする。

「敵が接近！　右上方に蛇が二匹ひき。左上方から同じく二匹！」

「俺が先に何匹か落とす！　タクの坊主は、嬢ちゃんを守れ！」

　俺の索敵の警告にイワンが指示を発し、即そく座ざに迎げい撃げき態勢が取られる。

　イワンは、大だい胆たんにもロープから両手を離はなして、体に結んだロープ一本と足場だけで体を支えて、武器を取り出す。

　腰こしにつけられた伸しん縮しゆく性の金属ストックではなく、鉤かぎ爪づめ付きロープを振ふり回す。

　暗くら闇やみの中で、その鉤爪が風を切る音が響ひびき、回転速度を増していく。

「そこっ！」

　ランタンの光が届く範はん囲いに入り込んだエアロ・スネークへと、鉤爪を投げる。

　遠心力によって威い力りよくを増した金属が真っ直ぐに飛んでエアロ・スネークを掠め、後に続くロープがエアロ・スネークに絡からまると、鉤爪が重りとなって、岩がん壁ぺきに衝しよう突とつする。

　一匹は、そのまま崖下へと落ちて消えていくが、残る三匹が襲い掛かかって来る中で、イワンは腰のベルトから伸縮性の金属ストックを抜ぬき放はなち、擦すれ違ちがい様ざまに、一匹を殴なぐり付ける。また、ロープを握り締めた拳こぶしでもう一匹の蛇の頭を叩き潰つぶす。

　流れるような動作で瞬またたく間まに三匹の蛇を倒たおすイワンの攻撃をすり抜けたエアロ・スネーク一匹が俺へと近づき、牙きばを剝むくが──

「──させねぇよ。《ソニックエッジ》！」

　俺の下にいたタクは、不安定な体勢から長ちよう剣けんを払はらい、斬撃を飛ばして蛇の首と翼を切り落とす。

　まだ、イワンほど慣れていないために、命綱のロープを左手で握り、右手だけで武器を握っている状態だ。

「よし！　嬢ちゃん、他に敵はいるか！」

「ちょっと待ってくれ……うん、大だい丈じよう夫ぶ。近づいてきている奴やつはいない！」

　俺は、周囲の安全を二人に伝える。

　イワンは、崖際ぎわでの戦いに適応した装備で効率よく敵を倒していき、タクがその打ち漏もらしを遠えん距きよ離りアーツで仕留める、という行動を繰り返す。

　エアロ・スネークの攻撃が散発的であり、また単体ではそれほど強くないために、戦闘が長びかないのが救いだろう。

　敵の数が少なく、再出現リポツプするまでの時間が長いのか、鉱石採掘中に敵が湧わいてきて襲われることもなく、取りこぼし少なく鉱石を集めながら登ることができた。

「なぁ、イワンのおっさんは、どういうチョイスで武器を選んでいるんだ？」

「なんだ、藪やぶから棒に」

「いや、単純な興味」

　それに、登っている最中は、登山に集中する必要があるが、少しずつ心に余よ裕ゆうが生まれて、こうした雑談を交えられるくらいにはなった。もしかしたら、【登山】センスのレベルが上がった影えい響きようもあるかもしれない。

「そうだな。使い慣れている道具を改造した方が、効率的だし、なによりロマンがあるだろ」

　鉤爪付きロープはテントを張るのに使えるし、伸縮性の金属ストックは山歩きの杖つえ代わりになったりと、色々と重宝しているらしい。

「俺が包丁を短たん剣けん代わりに使うのと似ているな」

「いや、お前ら、おかしくないか？」

「「どこが？」」

　下からツッコミを入れるタクだが、俺とイワンは、どこがおかしいのか分からない、と首を傾かしげる。

　確かに、短剣は短剣として作られたものの方が、武器の性能や耐たい久きゆう性せいは安定するけど、俺みたいな生産職や趣味センスを扱あつかうイワンには、性能は二の次、武器になればそれでいい、という考えがある。

「はぁ、俺のようなゲーマーと趣味人との分かり合えない差だよな。これ」

　タクは、そんな溜ため息いきを吐はき出して諦あきらめる。

「タク。次の敵が出て来たぞ。今度は、右に三、左に二、正面一の計六匹ぴきだ」

　まだ、朝日が顔を見せない暗闇のなかで、イワンとタクが的確に蛇たちを処理していく。

　少しずつ登り、俺が鉱石を集めながらゆっくりと進む。

「そろそろ夜明けの時間帯だな」

「えっ、そうなのか？」

　メニューで時間を確認すると、午前四時。

「嬢ちゃん、秋の長い夜じゃなくて、ＯＳＯでの夜明け前だ。夜明け前から少しずつ敵ＭＯＢの分布が変わるから、ここから登るペースを上げるぞ」

「了りよう解かい」

　俺は、鉱石採さい掘くつを止やめて、登ることに集中し始める。

　しばらく、崖がけを登って行き、じりじりと昇のぼって来る太陽に目を向ける。ＯＳＯの日の出を確認していると、俺たちの耳に異音が届く。

　ブブブッ、ブブブブブブブッブブッ──

　腹の底に響く重低音が、下の方から徐じよ々じよに迫せまって来る。

「なんの音っ──」

　それは、眼下の森から噴ふき出すように現れた黒い塊かたまりだ。

　羽音の重低音を響かせながら、崖の方へと集まって来る。

「こいつら、バンカービーか!?　ここだと戦えないぞ！」

「ユン！　【除じよ虫ちゆう香こう】を焚たけ！」

　タクからの指示で【除虫香】に火を点つけ、煙けむりを辺り一帯に広める。

　こちらに向けて集まり出した黒い塊は、白い煙を避よけるように離れ、大きな二つの塊に割れる。

　そして、蜂はちの群れの中に一ひと際きわ大きな蜂を見ることになる。

「……っ!?　で、でかい！」

　大きな蜂の複眼は、エメラルドグリーンに輝かがやき、複眼の区切りがエメラルドを敷しき詰つめたように美しい。そんなエメラルドの瞳全てに俺たちの姿が映し出される中で、蜂の尻しりから何かが飛び出す。

「痛っ！」

「ユン、大丈夫か！」

　顔を顰しかめて、痛みの元を見る。俺の左ひだり腕うでには、太い真っ黒な円えん錐すいが突つき刺ささっていた。針の刺さった左腕には、紫むらさき色いろの液体が滴したたっており、刺さった箇か所しよから煙を噴き出している。目が痛くなるような刺し激げき臭しゆうに慌あわてて針を抜くが、胸やけのような気持ち悪さに襲われメニューを開いて状態を確認する。

「状態異常バツドステータス──それも【毒４】か」

　秒間１％のＨＰが減る中で、一番効果の高い解げ毒どくポーションを左腕に振り掛け、ハイポーションを呷あおるように飲む。

　治まるダメージと状態異常バツドステータスと共に、敵に改めて目を向ける。

「なんだよ。こいつ、普ふ通つうのバンカービーじゃない」

「こいつが、バンカービーの親玉。ボスのクイーン・バンカービーだ」

「坊ぼう主ず、嬢ちゃん！　ここじゃあ、場所が悪い！　この匂においが残っている内に上に登るぞ！」

　イワンは、今まで俺たちに合わせていた登山のペースを一気に引き上げて、上へと登っていく。

　俺も遅おくれまいと、イワンの辿たどった後を登りながら、【除虫香】の香かおりで近寄って来れない蜂を確認しようと後ろを向けば、俺の顔の真横の絶壁に毒針が突き刺さる。

「ひっ!?」

「ユン！　毒針がまた来たぞ！　早く上がれ！」

　下からタクに急せかされ、必死に登っていく。

「嬢ちゃん、あと少しだ！」

　先に登り、洞どう窟くつ前の開けた空間の安全を確保していたイワンがこちらを覗のぞき込む。あと少しのところを必死によじ登り、転がるようにしてクイーンから放たれる毒針を避ける。

　タクは、イワンによってロープごと引き上げられ、全員が無事に洞窟前に辿り着つく。

「危ないっ！　毒針が顔の真横とかに来たって！」

「落ち着け、ユン。幸い、命中率は低いから最初の一発以外は当たらなかっただろ」

　タクの言葉に、未だにバクバクしている心臓を落ち着けながら、日の出と共に太陽の光を浴びる蜂たちの姿をはっきりと確認する。

【除虫香】の効果も消え、クイーンを取り囲むように飛ぶバンカービーの群れと対たい峙じする俺たち。

「なぁ、後ろに洞窟があるんだから、逃にげない？」

「「逃げない！」」

「あっ、そう……」

　楽しそうな表情で蜂の群れと対峙する親友とおっさん。どちらも少年のようにキラキラとした目をしている。

「レアな敵から逃げ出すなんて、あり得ないだろ！　倒してレア素材をゲットする！」

「ここで会ったが百年目！　俺を崖から突き落とした蜂との雌し雄ゆうを決する時！」

　ゲーマーも趣しゆ味み人も揃そろって戦う気満々らしい。俺だけ逃げちゃ駄だ目めかな。と遠い目をする。

「それでタクの坊主。あの蜂を一匹ずつ倒してクイーンを引き摺ずり出すのは得策じゃないよな」

「あの手の敵ＭＯＢは、ボスさえ消えればあとは烏う合ごうの衆しゆうだ。なら、ボスだけピンポイントで狙ねらうのが吉きちだろ！　ユンは、俺たちの強化と周りの蜂の数を削けずってくれ！」

「分かってるよ！　《付加エンチヤント》──アタック、ディフェンス！」

　こんな狭せまい場所で対峙するのに、速度が速すぎては、事故要因になりえる。二重エンチャントに留めて、二人に強化を施ほどこす。

　できればクイーンにはカースドによる弱体化を施したかったのだが、蜂の群れに遮さえぎられて、【空の目】では、クイーンの姿を捉とらえることができなかった。

　エンチャントにより強化されたタクとイワンは、襲おそってくる取り巻きの蜂たちを迎撃しながら、後方に控ひかえる俺を守る。

　そして、蜂の群れに隠かくれたクイーンから毒針が飛んでくるのを、二人は時に躱かわし、時に武器で弾はじいていく。

　俺は、エンチャントによる待機時間デイレイ・タイムが終しゆう了りようし次第、蜂を散らすためのアーツを放つ。

「──《弓技・疾風はやて一いち陣じん》！」

　範はん囲いの広い風圧を伴ともなう弓系アーツで蜂の群れの中心を狙い撃つと、風圧に押しのけられるように蜂たちがよろめき、崖の下に落ちていく。

　中心部に隠れていたクイーンは、一いつ瞬しゆんだけ姿を現すが、再び蜂たちが集まり姿を隠してしまう。

　クイーンも俺のアーツを受けてダメージを受けたようだが、流石さすがボスのレアＭＯＢは、よろけることなく耐たえた。

「ユン、もう一度放て！」

「いくぞ！　──《弓技・疾風はやて一いち陣じん》！」

　再び放った風圧を伴う矢は、蜂の取り巻きを退しりぞける。

　そのタイミングを見計らって投げられたイワンの鉤かぎ爪づめ付きロープが、クイーンの胴どう体たいを捕とらえる。

　子どもほどの大きさの蜂との空中綱つな引ひきに、イワンが踏ふん張ばりを見せる。

　クイーンも地面に落とされまいと必死に羽根を高速で動かして抵抗する。

　エンジンの回転数が上がるように唸うなるような羽音が上がり、対するイワンも歯を食いしばり、ロープを両手で引く。

「イワンのおっさんは、もう少し耐えろよ！　ユンは、そのまま蜂の数を削ってくれ！」

「早くしろよ！　このままだと持たんぞ！」

　イワンは腰こしを落としてクイーンとの綱引きに必死で耐えるが、その足元には引き摺ずられた跡あとができ始めている。

　俺は、次々と《弓技・疾風はやて一いち陣じん》を放ち、蜂の数を削っていく。そして、蜂の俺に対するヘイト値が溜たまり、攻こう撃げき対象を俺へと切り替かえる。

　タクは、俺の前に立って二本の長ちよう剣けんで襲い来る蜂を次々に斬り伏ふせる。

　そして、蜂の数が減り、【空の目】がクイーンを捉とらえる。

「いけぇ！　《呪加カースド》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　クイーンに対して、物理攻撃と物理防ぼう御ぎよ、速度の三種類のカースドを矢や継つぎ早ばやに施し、弱体化させる。

　物理攻撃のカースドは、抵抗レジストされて決まらなかったが、物理防御と速度が下がり、それに合わせて、煩うるさい羽音が弱まる。

　それを契けい機きにクイーンとの綱引きの天てん秤びんがイワンの方に傾かたむき、イワンはこの機を逃のがすかと筋肉がはちきれそうなほどに全力を出す。

「──どっっせぇぇっい！」

　体に巻きつけるようにしたロープをそこから肩かたに背負うようにして思いっ切り、引っ張る。

　背負い投げのような体勢で引かれるロープに引きずられたクイーン・バンカービーが俺たちの前に落ちてくる。

「この時を待っていた！」

　目の前に墜つい落らくした蜂は、絡からまるロープから逃のがれようと六本の脚を振ふり回し、毒針を乱射している。

　そんな毒針を避けて突き進むタクを見ていたが、タクの避けた毒針が危あやうく俺に当たりそうになり、【空の目】によって体感時間の引き延ばされた一瞬でなんとか避ける。

「──《フィフス・ブレイカー》！」

　タクから一瞬にして繰くり出される五連続の斬撃は、カースドによって下げられたクイーンの外がい殻かくを傷つけ、大きなダメージを与あたえていく。

　一撃受けるごとにクイーンのＨＰが大きく削られ、四撃目でゼロになる。が、アーツの一連の動作は、途と中ちゆうで止めることができず、五撃目の斬撃を叩たたき込むオーバーキルっぷりを見せつける。

　クイーンは、金属を引っ搔かいたような断だん末まつ魔まの叫さけびを上げて倒たおれ、その声を聞いた取り巻きの蜂の群れは、一気に散って去って行った。

　確かに脅きよう威いと言えるクイーンの存在だが、タクによる過か剰じよう攻撃で倒れた今では、いっそ同情の念が浮うかぶ。

「ふぅ、流石に中年のおっさんが体を張るのは堪こたえる」

「イワンのおっさんは大だい丈じよう夫ぶか？」

　座り込んでしまうイワンに俺は声を掛かけるが、イワンは横目でちらりとこちらを見ただけで視線を崖下の方へと向ける。

「心配ない。この光景を見れば、多少の疲つかれは吹ふき飛ぶというものだ」

　その視線の先には、朝日に照らされた森が見える。

　朝あさ露つゆが太陽の光を反射してキラキラと輝く森を見下ろし、その先に広がる草原の更さらに向こうの小さな町の城じよう壁へきを眺ながめる。

　夜通し絶壁を登のぼり詰め、敵と戦い、目ぼしいアイテムも手に入れた。

　タクも俺の隣となりに来て、程よい疲れからくる脱だつ力りよく感と思考停止の状態で、ただ目の前の景色と太陽の暖かさに目を細める。

「こういう楽しみがあるから山登りは止やめられないんだよな」

　イワンの呟つぶやきに、俺とタクは無言で頷うなずく。少しだけ俺たちも山の楽しさが分かった気がしたから。

　俺は、その光景をスクリーンショットに保存し終えると同時に、立ち上がり、洞窟の方へと向き直る。

　またここまで登って来るのは面めん倒どうだから、一回でこの洞窟を制せい覇はするなり、転移オブジェクトのポータルでも見つけないと……と思っていたが、よくよく目を凝こらしてみると気になる点がある。

「なぁ、イワンのおっさん。ここ、洞窟じゃなくてトンネルになってるんじゃないのか？」

「なに？　ホントか、ユン！」

「ホントだな。俺が今までここに来たのは夜だったから気が付かなかったのかもな」

　俺は、イワンに声を掛けたのだが、タクの方が強い反応を示す。続けて振り返ったイワンの目も暗い洞窟の奥に光を感じたようだ。

「ユン、行ってみるぞ！　イワンのおっさんも早く来いよ！」

「全く、待てよ。そんなに慌あわてるな」

「やれやれ、若いもんは元気だな」

　俺は、暗いトンネルの中へと突とつ撃げきしていくタクの背中を追いながら溜ため息いきを吐つく。

　トンネルの出口は、すぐに見え、タクの進む足が自然と早まる。

　タクを追って出た先には、台地が広がっていた。緑に覆われた土地と動物型ＭＯＢ。そして爽さわやかな朝の空気は、まるで高原のようだ。

【空の目】で遠くにいる動物型ＭＯＢの種類を確認すれば、牛や羊、鶏にわとりといった種類が見て取れる。

「高原の牧場っぽい」

　まさに、そのような感想が飛び出してくる場所だ。

「なるほど、高原エリアか。また新しいエリアを見つけてワクワクするぞ」

　楽しそうに高原一帯を眺めているタクとは別に、俺が辺りを見回していたところ、トンネル脇わきに転移用のポータルを見つけ、これで度々あの崖がけを登らなくて済むと安あん堵どする。

「坊ぼう主ずと嬢じようちゃん、元気だな。おっ、ポータルがあるじゃないか」

　あとから追いついたイワンもポータルを発見し、俺たちは高原エリアへのポータルを登録した。

「二人はこれからどうする？　俺は、このまま高原エリアに行ってみるけど」

　タクの提案に、俺は首を横に振って拒きよ否ひする。

「いい感じで疲れたからこのままログアウトして寝ねるよ」

「じゃあ、イワンは？」

「残念だが、興味はないから同じく寝る」

　楽しそうに笑っているが、イワンも流石に徹てつ夜やのテンションは維い持じできないのか、少し眠ねむそうではある。

　ログアウトする前に俺は二人と相談しなきゃいけないことがある。

「最後に、採さい掘くつした鉱石は等配分でいいかな？」

　タクとイワンが一晩付き合ってくれて、守ってくれたお蔭かげで集められた鉱石だ。これの配分を主張するのはタクとイワンの正当な権利である。

「俺は、それでいいよ」

「イワンはどうする？」

「面倒だから、嬢ちゃんが買い取ってくれんか？　俺は相場とか得意じゃないから信しん頼らいできる嬢ちゃんに頼たのみたいんだがな」

「いや、会ってそれほど経たってない俺がどうして信頼できる、って言えるんだよ。全く」

　そう言う俺に対してイワンは、そんなことを言う時点で騙だます気がないだろ、と指し摘てきで返してくる。タクも、その通りと笑っていて、俺は反論できずに二人を軽く睨にらむ。

「確かに、買い取ることはできるけど、値段の付けられない鉱石も採掘できたから計算するのに時間が必要なんだよ。それに一緒に俺の店に来て貰う必要もあるし」

「なら、値段が決まるまで預けておく。それに態わざ々わざそれを伝えるってことはやっぱり騙す気がない。嬢ちゃんは、真ま面じ目めで素直だな！」

「それは、俺への信頼と取るべきか、イワンがズボラと取るべきか。全く……」

　そうなると、後日【アトリエール】に来て貰う必要があるが、まぁ引き受けよう。イワンの配当である鉱石の種類と個数をメモして、相談に一いつ旦たんの決着が着く。

「今日は楽しかったぞ。イワンのおっさん、また機会があればパーティー組もうぜ」

「なら、今度はもっと多くの【登山】センス希望者も連れて来てくれ。嬢ちゃんも今度、店に寄らせてもらうな！」

「ああ、気長に待ってるよ」

　タクとイワンが軽く拳こぶしを合わせて挨あい拶さつして、俺とタクでログアウトするイワンを見送る。

　そして、今度は俺がタクに見送られながらログアウトして、現実世界のベッドで目覚め、ＶＲギアを外して再びベッドの住人になった。







　　　三章　魔ま法ほう炉ろとブルライト







【アトリエール】の工こう房ぼう内部では、硬こう質しつな金属を叩たたく音が響ひびく。

　型に流し込んだ金属を型から取り出して熱い内にハンマーで叩き、整形する。

　鉱石から精製される金属塊かいは、上質な鉄インゴットや通常の鉄インゴットが多い。今、その脇には山のように積まれた別の鉱石が存在する。

「ふぅ、一ひと先まず、鉄系の鉱石は、インゴットにすることができたけど。どうするかな、これ」

　工房部に設置された携けい帯たい炉から漏もれる熱に顔が火ほ照てり、汗あせを拭ぬぐうように額を手の甲こうで撫なでる。

　積まれた鉄インゴットの隣となりには、銀鉱石を始め、黒鉄鉱石、そして、全く扱ったことのないブルライト鉱石がある。

「ブルライト鉱石は、鉄と同等ランクの素材かも。と思って炉に入れたけど、全然溶とけないんだもんな」

　一度、実験でブルライト鉱石を携帯炉に投入してみたが、炉の火力が足りないのか溶けることなく炉の中に残り続けた後、生産失敗で鉱石が消しよう滅めつした。

　これは、炉の性能が足りずに起こる現象だと予想できるが、他にも失敗の原因がありそうだと思い、すぐに炉の火を消した。

　俺は、携帯炉では既すでに生産設備の機能として不十分だと感じ、新たな設備の更こう新しんをすることにした。

　とは言っても炉の更新方法を知らない俺は、素直に先せん輩ぱい生産職プレイヤーに頼たよることにした。

「──と、いうわけなんで炉を売っている場所を教えて下さい」

「ユンくん。まだ携帯炉のままだったなんて、お姉さんはちょっと呆あきれちゃうわ」

　マギさんのお店【オープン・セサミ】を訪たずねて素直に頭を下げて頼み込めば、カウンターに肘ひじを突いて呆れたように呟つぶやかれる。

「いや、俺が【細工】系センスを扱あつかっている理由って、宝石の研けん磨まがメインで他はオマケだから」

「それにしたって、お金があるんだからちゃんとした設備買えばいいのに」

　苦笑いを浮うかべていたマギさんは、軽く状じよう況きようを聞いてくる。

「ユンくんは、どのくらいの火力が必要なの？　鉄から鋼はがねに変化させたり、銀のインゴット化や加工の炉ならすぐに購こう入にゆうできるけど、それ以上だと手間だよ」

「今、加工できない鉱石は、銀鉱石と黒鉄鉱石です。あと、全く扱ったことのないブルライト鉱石ってアイテムです」

　マギさんの目の前にそれぞれの鉱石のサンプルを取り出していく。

　今回、マギさんの所を訪れた理由は、上位の炉の購入の相談もあるが、もう一つは俺の扱えない鉱石であるブルライト鉱石についてだ。

「これは……ちょっと見せて」

　マギさんの目が細められて、真しん剣けんな顔つきに変わる。手に取った鉱石を持ち上げ、様々な角度から観察する。

　蒼あおみ掛がかった金属が見られる鉱石を十分に観察したマギさんは、こちらに顔を向けてくる。

「ユンくん。これをどこで手に入れたのかな？」

「北エリアの山沿ぞいにある採さい掘くつポイントから採掘しました。マギさんは、この鉱石のことを知ってました？」

「ええ、たまに一個か二個持ち込まれるわ。確かに北エリアで採掘されるとは聞いていたけど……」

　言い淀よどむマギさんにどうしたのか？　と首を傾かしげると、マギさんは重い口を開く。

「どこで採れたのか、具体的に聞いちゃっていいのかな？」

「ああ、別に隠かくしエリアとかじゃないですよ。ただあの山沿いの崖がけを登って採掘しただけですから」

「が、崖を登って……」

【登山】センスを取得したついでに崖や崖を登った先にある採掘ポイントを掘ほり返したら集まっただけだ。山沿いの崖下の方にはブルライト鉱石はあまり多くないが、崖の上に近づくほど、採掘される個数が増えたのを記き憶おくしている。

「はぁ、ユンくんってアグレッシブだよね」

「いや、ただの成り行きでそうなっただけですから」

　俺は、積極的に動いたつもりはないために一応は否定するが、それでも鉱石採掘の手段が一つ増えた、という程度にはポジティブに考えていたので、あながち間ま違ちがいじゃないかもしれない。

「お、俺のことはいいですから。マギさんがブルライト鉱石を知っているなら話は早いですね。実は、買い取り価格を決めてなくて……」

　俺がそう言うと、あー、という微び妙みような表情を作るマギさん。何な故ぜ、既に買い取っているマギさんがそういう表情をするの？

「実はね。私もブルライト鉱石の値段って決められてないのよ」

「え、マギさんが？」

「確かに、持ち込まれたブルライト鉱石を買い取ったりしているけど、インゴット精製にはまだ成功はしてないのよ。だから、その時の買い取り価格は、黒鉄鉱石の三倍」

　最初に持ち込まれた時は、炉の性能が足りず、次は技術が足りず、レベルが足りず、火力が足りず……で、今またインゴットを作れるだけの鉱石が集まるのを待っている状況だという。

　そこで、俺の中に浮かんだ一つの疑問をマギさんに投げかける。

「その、マギさんもメイキングボックスを持ってますよね。その複製機能を使えば数が揃そろえられるんじゃないですか？」

　メイキングボックスとは、夏のキャンプイベントの報ほう酬しゆうの一つであり、生産職向けの機能として、一日一回の、指定した種類の素材のランダム納品と設定したアイテムの複製という二つの機能を持つアイテムだ。

　俺も同じ報酬を選せん択たくしたために覚えているが、マギさんも鉱石のランダム納品かアイテム複製で入手できると思うのだが……

「あー、それね。ランダム納品で手に入れた別のレア鉱石を優先して複製とかしているからブルライト鉱石までまわせなくてね」

　あはははっ、と乾かわいた笑いを浮かべるマギさん。俺としては、仕方がない、といった感じだ。

「それなら俺の分の手持ちのブルライト鉱石を全部預けますね」

「えっ!?　だって、それじゃあユンくんが損だよ」

「俺は、また自分で採ってくればいいですから。それに、今持ってても使えませんし」

　鉄までしかインゴットにできない炉しか持っていない俺には、宝の持ち腐ぐされです。だから、マギさんに譲ゆずってでもブルライト鉱石の価値を確かめて貰もらいたい。

「ううっ、やっぱり納得いかないわ」

「俺としては、ブルライト鉱石の適正価格を早く知りたいだけですから気にしないでください」

「……わかった」

　俺の言葉にまだ納得できていない様子のマギさんだが、目を瞑つぶり小さく呟つぶやく。

「この状況に甘んじるのは、トップの生産職としての名折れよ！　よってユンくんに交こう換かん条件を提示するわ！」

「交換条件？」

「そうよ。ユンくんは私にブルライト鉱石を提供する。私は、それを使ってブルライト鉱石製の装備を作って、それをユンくんに渡わたす。もちろん、タダよ」

　これならどう？　と首を傾げてくるマギさんに、俺も異論はなく受け入れる。

「分かりました。それでお願いします。それじゃあ、ブルライト鉱石を渡しますね」

　そう言って、俺は、マギさんに手持ちのブルライト鉱石47個を預ける。インゴット換かん算さんで約９個分だ。上う手まくできれば、インゴット１つくらいはできるだろう。

「さて、契けい約やく成立だね。けど、その前にユンくんのための炉を買いに行かないと」

「ああ、そう言えば……」

　ブルライト鉱石の買い取り価格問題の方が気がかりですっかり忘れてた。

「早さつ速そく、買いに行くけど、お姉さんとしてはおススメの選せん択たく肢しは二つかな」

【オープン・セサミ】を出て炉を購入できるＮＰＣの居場所まで歩きながら説明するマギさんは、指を二本立てて説明する。

「まずは、金や銀、黒鉄までの鉱石を安定して加工できる高こう炉ろね。普ふ通つうは、段階ごとにグレードを上げて購入するんだけど、ユンくんはお金があるからいきなりこれを買えると思うわ」
















　上位の高炉は、中規模で設置型の生産設備であるために携帯炉のように持ち運びはできないが、その分の性能は約束されている。

「アクセサリーを作る分には、それで十分そう」

「そうね。もう一つは、魔ま法ほう金属とかも加工できる炉ね。魔法炉って呼ばれているわ」

　こちらも高炉と同じく設置型の生産設備であるが、高炉とは違った特色を持つ。

「魔法炉は、プレイヤーのＭＰを消費して火力を一時的に高められるわ。その分、途と中ちゆうで火力維い持じのＭＰが切れたら途と端たんに火力が下がって生産失敗になるけどね」

　安定した性能の高炉か、高性能だが扱い辛づらい魔法炉か。

　マギさんの提示した二つの炉の中で俺が選んだものは──

「大は小を兼かねるって言いますから──魔法炉ですかね」

「やっぱりね。なら、クエスト頑がん張ばらないとね」

「えっ、それって……」

　どういうことですか？　と聞こうとしたが、前を歩くマギさんは町外れのある建物に入っていく。

　慌あわてて俺も後に続けば、建物の中は蒸むすような熱気と空気の薄うすい息苦しさを感じる。

「ユンくん。ここが煉れん瓦が職人のＮＰＣのお店で高炉や魔法炉を売ってくれるわ」

「いらっしゃい。煉瓦をお求めで？」

　出て来たのは泥どろに汚よごれた前まえ掛かけをした厳いかつい男性ＮＰＣだ。四角い顔立ちの男を見上げると、手に持っていた粘ねん土どを混ぜるスコップを一度おいてこちらに向き直る。

「えっと……魔法金属を加工できるっていう魔法炉が欲しくて」

「悪いな。魔法炉の煉瓦は特別製で今はその材料がないんだ」

　厳つい男の眉まゆ尻じりが下がり、申し訳なさそうな表情を作る。俺は、どうしたらいいか、マギさんに助けを求める視線を送るが、笑顔で頷うなずかれた。

　これは、このままでいいということなのだろうか。

「だが、材料を直接持ち込んでくれるなら作ることは可能だ。材料の採れる場所は教えるよ」

「あっ、そういうことね。なら受けます」





──【クエスト：魔ま力りよく質な粘土玉を求めて】を受注しました

クエストアイテム【魔力質な粘土玉】を30個集めろ






　俺は、メニューの受注クエストの一覧のなかの地図を確かめる。第一の町周辺に採取場所がいくつかあるらしい。

「一つの場所で３～４個の粘土玉が集まる。必要数が集まったら持って来てくれ」

　そう言って、煉瓦職人のＮＰＣは俺たちへと背を向けて、火の入った煉瓦焼き窯がまの前で粘土を練り始めている。

「マギさん、案内ありがとうございます」

「それじゃあ、私の案内はここまで。ブルライト鉱石の方はやってみるからユンくんも頑張って」

　マギさんが、片手を振ふりながら【オープン・セサミ】への道を戻もどっていくのを見送り、俺もやる気を出す。

「って言っても第一の町の周辺は、結構歩き慣れているから心配はないんだけどな」

　ピクニックや散歩と同じで普ふ段だんと変わらないのんびりした採取になりそうだ。

　俺は、そのために散歩のお伴ともを呼び出す。

「さぁ、行くぞ！　リゥイ、ザクロ──《召しよう喚かん》！」

　俺のパートナーの幼よう獣じゆうである一いつ角かく獣じゆうのリゥイと二尾びの黒こく狐このザクロを召喚する。

「さぁ、いつも通りに採取しながら、散歩するか！」

　召喚されたリゥイとザクロの首筋を一撫なでしてから、二匹ひきを連れて町の外へと歩き始める。




　　　　●




　クエストアイテムである【魔力質な粘土玉】の採取ポイントを回るついでに各種のアイテムを集めていく。

　弓矢に必要な枝や宝石の原石、薬草など。少し寄り道をして、奥まった場所の採取ポイントから少しレアな薬草も集めつつ、順調に粘土玉を集めていく。

「ふぅ、三分の二の粘土玉が集まったな。けど、ちょっと疲つかれた。休きゆう憩けいするぞ」

　粘土玉の採取できる場所は、簡単に見つかるが、地中の粘土を掘り返すのに、かなり骨が折れた。

　周囲と全く同じ色合いの地面を三十センチほど掘り返して現れる粘土層から粘土を掘り出しては、自分の手でバスケットボールの大きさに纏まとめて粘土玉一個だ。

　それを二個、三個と作ってインベントリの中に入れる作業は、かなり疲れる。

　それを東エリアから南側へと移動しながら集め、西側のセーフティーエリアに入ったところで、木こ陰かげに座り休むことにした。

「はぁ、リゥイは相変わらず膝ひざの上に頭を乗せてくるな。それとザクロはなんでそんな狭せまい場所に入り込もうとする？」

　膝ひざ枕まくらを要求するリゥイと俺の脇わきに入り込もうとするザクロを撫でながら、インベントリ内に入れた食材アイテムから今の気分にあった食べ物を探していく。

「今日の気分は……ああ、【サムヤマブドウ】があったな」

　タクが北側の山沿いエリアの森の中で見つけたブドウを取り出す。

　一ひと粒つぶ口に含ふくめば、甘い果か汁じゆうが口の中に広がる。

　ザクロも後ろ脚だけで立ち上がり、ブドウを欲しがるので、何粒か房ふさから取って渡せば、皮ごと食べ始める。

「普通ブドウって皮ごと食べると渋しぶいけど、これは皮と一いつ緒しよに食べられるから剝むく手間が省けて楽だよな」

　もう一粒、と口の中に放り込んで味わう。

　一いつ瞬しゆん、ザクロの方に気を逸そらしていたために、膝の重みが軽くなったのを感じてリゥイの方へと目を向けると、ブドウを房ごと食していた。

「わーお、なにその贅ぜい沢たくな食べ方って!?　房ごと食べて大だい丈じよう夫ぶなのかよ！」

　俺は、ツッコミを入れるが、リゥイは口をもごもごさせてから軸じくだけ吐はき出した。

　綺き麗れいに実だけを食べられた。

「あーあー、俺まだそんなに食べてないのに」

　もっと食べたかったな。と気落ちするが、更さらに俺の脇にいる小さな狐は、一気に食べられたことで固まっている。

「……ザクロ。残りのブドウ食べていいよ」

　残っているブドウを房から取ってザクロに与あたえて、俺はそっと溜ため息いきを吐き出す。

　ブドウなんて珍めずらしくないだろうに何な故ぜリゥイが一気に食べたのか、を考えると、最近は果物くだものを食べていなかったかも、との答えに行きつく。

「仕方がない。クエストアイテムが集まったら北側のエリアに行って、【サムヤマブドウ】を探すとするか」

　もう一頑がん張ばり、と軽く両りよう頰ほおを叩たたいて気合いを入れ直して、粘土玉採取を再開する。

　西側のエリアで、蝙こう蝠もりの生息する浅い洞どう窟くつや池の傍そばの地面を掘ほり返して粘土玉を集め終えて、北側のエリアへ【サムヤマブドウ】を探しにいく。

「リゥイは、いつも通り幻げん術じゆつで姿を隠かくして、ザクロを守ってくれよ。戦せん闘とうは極力避さけるから」

　北の森の手前でリゥイとザクロに指示を出して、森の中を慎しん重ちように歩いていく。

　防具の【認識阻そ害がい】の追加効果を利用して、敵ＭＯＢに見つからないように進む。

「崖がけの方は鉱石ばっかりだけど、森の中は、宝石の原石が多いな。薬草系は少ないけど、食材系アイテムは多いかも」

【サムヤマブドウ】のような食材アイテムの他に、リンゴっぽい果物の【山さん岳がくリンゴ】、梅っぽい青い果実の【シユの実】、杏あんずっぽい甘い香かおりの果実の【トゥーの実】などを見つけた。

【サムヤマブドウ】は、低い位置にあるために採りやすいが、他の三つの果実は、高い木に生なっているので、採るのは難しそうだったのだが……

「弓矢で狙ねらって落とすか？　でもそれだと果物に傷が付きそうだから嫌いやだなぁ」

　手の届く範はん囲いだけで留めておくか、と考えたが、【登山】センスがあることを思い出して装備し、モーションアシストを得て木に登って果物を採っていく。

「最近手に入れたばかりのセンスで忘れてた。さぁ、次を探しに行こう！」

　四種類の果物は、それぞれ身体系の状態異常バツドステータスに耐たい性せいを与える食材であり、【シユの実】が毒と魅み了りよう耐性、【トゥーの実】が麻ま痺ひと気絶耐性、【サムヤマブドウ】が混乱と怒いかり耐性。【山岳リンゴ】が眠ねむりと呪のろい耐性に対応する。

　これらを【アトリエール】の畑で育てられれば、と思い果物の種を探すが、種は入ってなかった。代わりに、探索の途中で【シユの苗なえ木ぎ】という小さい木を見つけて、スコップで掘り返してインベントリに入れることに成功した。

　他の三種類の苗木を見つけるために歩き回ったが、【シユの苗木】一本しか見つけられなかったので、ここにたまに通って探そうと決意する。

「ふぅ、これくらいで十分かな？」

　果物を見つける度たびにリゥイとザクロから味見を要求されるために、探索というよりも果物狩がりの様相になっていた俺とリゥイとザクロ。

　粘土玉探しに加え果物狩りまで、結構なフィールドワークをしてしまったために、そろそろ帰るか、と決めたところに、目の前にふっと鮮あざやかな赤い色が映る。

　北側の森の中で赤と言えば、【山岳リンゴ】の色なので、このリンゴを採ったらクエスト報告に戻ろうと決めた。

　赤い色の方向へと足を進めると、小さく開けた場所に出る。

　そこには、赤い花をつけた木が立ち並んでいる。花弁が半開きの状態でお椀わんのような花をつけている。すると、花が丸ごとぽとり、と木から離はなれて落ちる。

　足元には、沢山の赤い花が形を保って広がっている。

「ここは、セーフティーエリアなんだな。それに『花が丸ごと落ちる』ってどこかで聞いた様な……」

　ザクロは、花の中を悠ゆう然ぜんと歩き、リゥイは花を踏ふまないように恐おそる恐る跳はねるようにして歩いていく。

　俺は、一本一本の木を確かめつつ歩きながら記き憶おくを手た繰ぐり寄よせる。

「最近、見た様な気がするんだよなぁ。どこだったかな」

　リアルじゃない。ゲームのはずなんだけど、どこで見たのだろうか。と頭を悩なやませていると、実際に見たわけじゃなくて読んだことを思い出す。

「そうだ。この本にあった素材の抽ちゆう出しゆつの図に似てるんだ」

　俺は、インベントリから一冊の本を取り出して該がい当とうページを開く。

「これって【二に乃の椿つばき】かな？　だとすると、種を絞しぼれば、油が採れるはず」

　椿の実をつけているが、種らしいものは見当たらずに、時折割れた種を見つけることができた。しかし数が少ない。

「そんなに簡単に大量の種が採取できるわけないか」

　そう言って、花をつけた椿の木々の間を歩いていると、何か硬かたい感かん触しよくのものを踏ん付けた。

　なんだ、と足元を確かめると、ゴルフボールくらいの大きさの硬い種がある。

　椿の花に隠れて同じような【二乃椿】の種がそこかしこに落ちている。

「灯台下もと暗し、とはよく言ったもんだ」

　俺は、拾い上げた椿の種を掲かかげてから、近くに落ちている種も拾い集め始める。それを不思議そうに見上げていたザクロは、俺の真ま似ねをして椿の種を咥くわえて持ってくるが、用よう途とが分からないのか、首を傾かしげてガシガシと嚙かんでいる。

「ありがとうな、ザクロ。これを沢たく山さん集めれば、油が採れるんだよな」

　本を開いて、種からの油の絞り出しの図とその用途を確かめる。

　【二乃椿の油】は、調合にも料理にも使え、更に種の絞りカスは、畑の肥料にもなる。

「それと【二乃椿の油】は、軟なん膏こうのベース素材になるぞ」

　外傷用の軟膏やクリームを作るレシピによると、油と水、そして、安定剤ざいの三種類を基本としてベースクリームを作ることができる。

　その中で、油は、【二乃椿の油】、水は【生命の水】があるが、残る安定剤がない。

　本には、特定の植物から絞り出した木もく蠟ろうなどを使用と書かれているが、生憎あいにく思い当たる素材はない。

「……木蠟ってことは、蠟だよな。確か、蜂はちの巣すも蠟ろう燭そくの材料だったよな」

　椿の種を集めながら考えていたら、何い時つの間にか沢山の種が足元に集まっていた。

　ザクロは、嬉うれしそうに二本の尻尾しつぽをぶんぶんと振ふっているので、頭を一撫でしてお礼を言いつつ、種を回収する。

「何時までもここで考え事していても仕方がないから一度戻もどろうか。リゥイ、ザクロ、帰るぞ」

　俺の声に反応して駆かけ寄って来る二匹を撫でて、今度は寄り道せずに真っ直ぐに第一の町へと戻っていく。

　そして、郊こう外がいに建つ煉れん瓦が職人のＮＰＣの店に立ち寄り、クエスト報告をする。

「クエストの粘ねん土ど玉を集め終わりました！」

「そうか。これで魔ま法ほう炉ろを作ることができる。炉の製作費と設置費用合わせて１２０万Ｇだが、作業はいつから始める？」

「えっと、手持ちのお金は今ないから、【アトリエール】に来て貰もらって、工こう房ぼう部の設置場所を確認してからお願いしようかな」

「分かった。では行こう」

　粘土玉を全て渡わたして、魔法炉が購こう入にゆうできるようになった段階で、俺は煉瓦職人のＮＰＣを連れて一度【アトリエール】に戻る。

　店番をしていたＮＰＣのキョウコさんと挨あい拶さつを交わして、店の奥へと煉瓦職人を案内し、いくつかの要望を伝えながら炉の購入費用を渡す。

「それじゃあ、炉の設置場所付近は、魔法の結界を張って、熱気が部屋全体に広がらないようにする、と」

「他にも調合とかの素材があるからね。それに休きゆう憩けいするのに暑い部屋の中にいるのは嫌だし」

「わかった。とりあえず、それで作業を始めよう」

　ただ、魔法炉の設置のために戻ろうとする職人は、帰り際に一つ爆ばく弾だんを落としていく。

「炉の設置に三日掛かかる。その間そこへの入室はできないからな」

「へっ？　いや、聞いてないし、困るんだけど」

　俺が答えるより前に【アトリエール】から出て行ってしまう煉瓦職人のＮＰＣ。まさか、もう工事は始まっているのか、と思い工房部の扉とびらに手を掛けると【入室禁止】のメッセージが発生する。

「……キョウコさん。三日分の在庫ってありそう？」

　俺は、店番をしているキョウコさんに尋たずねると、笑顔で大丈夫という答えを貰い少しだけ安心する。

「でも困ったなぁ。ベースクリームの調合ができないとなると……」

　いや、でもやろうと思えば、久しく使っていなかった初心者用の生産キットで調合することができる。

「……はぁ、全く。まぁレシピの確認だけして性能の向上は後でやりますか」

　今は、ベースクリームの調合の方を進めるために、本を取り出して、【二乃椿】の種から油を絞る方法を確認しながら実行するのだった。
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「うーん。一応、安定剤はできたけど、なんか青あお臭くさいというか」

　すんすん、と目の前に置かれた緑色の固形物に鼻を近づけて匂においを嗅かぐが、爽さわやかとは程遠い植物の香りに顔を顰しかめる。

　あれから二日。魔法炉の設置が完かん了りようするまで、俺は【アトリエール】の軒のき先さきで【二乃椿の種】を天日干しして軽く乾かん燥そうさせている間に、畑に面したウッドデッキで手持ちの素材での安定剤作りに励はげんでいた。

　安定剤として使える素材には、【除じよ虫ちゆう香こう】の素材である【苔こけ香こう木ぼくの樹皮】を選び、そこから安定剤を抽出する作業をしていた。

　大量の【苔香木の樹皮】を大おお鍋なべ一いつ杯ぱいの湯で三十分以上煮にる。

【苔香木の樹皮】の色素が完全に抜ぬけるまで搔かき混ぜていくと、お湯全体が苔の緑色に染まり、表面に少しずつ油のような物が浮うき始めた。それを長く煮詰めるほどに油の層が厚くなり、苔と樹皮の残りかすが鍋の中を泳ぎ回っている。

　そして、鍋を火の上から退どけて、後はゆっくりと冷めるのを待つ。

　水と油と安定剤の固まる温度差を利用して、表面に浮き出る緑色の固形物──【苔の木蠟】が固まるを待つ。

　最終的に、緑色の塊かたまりを取り出し、水と油と苔と樹皮の残りかすを捨てると、ある程度の量の【苔の木蠟】が確保できたが、青臭い匂いは消えない。

「リーリーに木蠟に適した素材でも聞いておくべきだったかな」

　木工師のリーリーなら杖つえや弓の表面を磨みがくワックスやニスとしての安定剤の存在を知っていると思うのだが、どうしようか、と首を傾げる。

「あたい、参上！　って何やってるんだ？」

　俺が、できた苔の木蠟の手て触ざわりを確かめているとイタズラ妖よう精せいが遊びに来た。

「いらっしゃい。奥に、お菓か子し用意してあるぞ」

「やったぁ！　それじゃあ、これと交こう換かんな」

　度たび々たび訪れるイタズラ妖精は、小さい壺つぼ一杯の蜂はち蜜みつをテーブルに置くと、お菓子を取りにお店の方へと文字通り飛んでいく。

「全く、元気な奴やつだな」

「やっほー！　今日は、飴あめだ！」

　リンゴ味、ブドウ味の飴は、先日採取した果物くだものの絞り汁じるに砂糖と水を混ぜて作ったものだ。【シユの実】と【トゥーの実】はまた今度使うことにしている。

　北エリアで手に入れた【シユの苗木】と【二乃椿】の種は、プランターに植うえ替かえて、大きくなるのを待っている状態だ。

　お世話になっている農夫のＮＰＣ曰いわく、【シユの苗木】と【二乃椿】の種は、畑に植え替えるには、あと二週間以上プランターでの経過観察が必要。そして、畑に植えてから一か月以上先に実をつけ始めるのでまだまだ先のことだと言われてしまったが、既すでに植え替える場所だけは準備してある。

「うん？　どうひしゃ？　あしゃいのかほになにかつひてるか？」

「いや、美う味まそうに食べてるよな。と思って」

　人間向けの大きさの飴玉を口に放り込んだイタズラ妖精は、瘤こぶ取り爺じいさんの瘤のように大きく右頰ほおを膨ふくらませて飴を溜ためている。

　上手く喋しやべれていないが、どうした？　あたいの顔に何か付いてるか？　と言いたいのだろう。その様子についつい笑みが漏もれてしまう。

　しばらく飴玉を溜めていたが、途と中ちゆうでガリガリと嚙み砕くだき始め、やっと落ち着くと、俺の目の前に飛んできた。

「なんか、変な塊だな。それになんかちょっと臭におうかも」

「木蠟のつもりなんだけどな。本当は、蜜みつ蠟ろうでもあればよかったんだけどな」

「なに言ってる。蜜蠟ならあるじゃん」

　そう言って、イタズラ妖精は、持ち込んだ蜂蜜を指差す。

「だって【妖精郷の花王蜜ハニークラウン】の壺は、軽くて丈じよう夫ぶな蜂の巣を加工して作ったものなんだから」

「マジで？」

「マジもマジ、大マジ。あたいたちが普ふ通つうの壺なんて重くて運べるわけないって」

　常識的に考えて分かるでしょ。ふっ、と鼻で笑われたのが少し苛いら立だったが、少しだけ新しい方法が見つかった気がした。

「それじゃあ、次は、ケーキでも用意してよね！」

「いや、勝手にリクエストされても……ってもういない」

　自由気ままに訪れる小さな隣りん人じんのイタズラ妖精から貰った大きなヒントを役立てよう。

　今までイタズラ妖精から貰った蜂蜜の入っていた小さな壺を取り出して、確かめる。

　確かに、軽くて丈夫な壺だ。どこか陶器の壺とは違ちがうしっとりとした質感があった。

「よし。安定剤作製の目め途どが立ったことだし、ベースクリームの準備をするか！」

　俺は、二つの小さい鍋を設置していく。

　鍋には、お湯を満たし、その中にそれぞれ蜜蠟の壺と苔の木蠟を入れたボウルを浮かべて湯ゆ煎せんしていく。

　蜜蠟の壺は大き過ぎるために中々溶とけず、一度ハンマーで砕いてから湯煎を続け、苔の木蠟は、真水を加えて不純物を取り除きながら徐じよ々じよに精製していく。

「蜂の巣なんて常にあるわけじゃないからな。今ある素材で作れるようにしとかないと」

　滅多に作れない高品質なアイテムよりもいつでも作ることができるアイテムの方が重要だ。

　そうこうしている内に、砕いた蜜蠟の壺は溶けて大きな塊となったために湯煎から外して冷やす。

　三回ほど不純物を取り除いた苔の木蠟も、色と青臭さが薄うすれて、薄緑色で爽やかな香りが漂ただよっている。

「もともと、蜜蠟の方は不純物が少ないからそれほど変化はないかな。苔の木蠟の方は、不純物をしっかり取り除けば、匂いは悪くない」

　むしろ、緑の爽やか系だから好みにも依よるのかもしれない。

「うーん。両方で作ってみるか」

　一度、湯煎を止めて、冷えて塊となった蜜蠟と木蠟をそれぞれ数本の瓶びんに砕いて保存する。

「あとは……っと、タクからフレンド通信？」

　次に、【二乃椿】の種から油を抽ちゆう出しゆつする準備として大きな鍋と大量の水、そして蒸し器を用意しているところでタクからフレンド通信が入る。

『ユン、調子はどうだ？』

「いつも学校で顔合わせてるだろ」

『ははっ、そうだな。今からお前の店に寄るけどいいか？　少し高原エリアの話がしたいからな』

「大だい丈じよう夫ぶ。今、【アトリエール】にいるから」

『よし、それじゃあ、すぐに向かうな！』

　突とつ然ぜんの連れん絡らくだったが、高原エリアの話と言われて納得する。近々あの場所を探たん索さくするのだろう、と思いながら、蒸し器の準備を終えてお湯が沸ふつ騰とうするのを待つ。

　しばらく待っていると【アトリエール】の店てん舗ぽ部からキョウコさんに案内されてウッドデッキの方へとタクたちがやって来る。

「いらっしゃい。今日は、ガンツやミニッツたちも一いつ緒しよなんだな」

「おう、少しお邪じや魔まするな。それにしても変なもの並べてるな」

　タクに続き、ガンツ、ミニッツ、マミさん、ケイ。それに、登山プレイヤーのイワンも一緒にいる。

「あれ？　なんか、不思議な組み合わせかも。イワンのおっさんだ」

「おう、嬢じようちゃんの店に来てみたかったからタクの坊ぼう主ずに案内を頼たのんだんだ」

「それじゃあ、自由に見てってくれ。俺はこの作業が終わったら話をするから」

　ニッと白い歯を見せて笑うイワンに、どうぞご自由に、と言って、俺はこちらの様子を興味深げに見ているタクたちの前で作業を続ける。

　蒸し器に蒸気が充じゆう満まんしたところで、天日干しした【二乃椿】の種を蒸し器に入れる。

「よっ、これで準備は終わり、っと。それじゃあ、高原エリアの話だったよな」

　話す代表はタクとイワンの二人で、他の面々は【アトリエール】の畑にある桃とう藤とう花かの樹きや薬草、ウッドデッキのテーブルに広げられた加工途中の道具を興味深げに眺ながめている。

「簡単に言えば、高原エリアの探索の誘さそいだな。ガンツやミニッツたちも高原エリアに興味があるらしいから、全員が【登山】センスを取得する前に俺とユンで先に見に行かないか？」

　それはいいけど……と呟つぶやきながら、ガンツたちの方へと目を向けると、こちらに振ふり返って興奮気味に言葉を口にする。

「新エリアだぞ！　俺も行きたいけど、【登山】センスないから一緒に行けないのが悔くやしい！　なんであの時ログインしてなかったんだ、俺！」

「ガンツは、一人で興奮し過ぎよ。だけど、やっぱり未知のエリアだからタクとユンちゃんの二人だけで送り出すのは不安があるわ」

　拳こぶしを握にぎって、羨うらやましい、悔しいと口にしながらも笑顔のガンツとその様子に呆あきれながらも、高原エリアに行く俺たちを心配するミニッツ。

「そうなると【登山】センスを教えるのはイワン一人？」

　隣となりで腕うでを組んでいるイワンは、楽しそうな笑みを浮かべて首を横に振る。

「俺の知り合いの【登山】センス持ちたちも集まって大規模なセンス習得教室になりそうでな。俺は、その準備に必要なアイテムの相談だ」

　なるほど、タクが高原エリアのお誘いで、イワンが実際にセンス習得を体験した俺とタクにプレイヤーとしてのアドバイスを求めに来たのか。

　まずは、タクへの返事は──

「高原エリアに行くのは構わないけど、あんまり深い探索はしたくないかな。軽い感じで頼むな」

「おう、任せろ」

　自信満々で言うタクだが、これは大丈夫かな？　と俺は首を傾かしげる。

　次にイワンに対しては、インベントリからノートを取り出して幾いくつかのアイテムや調合レシピを書き出す。

「食料、ポーションとかの消しよう耗もう品は必ひつ須す。あとは、あの場所はバンカービーが出るからこのレシピにある【除じよ虫ちゆう香こう】を焚たいておけば、昼間の時間帯でも蜂はちは寄ってこないと思う。それぞれの素材の入手場所も書いておいたから」

　俺の【登山】センスのレベリング中に必要だったり、使用したものを書き出す。

　俺以外にも知り合いの生産職がいるならその人たちに頼んで数を用意して貰もらえばいい。俺一人が特定センスを取得する習得教室のアイテムを作り続けるのは負担が大きいからな。少しでもその負担を減らすために、レシピを渡わたす。

「貰っていいのか？　生産職のレシピは、門外不出とか……」

「そんな話は聞いたことがないぞ。ああ、それと鉱石の値段は大体決まったけど、ブルライト鉱石はまだ決まってないから、他の鉱石より少し高めで買い取ろうか？」

　預かっていたブルライト鉱石は、マギさんに倣って黒鉄鉱石の三倍ほどの買い取り価格を提示した。その他の鉱石も合わせて、結構いい値段の買い取り価格のはずだ。

「十分過ぎるぞ。だが、これだけの金額があれば、嬢ちゃんが提示したアイテムを余よ裕ゆうで集められそうだ。素材の確保なら知り合いと手分けすればできる。すまない、恩に着る！」

　イワンの用件は終わったのか、俺と鉱石の売買を終えて、先にお店を去って行く。

　その後は、タクと高原エリアに行く日程などを話し合い、調整を終える。

「ねぇ、ユンちゃん。これなんだ？」

　俺とタクの話し合いが終わったところで、蒸し器で蒸されている【二乃椿】の種を指差すガンツ。ミニッツも興味深そうに見ている。

「それは、軟なん膏こうの素材かな？　蒸した後、椿の種を砕いて油を絞り出す予定」

　本来は、工こう房ぼう部の粉ふん砕さい機で種を丸ごと粉砕し、麻あさ布ぬのに入れて絞り出す予定だったが、魔ま法ほう炉ろの設置で工房部に立ち入れないために、細工用のハンマーで砕いてから絞るつもりだ。

「椿の種っていうと椿油ですか？」

「そうなるかな。絞って油を取り出せば、食材にも調合にも使える万能素材だな。あと薬にもなる。そういえば、化粧品も薬の分類になるのかな」

　マミさんが首を傾げながら尋たずねてくるので、肯こう定ていしながら、蒸された種を取り出し、粗あら熱ねつを取っていく。

　そうした中でミニッツは、目を輝かがやかせて椿の種を見詰めている。

「髪かみやお肌はだに使えるってこと!?」

「どうだろう？　でもハンドクリームみたいな物の素材だから害はないはず」

　俺は、粗熱を取りつつ、脇わきに置かれた本で椿油を使う軟膏レシピを確認する。

　基本は、軟膏やクリームだが、作り方を変えれば、リップクリームのような物も作れるようだ。

「いい、凄すごくいい！　絞るってことは、力が必要よね！　ユンちゃんの代わりにガンツが力を出しなさいよ！」

　スキンケアや美容などを連想するアイテムにミニッツのテンションが高まり、ガンツの背中をバシバシと叩たたいている。

　そのパワフルさに、タクとケイは既すでに【アトリエール】の店舗部へと逃にげていた。

「ああ、タク、ケイ！　俺を生いけ贄にえにして逃げるな！」

　既にいない二人へと声を上げ、自分も逃げようとするガンツの襟えり首くびを、ミニッツが笑顔で押さえつける。

「さぁ、男ならキビキビ働きなさい」

　満面の笑みで脅おどされて、格かく闘とう家かの拳を椿の種の圧あつ搾さくに使うガンツ。おかげで俺一人だと絞り切れない油をたっぷりと絞ることができました。ついでにガンツの手は、椿油に塗まみれていた。

「…………」

「えっと、ガンツはお疲つかれさま」

「……ち、ちくしょぉぉぉっ！」

　椿油がべったりのガンツがタクたちのいる店舗部の方へと駆かけていく。

「ねぇねぇ、ユンちゃん。ここからはどうするの？」

　ミニッツは、早く次の作業に進みたいのか俺を急せかしてくる。その隣では、マミさんも無言ながらワクワクしたような目を向けてくる。

「えっと、まずは、椿油と【生命の水】、安定剤を五対六対一の割合で乳化させるんだ」

　今回は、初めてということで蜜みつ蠟ろうを一欠片かけら湯ゆ煎せんで溶とかして、椿油と混ぜる。そこに【生命の水】を少量加えたら、水と油が混ざり合うまで延々と混ぜ続ける。この作業も工房部の全自動攪かく拌はん機を使えば早いが、今回は全部手作業で行い、少しずつ【生命の水】と油を混ぜ合わせてクリーム状にしていく。

「って、結構大変だけど、こうやってできたのが、ベースクリーム」

　まだこの状態だと何の効果もないアイテムだが、蜜蠟を使ったことで香りはいい。

「凄い。ちょっと手に取っていい？」

「わ、私も、私も」

「どうぞ」

　俺が出来立てのベースクリームを渡すと、二人は人差し指で一ひと掬すくい取り、自分の腕につけて塗り心ごこ地ちを確かめる。俺も自分の手の甲こうに擦すり込むように塗って鼻に近づけると、仄ほのかに蜂はち蜜みつの甘い香かおりがする。

　ステータス上では変化は存在しないが、少しだけ嬉うれしく感じる。

「どうかな？　使い心地とか匂においは」

「ちょっと甘い匂いね。リップクリームにするにはどうやるのかしら？」

「それは、加える安定剤ざいの量を増やせば固形に近いものになるよ」

「なら、その時、蜂蜜を混ぜたり、香りづけの花のエキスとかを入れてもいいんじゃない？」

　俺は、慌あわててミニッツのアドバイスを書き留める。

　ミニッツには好こう感かん触しよくだが、マミさんは甘い匂いに少し顔を顰しかめている。

「マミさんは、蜜蠟の匂いが駄だ目めならこっちの方はどうかな？」

　代わりになる素材として、精製した苔こけの木もく蠟ろうを差し出すと、マミさんは緑の爽さわやかな香りの方が好ましいみたいだ。

「私はこっちが好きかも」

「そっか。素材一つをとっても人によって好みが違ちがうんだな」

　俺は感心しながら、出来上がったサンプルのベースクリームを小分けにして小さい容器に移す。今は、ベースクリームの作製をメインとしているが、本来は、この後に更に素材を加えて効果を発揮させる。

　小分けにしたベースクリームは、その素材の組み合わせ検証用に保存しておく。

「それにしても椿油ねぇ。これって髪の毛に直接付けてもいいのよね」

「なら実際に試してみたらどうだ？　髪の毛がツヤツヤになるかもしれないぞ」

　俺が冗じよう談だん半分で呟けば、視界の端はしで楽しそうな笑みを浮うかべるミニッツがいる。

「そうね。なら、ユンちゃんで試そうかしら。マミは、ユンちゃんを押さえて！」

「は、はい！」

　ベースクリームを作っている俺の腰こしに抱だき付くようにしてくっつくマミさん。拘こう束そくとは程遠い押さえ方とその必死さに、逆に抵抗するのが躊躇ためらわれる。

「ユンちゃん、長い黒くろ髪かみをしているんだから。ちょっと試そう」

「な、なぁ、ミニッツ。落ち着かないか？　俺は、別にいいから。それに俺は男だから」

　言葉での抵抗を試みるが、ミニッツは椿油を薄うすく馴な染じませた掌てのひらをわきわきさせながら近づいてくる。

「観念しなさい！」

「ひやぅっ!?」

　俺の頭を後ろからガシッと捕つかまえてそのまま頭皮ごと揉もみ込むように髪に油を馴染ませる。

「どうかしら！　この椿油での髪の毛のケアは」

「うっ、ふぁぁ、ちょ、ちょっと、これは……」

　思わず声が漏もれてしまうくらいには、気持ちがいい。程よい力加減で頭皮ごと髪の毛を揉まれる心地よさに自然と体から力が抜ぬける。

　何い時つしかマミさんの拘束も解かれて、ぐったりとウッドデッキのテーブルに倒たおれ込む俺。

「ひ、酷ひどいぞ」

「う、うわぁ、天使の輪ができてる」

「ごくり、これは凄すさまじい効果ね」

　見つめる二人は、俺の今の姿を映すための鏡を取り出し、椿油の効果を俺自身が確かめる。

　黒髪ロングの毛は、艶を増して、光を強く反射して生まれる天使の輪が輝いていた。手触りはサラサラでするっと指先から滑すべり落ちる滑なめらかさだ。

　だが問題なのは、ミニッツの頭皮マッサージで顔が上気し、目元も潤うるんでいる俺の姿である。

　そのだらしのない顔を隠かくすために、俺は、その場にしゃがみ込む。

「こんなの俺じゃない！」

「すごいですよ。髪の毛が一段と綺麗になりました」

「そんな褒ほめ言葉いらない！」

　俺は、亀かめのように首を竦すくめて座り込んで少し落ち着くまで時間を置く。その間にも残った椿つばき油あぶらでミニッツとマミさんが互たがいの髪の毛に馴染ませているのか、楽しそうな声が届く。

　ミニッツのウェーブの掛かかった金きん髪ぱつは、サラサラヘアーに変わり、マミさんの帽ぼう子しに隠れた短い髪は滑らかになり過ぎて、髪の毛を纏まとめていたヘアバンドが滑って落ちてしまうという事態になった。

「ユンちゃんももっと楽しもうよ。ねぇ、次はリップクリーム作らない？」

「私は、爽やかな香りのハンドクリームがいいです」

「なんだ、随ずい分ぶん楽しそうだな」

「タク、助かった！　二人を止めて……」

　椿の種を圧搾する作業から逃げて店舗部にいたタクたちが戻もどって来たようだ。女の子二人のお洒落しやれに対する熱意に、また俺が実験台にされそうなので助けを求めるようにタクを振ふり返り、言葉が止まる。

「うん？　どうした、ユン。黙だまり込んで」

「な、ななな、なんだ、そのキラキラは！」

　何か変か？　と首筋を撫なでながら首を傾かしげているが、タクはさっき見た時よりも髪かみ質しつが良くなってキラキラしている。なんか、一段と雰ふん囲い気きだけはカッコ良くなってる。

　この短時間に何があった。

「ああ、ガンツが油でベトベトの手で触さわりまくって来たんだよ」

　鬱うつ陶とうしかった。と言ってる横では、自分で顔に椿油を塗りこんだのか、ガンツはツヤツヤの肌でドヤ顔をしている。ケイは、特に変化はないが、鎧よろいの可動部に差した油で動作が滑らかになったな。とか呟つぶやいている。

「うわっ、タクくんの爽やかさが増してる」

「ほへぇ、男性にも効果があったとは」

　女性キャラになっている俺が椿油を使っても女らしさが余計に強調されるだけなのに、タクが使うとこうも違いが出るのか。リアルだと同じ男なのにと涙なみだ目めになる。

「うるさい！　馬ば鹿かタク！　しばらく俺の前に顔を出すな」

「ユン、どうしたんだよ」

「知るか！」

　完全な八つ当たりだ。ミニッツとマミさんは、照れてるのね、照れてる、と決めつけるが、断じてそんなことはあり得ない。

　そして、笑顔のままこめかみに青筋を立てたガンツが、見せつけるかこのリア充じゆうが！　と言いながらタクの脇わき腹ばらにボディーブローを叩き込んでいる。

　俺は、何とかタクをその場から追い出し、店てん舗ぽ部のカウンター下で膝ひざを抱かかえる。

「なんでタクだけ男度を増すんだよ。俺は髪の毛がツヤツヤになったら余計に女っぽくなるし。リアルは男なのに」

　ぐすん、と鼻を啜すすり、しばらく気力が戻るまでじっとしていた。

　半ば八つ当たり気味に追い出したことへの自己嫌けん悪おも相まって、すぐにはタクと顔を合わせることができそうにない。

「……タクの馬鹿野や郎ろう」

　小さな呟きがカウンターの下から零こぼれるのだった。







　　　四章　高原エリアと大暴走







　工こう房ぼう内部では、硬かたい金属を叩たたく音が響ひびき、ハンマーが振り下ろされると同時に火花が飛び散る。

　俺は、炉ろで溶けた金属を型に流し込み、型から抜いた熱気を放つ金属をハンマーで叩いて整える。

　上質な鉄インゴットに普ふ通つうの鉄インゴット、銀インゴットを作り上げる。

「ふぅ……魔ま法ほう炉を設置したから一気に取り掛かろうと思ったけど、想像以上に自分のレベルが低かったんだな」
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【細工】の上位センスである【彫金】も、大量の鉱石をインゴットに変える作業でレベルが一気に上がった。

　最初は、黒鉄鉱石をインゴット化しようとしたが、レベルや生産に関係するＤＥＸデクステイリテイのステータスが足りないために失敗の連続。そのために、地道に数をこなして経験値を溜ためているところだ。

「普通の鉄が12個。上質な鉄が10個、銀が18個かぁ。まぁ十分かな。それにしても暑い」

　そう言って、出来上がった鉱石を素材用のアイテムボックスに保存して、新たに設置した魔法炉から離はなれる。

　魔法の結界があるとはいえ、炉の周りにだけは熱気が立ち込めている。俺は、結界から一歩外に出て、工房部の薄うす暗ぐらくて涼すずしい空気に一息吐つく。

「あー、涼しいな。炉の前が熱いから地味に疲つかれた」

　汗あせを拭ぬぐいながら用意した冷たいお茶の入ったコップを額や首筋に当ててから、一気にそれを飲んで体を中から冷やす。

　ふぅ、と落ち着いたところで、未だにＭＰを糧かてに強い炎ほのおを宿す魔法炉の明かりに照らされる鉱石の山を見詰める。

　残っている鉱石の殆ほとんどは、俺が加工できなかった黒鉄鉱石とブルライト鉱石だ。

「こいつらが曲くせ者ものなんだよなぁ」

　最初は、あのときはタクに酷ひどいこと言った、という自己嫌悪を忘れるために一心不乱にハンマーを振るっていたのだが、何い時つしかタクのことなど忘れて鉱石をインゴットに変える作業に夢中になっていた。

「黒鉄鉱石は、硬すぎだからハンマーを何本も買い直す羽目になるし、ブルライト鉱石は、レベル不足に、ステータス不足、それから炉の火力不足か」

　ＮＰＣが売っている鉄製のハンマーで作ろうとするが、黒鉄鉱石は、余りの硬さに先にハンマーの耐たい久きゆう度が尽つきて生産失敗に終わり、ブルライト鉱石は、俺が限界まで注いだＭＰでもまだ炉の火力が足りずに溶とけてくれない。

「炉の火力アップアイテムとかを使って一気に火力を高めて、まずは壊こわれやすい鉄製のハンマーから別のハンマーに作り変えるべきかな」

　工夫できる点はいくつもあるが、現状それを頼たのめるマギさんは、ブルライト鉱石のインゴット化に集中しているはずだ。

「全く、マギさん頼たよりになるよな」

　角度を変えて青色を帯びたブルライト鉱石を眺ながめながら溜ため息いきを吐く。

　現時点でインゴット化ができないために、俺には無用なものでしかない。

「後で、残ったブルライト鉱石も全部マギさんに渡わたそう」

　俺は、小さく呟きメニューの時計を見る。

　時間は、午後の二時前と表示され、俺は行きたくないなと溜息を吐き出す。

「どんな顔でタクと二人っきりで探たん索さくできるって言うんだよ」

　今考えれば、そんなに怒おこる事こと柄がらでもなかった気がする。けど、やっぱり男としての差を見せつけられた気がして気分が悪かったのも事実だ。

「はぁ、俺はなんであんなに怒ったのかね」

　ちっぽけな理由なように感じて、後こう悔かいと自己嫌悪で背中に重い影かげができそうだ。

「仕方がない。行くか！」

　両手で自分の頰ほおを叩いて気合いを入れて、工房部に設置されたミニ・ポータルを使って、登録された高原エリアのポータルへと転移を開始する。

　転移先は、北の崖がけを登った先にあったポータルだ。

　今回は、そこでタクと待ち合わせする予定だったが、今目の前にはタク以外にもう一人の人物がいた。

「ユンくん、今日はよろしくね」

「エ、エミリさん!?　なんでここに！　というかどうやってここまで来たの！」

　ここは崖上のトンネル先のポータルだ。俺たちが地道に【登山】センスを修得して、崖を登って辿たどり着ついた場所にエミリさんがいることに驚おどろく。

「ユン、来たか」

「なんで、エミリさんが一いつ緒しよに？」

「いたら何か問題でもあるのか？」

「いや……ないけど、ってそれなら一言言ってくれてもいいだろ」

「いや、なんか知らないけど、ユンを怒らせちまったみたいだからな。話しかけようと思っても避さけられてるから話す機会がなかったんだよ」

　悪いな、と言うが、これは全面的に俺が悪い。

　はぁ～と長い溜息を吐き出して、自分がどれだけタクに失礼なことをしたのか、改めて迷めい惑わくかけたと感じた。

「悪いのは俺だ。一人で悔くやしがって、タクに八つ当たりしたんだ。ごめん」

「いや、別にいいって。それより行くぞ！」

　延々と悩なやんで自己嫌悪してた俺が馬鹿みたいに爽さわやかな笑みを浮うかべて、高原に向けて歩き始めるタク。

　タクとは、勢いで仲直りができたが、エミリさんの存在を忘れてはいない。

「俺に話す機会がなかったのは分かったけど、どうやってエミリさんはここまで来たんだ？　やっぱり、地道な【登山】センスで登って来たのか？」

「違ちがうわ。私は、飛行系の合成ＭＯＢで登っただけよ」

「ううっ、何かズルい」

　俺が眉み間けんに皺しわを寄せて呟くと、エミリさんは苦笑いを浮かべる。

「確かに登るだけなら早いけど、使い捨てだし、センスを新たに取得できるわけじゃないからね」

「確かにそうだけど……」

「それに……ユンくんとタクくんの様子を見たくて私が無理やりについて来たのよ」

　自分のリアルを知っている相手とはあまりゲームで関わるつもりはなかったのだが、俺たちの様子が変であることに気が付いて、無理やりに今日の冒ぼう険けんについて来たらしい。

「まぁ、杞き憂ゆうだったようだけどね」

「ありがとう、エミリさん。心配してくれて」

「ユンくんが普ふ段だんの顔に戻もどってくれたわ」

　安心したように微笑ほほえむエミリさんだが、俺自身の表情はよく分からないので、自分で顔をムニムニと揉もみ解ほぐす。

「ユンとエミリは二人して何を話してるんだ？」

「私が下から飛行系の合成ＭＯＢで登って来たことがズルいって話よ」

「ああ、アレな」

　タクは、知っているような素そ振ぶりを見せて話に加わって来る。

「この高原エリアに早く辿り着きたいプレイヤーを一回10万Ｇで運べば稼かせげるのに」

「あの崖がけ下したに集まった50人以上のプレイヤーを運ぶのは面めん倒どうで嫌いやよ」

「けど、そのうち誰だれかが崖でのプレイヤー輸送で商売始めるぞ。エミリが稼げるのはこのタイミングくらいだろ」

「やらないわよ。私の本職は、【素材屋】よ。継けい続ぞくした儲もうけが得られないなら、稼ぎが少なくても【合成】と【錬金】センスのレベル上げができる方法を取るわよ」

　タクとエミリさんの掛かけ合いが面白くてつい笑いが零こぼれてしまう。

「タクとエミリさんって仲悪いかな、と思ってたけど、そんなことないんだな」

「俺は、別に嫌ってはいないぞ。ただ接点がなかっただけだしな」

「私も積極的に関わろうとしなかっただけよ。リアルを知っている相手と絡むのは面倒だからね」

　そうこうしている内に高原エリアへと辿り着く。

　夜明けの朝霧の中で見た景色とは違い、今は高原を遠くまで見み渡わたすことができる。

　高原の先には小高い丘おかがあり、その丘の上のエリアの最奥には、リゥイの数倍もの大きさの馬が寝ねそべっている。

　他にも牛型のＭＯＢが点在し、凶きよう悪あくな形状の捩ねじれた角つのを持つ山や羊ぎ型ＭＯＢが数頭で群れを作り、平原の中央に鎮ちん座ざする岩山では、丸々と太ったずんぐりむっくりの鶏にわとり型ＭＯＢが空を飛ぶ。

　明らかにヌイグルミっぽい外見の鶏が物理的な法則を無視して空を自由に飛び回っている姿を見ると、軽く噴ふき出してしまう。

「ファンタジーだよな。あの光景」

「そうだな。それじゃあ、軽くＭＯＢを倒たおして強さとドロップアイテムの確認をするか」

　タクを先頭に、高原エリアの目に付く敵へと戦闘を仕し掛かけていく。

　牛型のＭＯＢのスチール・カウは、発達していない角の代わりに頭部から背中に向かって金属の装そう甲こう板のような物に覆おおわれていて単独で突とつ進しんしてくる。

　似た攻こう撃げき方法のビッグボアとは違う点として、走りながら多少の方向転てん換かんができる。そのため、ある程度引き付けてから反はん撃げきする必要が出てくる。

　前衛のタクとエミリさんを見つけて突進してくる牛は、左右に分かれて避よけたタクとエミリさんを見て、迷わずタクの方へと狙ねらいを定さだめる。

　タクの走る方向へと更さらに突進していくが、牛の進路予測をタクの速度が上回る。

「《付加エンチヤント》──スピード！」

　後衛の俺が放つエンチャントによってタクの速度が引き上げられ、タクは牛の追つい跡せきを振ふり切り、急に反転して牛の脇わき腹ばらにアーツを放つ。

「喰くらえ！　──《パワー・バスター》！」

　大きく振るわれる二本のロングソードが牛の脇に決まり、大きくダメージを与あたえる。ダメージを受けて咆ほえる牛は、再度タクへの突とつ撃げきを行おうとするが、後ろ脚を何かに搦からめ捕とられて前のめりに倒れる。

「──《ウィップバインド》」

「──《マッドプール》」

　エミリさんの連れん接せつ剣けんが牛の後ろ脚を拘こう束そくし、俺の土魔ま法ほうの泥どろ沼ぬまが牛の自重を利用して足止めする。

「もう一回だ！　──《パワー・バスター》！」

　再び放つタクのアーツが牛の脇腹に再度決まり、牛は大きな鳴き声を上げて横倒しになる。

　光の粒りゆう子しとなって牛の体が消えたのを確認して、全員が武器を下ろす。

「まぁ、力押しできる程度の強さかな」

「それができるのは、タクだけだろ。俺とエミリさんだと攻撃力不足だと思うぞ」

　俺の意見に、首を縦に振って同意するエミリさん。

　力と耐久力があるスチール・カウは、まず現段階でソロで戦うのは厳しい。

　次に戦った山羊型ＭＯＢのメイジ・ゴートは、集団で魔法を使う山羊だった。

　魔法の種類は、火属性のみで、後は眠ねむりと気絶の状態異常バツドステータスの魔法を主として使ってくる。群れによる弾だん幕まくのような魔法攻撃だったが、魔法主体であるために物理攻撃に弱く、懐ふところに入り込んだタクとエミリさんによって次々と倒される。

　最後に、ずんぐりむっくりな鶏型ＭＯＢのコカトリスは──

「こいつは、ユンの方が相あい性しよういいな」

「そうね。この距きよ離りで狙えるのは、ユンくんだけだからね」

　コカトリスの攻撃方法は、上空からの急降下による不意打ちと集団で攻せめてくる編隊突撃。

　そして、通常攻撃には、低確率だが麻ま痺ひが付ふ与よされており、弱いながらも牽けん制せいの風魔法を使用してくる。

　だが俺は、それよりも長い圧あつ倒とう的射程の長弓で次々とコカトリスを撃げき墜ついしていく。

「うん。大体、このエリアの敵は倒したかな。あと残ってるのは、あの丘の上の馬型のボスだな」

　俺は、【空の目】で周囲にコカトリスがいないことを確認して視線を丘の上に向ける。

「ボスの名前は、ライトニング・ホースかぁ。倒せるのかな」

「このエリアの敵がちょっと手て強ごわいからボスも相当手強いだろ」

「そうね。無策で戦うのはやめましょう」

　俺の呟つぶやきにタクもエミリさんも戦うのに慎重だ。

　誰も戦ったことのないボスであるために、どれほどの強さを持っているのかは未知数だ。

「まぁ考えても仕方がないか。適当にドロップアイテムや採取アイテム集めながらやるか」

　俺とエミリさんは、タクの言葉に同意しながら高原エリアの目に付く敵ＭＯＢを倒してドロップアイテムを集めていく。

　スチール・カウからは、スチール・カウの硬こう革かくとヒレ肉。

　メイジ・ゴートからは、メイジ・ゴートの角とミルク。

　コカトリスからは、コカトリスの羽根と血液。

　この中で、スチール・カウの硬革は、革鎧よろいなどの革製防具に作り変えられ、ヒレ肉とメイジ・ゴートのミルクは、料理センスに使われる。また、メイジ・ゴートの角は、加工して槍やりの先せん端たんにも使えそうな硬かたさを持っている。

　そして、コカトリスの羽根と血液の使い道は──

「羽根は、合成で弓矢に使えるし、血液は、薬を作る時に使えるかな？」

「私としては、血液は合成ＭＯＢを作る時のＭＯＢのデータ情報源ね。後は、錬金して別素材に作り変えるかな」

　手に入った素材を取り出し、俺とエミリさんがその素材の使い方を考察する。

「お前ら、ここはフィールドなんだから考えるのは後にしろよな」

「ごめん。けど、気になっちゃって」

　笑って誤ご魔ま化かすが、タクは呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「ユンとエミリがそんな状態で戦闘を続けてもミスするだけだし、一度休むか」

「いいのか？　まだあの岩山を調べてないだろ」

「今行っても注意力散さん漫まんで危ないだろ。休きゆう憩けいが終わったらあの岩山に行って採さい掘くつして貰もらうからな」

「それは任せてよ。私も鉱石とかを必要としているからね」

　胸を張って答えるエミリさん。俺たちは、一度、近くのセーフティーエリアまで戻ることにした。

　それにしても、この高原エリアは、広い割には敵ＭＯＢが少ないような気がするのは気のせいだろうか。そもそもここまで到とう達たつするプレイヤーの数が絞しぼられるためにこのくらいが適正なのかもしれないが。
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　セーフティーエリアに戻ってきた俺は、野外調合のために持ち歩いている調合キットを取り出し、メイジ・ゴートの角を薬にしやすいように小さく砕くだいてからゴリゴリとすり潰している。

　それに対して、エミリさんは、選せん択たくした素材に対して【錬金】の上位変へん換かんを行ったり、【合成】の複数種の素材合成をしているが、俺よりも早くに結果が出た。

「エミリさん、どんな結果になったの？」

「そうね。【錬金】だとスチール・カウの硬革が大きな硬革になったくらいね。他は、まぁ合成と錬金だとハズレね。革以外は売るか合成ＭＯＢの核かくにするしかないわね。ユンくんは何しているの？」

「ベースクリームに溶とかし易やすいようにメイジ・ゴートの角を砕いているんだ」

　ちょうど、角をすり潰すことができたところで、粉末を一摘つまみ水に溶いてみると、さっと溶けて水が赤く色付いた。

　俺は、残った粉末を先日小分けにしたベースクリームの容器から取り出して混ぜ込んでいく。少しずつ投入して、小型の泡あわだて器でしっかりと溶かし込む。

「ユン。それは、この前作ってたやつか？」

「そう。【二に乃の椿つばき】の油と【生命の水】、蜜みつ蠟ろうで作ったクリームにＭＯＢの素材を混ぜて作る、属性耐たい性せいを付与するクリーム──【属性軟膏エレメント・クリーム】だ」

「単なる美容アイテムじゃなかったんだな」

　タクの呟きを軽く聞き流しながら、一度に粉末を混ぜ込むと、乳化して安定しているクリームが溶けて液状に戻ってしまうので、慎しん重ちように少しずつ混ぜ込んでいく。

　しばらくして、乳白色のベースクリームが薄うすい赤色に変わったのを見て、混ぜるのを止やめて、元の容器に戻していく。

「よし、完成だな」

　出来がったアイテムのステータスを見て、一応の完成を確認した。





耐たい火かのクリーム【消しよう耗もう品】

【火属性耐性（小）】






「うーん。やっぱり工こう房ぼうの生産設備で作ってないから見えない部分で効果が低いかも」

「ユンくん、それはどういうアイテムなの？」

　俺が思案しているところへエミリさんから声が掛かかる。そう言えば、このアイテムの効果を説明してなかった。

「これは、属性ダメージの耐性を与える軟膏。メイジ・ゴートの角だと火属性の耐性だな」

　そう言って、完成済みの容器を並べれば、薄い青色のクリームや茶色のクリーム、薄い緑色のクリームに乳白色と灰はい褐かつ色しよくのクリームが並ぶ。

「これが【ブルーゼラチン】を混ぜた水属性、茶色は【ゴブリンの角】で作った地属性、緑色は【エアロ・スネークの鱗うろこ】で作った風属性、乳白色が【燐りん魂こん結けつ晶しよう】の粉末で作った光属性、灰褐色がダークマンの【魔法生物の触しよく媒ばい金属】で闇やみ属性っと」

　それに今できたばかりの、メイジ・ゴートの角の粉末で作った火属性の薄赤いクリーム。

　これで全六種類、と見せれば、感心したような声が上がる。

「へぇ、これが防ぼう御ぎよ属性を高めるアイテムか。けど、中々に素材のレア度がバラついてるな」

　確かに、【ブルーゼラチン】や【ゴブリンの角】はスライムやゴブリン系からドロップするアイテムであり、入手自体は楽だ。

　そして、ウィスプが落とす【燐魂結晶】も比ひ較かく的楽に手に入るが、少し特殊な方法を使ったり、ダークマンに至ってはボスＭＯＢだ。

「もっと安価な素材で作れないのか？」

　タクが指し摘てきすることも一理ある。だが、これには理由がある。

「実際、粘ねん菌きんスライムの強酸性ゼリー、ムーア・フロッグの胃い袋ぶくろを乾かん燥そうさせた粉末、蝙こう蝠もりの毒血、アシッド・ドーザーの酸性液とかを使ってみた結果──」

「結果？」

「──状態異常バツドステータス系の効果も付いたり、継けい続ぞくダメージが発生したりと使えないものができた」

　俺がそう答えると、タクとエミリさんは、なるほど、と言いつつ微び妙みような表情を作る。

「それに、レアな素材ほど耐性効果が高いからな。エアロ・スネークの鱗とコカトリスの血は同じランクみたいだけど」

　俺は、蜜蠟のベースクリームにコカトリスの血を混ぜていき、緑色のクリームができ上がる。赤い血液が風属性の緑色に変わるとは、これまたファンタジーだ。

　タクは、【属性軟膏エレメント・クリーム】の価値を見み出いだそうとしているのか、興味深げに眺ながめ、エミリさんは検証プレイヤーとしての好こう奇き心が疼いているようだ。

「それじゃあ、ユンくん。これって効果の重複ができるの？　ユンくんの《属性付加エレメント・エンチヤント》や防具自体の属性耐性ならどうなるかな？」

「それなら、同一属性で耐性を固められるか、異なる属性で固められるかも調べる必要があるだろ」

　タクも話に加わり、場が【属性軟膏エレメント・クリーム】の検証の場へと変わる。

「まずは、同じ属性での効果の重複とかじゃないか。俺がクリームを使用。その後ユンの《属性付加エレメント・エンチヤント》でいいんじゃないか？」

　そう言って、タクは、耐たい水すいのクリームを軽く自分の腕うでに塗ぬり始める。

「おっ、ちゃんとステータスにも効果が現れたな。ユン、準備はいいぞ」

「わかった。それじゃあ、始めるぞ。《属性付加エレメント・エンチヤント》──アーマー」

　俺は、四等級の水属性の属性石を使用したエンチャントをタクの防具に施ほどこす。

　現在は、耐水のクリームで【水属性耐性（極小）】が付いているタクだが、エンチャントしたことで【水属性耐性（小）】がどう影えい響きようするのか。その結果は──

「今切り替かわった。効果が上書きされて【水属性耐性（小）】になった」

「つまり、ユンくんの《属性付加エレメント・エンチヤント》と【属性軟膏エレメント・クリーム】の効果は、同じ領域の強化なのね。だから効果が上書きされる」

　続いて、異なる属性のクリームとエンチャントを施した結果、一時的な防御属性の付与は、上書きされる。という結果になった。

「あとは、装備の永続付与効果と共存できるか、だよな」

　そう言ってタクは、インベントリの中にある各種の属性防御系の装備やアクセサリーを着けて、ステータスを確認する。

「あ、できたわ」

「できたわ、って軽いな」

「効果が重なるんだからよかったじゃない」

　タクが軽く結果を告げ、俺が思わずツッコミを入れてしまう。その様子にエミリさんが苦笑いを浮うかべつつもフォローを入れてくれた。

「それじゃあ、結論は、装備の永続効果とアイテムやスキルの一時的な属性耐性を重複させれば、そこそこの属性耐性が得られるってことね」

「俺の通常のエンチャントとクリームの耐性は、領域が重ならない。なら、エンチャントストーンとクリームのセット販はん売ばいができそうだな」

　俺たちは、【属性軟膏エレメント・クリーム】の検証結果を纏まとめたが、少し俺自身に不満が残る。

「なんかさ。俺の《属性付加エレメント・エンチヤント》と【属性軟膏エレメント・クリーム】の領域が重なっているからあまり使える気がしない」

「それは仕方がないんじゃないか？　まだ何とも言えないけど、効果の継続時間の差とかでどっちがいいかとかが変わるだろ」

「そうかな。それに、全属性のクリームが安定して作れないのが問題なんだよな」

【アトリエール】では、使いやすいアイテムは安価で提供しながらも、効果が高いアイテムもそこそこに売り出しているので、性能にバラつきがあるのは、俺としては何とも気持ちが悪い。

「どこかに安定した耐性を持たせる素材でもないかな」

「……ねぇ、ユンくん。《属性付加エレメント・エンチヤント》と【属性軟膏エレメント・クリーム】が同じ領域の強化なら、属性石って使えないかしら。等級も五等級からで効果が分かりやすいから」

「……なるほど。その考えはなかった」

　エミリさんに指摘されて早さつ速そく試してみる。

　ベースクリームに、粉々に砕いた四等級の地の属性石を混ぜ込み【属性軟膏エレメント・クリーム】を作り上げる。
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「ありがとう、エミリさん。成功した」

「どういたしまして。これでまた属性石の需じゆ要ようが高まるのね」

　楽しそうに笑うエミリさんに、商しよう魂こん逞たくましいなぁ、と思いながら俺は微び苦く笑しようを浮かべる。

「それじゃあ、ユンたちの憂うれいも晴れたところで、そろそろ探たん索さくと検証の続きでもするか？」

　探索は、この高原エリアに鎮ちん座ざする巨きよ大だいな岩山から採掘されるアイテムの確認。そして、検証は、《属性付加エレメント・エンチヤント》と【属性軟膏エレメント・クリーム】の効果継続時間の違ちがいを確かめることだ。

　これによりそれぞれの長所が分かるだろう。

「タクには、耐火クリーム。エミリさんには、火属性のエンチャントをするね」

「分かったわ」

「いくよ。《属性付加エレメント・エンチヤント》──アーマー」

　タクにメイジ・ゴートの角で作ったクリームを渡わたして、エミリさんには四等級の属性石を使った耐火エンチャントを施す。

　どちらも同じ【火属性耐性（小）】の状態だが、どれほど効果が継続するのだろう。

「よし！　探索の再開だ！　あの岩山目指していくぞ」

　タクが先頭を歩き、巨大な岩山を目指す。

　途と中ちゆうで遭そう遇ぐうする敵を迂う回かいしながら近づいていく。途中、薬草の群生地なども見つけて、採取をしながら進むために歩みは遅おそめだ。

　遠くから見たためにその正確な大きさが分からなかったが、近づいてよく見ると高原に鎮座する岩山の上部には、コカトリスの巣らしきものがあり、時折そこから白いずんぐりとした鶏にわとりが飛び立っている。

「鶏に牛、山や羊ぎと雰ふん囲い気きだけは牧歌的なんだけどなぁ」

「遭遇する敵全部がアクティブで、近づいたら即そく戦せん闘とうだから休めないのはキツイわね」

　俺とエミリさんは、その点だけは残念と思いながらも岩山を目指して進んでいく。

　そして、タクは岩山の異変にいち早く気が付いた。

「ユン、エミリ。なんか変だ。武器を構えろ」

「えっ？　タク？」

「時間がない。早くしろ！」

「早くって、きゃっ!?」

　俺たちが戸と惑まどっている間に、タクの感じた異変は大きな揺ゆれという形で表れる。俺とエミリさんは立っていることが困難になる中で、タクだけが二本の長ちよう剣けんを抜ぬき、巨大な岩山を見上げ続ける。

「──岩山が動き出すぞ！」

　タクの横顔が引き攣つっているように見え、その視線の先にある岩山が震しん動どうを始める。

　すると岩山の下から太くて短い鉤かぎ爪づめを持った手足と、短いながら硬かたい質感の尻尾しつぽ、そしてアゴ先が鋭するどく尖とがった亀かめの頭部が現れる。

　あの岩山がＭＯＢだったことに驚おどろき、仰あおぎ見る。

　以前倒たおした大型ボスの幻げん獣じゆう大おお喰ぐらい、ガルムファントム、カニバルプラントのどれもが霞かすむほどの大きさ。

　まさに、山のような存在だ。

「超ちよう弩ど級きゆう陸亀型ＭＯＢ──グランド・ロックか」

　タクの呟つぶやきを聞いていると、次の瞬しゆん間かん、グランド・ロックから咆ほう哮こうが放たれる。

『ヴォォォォォォッ──』

　ビリビリと大気が震ふるえ、耳を塞ふさいで耐たえる爆ばく音おんに合わせて、周囲のＭＯＢたちが騒さわぎ始める。

　この高原エリアにいるＭＯＢ全てに【怒いかり】の状態異常バツドステータスが発現していた。

「やばいな。とにかく逃にげるぞ！」

「タク！　逃げるってどこにだよ！」

「いいから逃げる！　このままだと囲まれて押しつぶされるぞ！」

　目につくＭＯＢは【怒り】に任せて見境なく高原で暴れはじめた。

　また、単独で存在していたスチール・カウは群れで走り始め、元々群れていたメイジ・ゴートは更さらに数を増やす。

　遠くの森の中からも牛や山羊、鶏といった高原のＭＯＢたちが現れ始め、広い高原は徐じよ々じよにＭＯＢの密度が高まり始めた。

「確かにこれはヤバそうね。タクくん、逃げる場所の当てはあるの？」

「エリアの外に逃げるか、敵ＭＯＢが近寄っていないグランド・ロックの近くに行くしかないだろ！」

　タクの言葉に目を向ければ、歩き始めたグランド・ロックの周囲には敵ＭＯＢが集まっていない。

　俺たちがいる場所はグランド・ロックとエリアの出口とのほぼ中間。このまま進むか戻もどるか、考える時間さえ与あたえてくれない。

「なんか、牛の群れがこっちに来てるんだけど！」

　こちらへと真っ直ぐに駆かけてくる猛もう牛ぎゆうたち。その先頭には、真っ赤な色で一ひと際きわ体格のいい牛型ＭＯＢがいるが、それを気にしている場合ではない。

　なんとか、タクたちと共にその一群を避よけて、エリアの外に向かって走り出す。

　グランド・ロックの咆哮以前と比べて、牛の群れの動きは直線的になっているが、まるで津波だ。一度吞のまれれば助からない。

「動くときは横に避けろ！　絶対に牛の進行方向に逃げるな」

「分かってるよ！　今度は左から来た！」

　再び襲おそってくる牛の群れを躱かわしながら、【空の目】で回かい避ひしようとした瞬間、またもや先頭の真っ赤な牛型ＭＯＢを視認する。

　それはスチール・カウとは全く別のＭＯＢで、アイアン・カウというボスＭＯＢであることを確認した。

　俺は走りながらも周囲を確認すると、遠くには、一回り大きな角を持つメイジ・ゴートや、グランド・ロックの背中の天辺には十倍もありそうな巨大なコカトリスが見えた。

「どうなっているんだ！　この状じよう況きよう」

「ユン！　また牛が来たぞ！」

「──っ!?」

　周囲を見つつ悪態を吐つきながら走っていた俺は、いつの間にかタクとエミリさんと距きよ離りが離はなれてしまっていた。横から現れた牛の群れを避けるために反対側へと跳とんだところ、なんとか巻き込まれずに逃のがれることができたが、タクたちと分断されてしまった。

「タク！　エミリさん！」

「ユン、とにかく逃げろ！　グランド・ロックに登れ！」

「タクくん、メイジ・ゴートの群れよ！　ユンくん、無事だったら後でポータルの前で落ち合いましょう！」

　エミリさんが警告を発した瞬間、俺とタクたちの間に巨大な炎ほのおの壁かべが生まれた。

　このＭＯＢたちの猛もう攻こうの中でいつまでも一か所に留まるわけにはいかない。

　俺は、炎の向こう側でエリアの外を目指しているはずのタクたちとは逆にグランド・ロックを目指して走り出す。




　　　　●




　──グランド・ロックに登れ。

　タクの言葉を信じて、俺は巨大な陸りく亀がめを目指して走る。

　しかし、それを阻はばむように敵が上空、地上、遠距離から俺へと攻撃を仕し掛かけてくる。

「ちっ、《付加エンチヤント》──スピード！」

　エンチャントにより速度を強化しつつ、遠方よりメイジ・ゴートたちの放つ魔ま法ほうの弾だん幕まくを視認する。

【空の目】によって引き延ばされた体感時間の中で回避を続けるが、背後の死角よりコカトリスのカマイタチを受けた衝しよう撃げきに、流されるように前へと飛び込む。その直後に、先ほどまでいた場所にメイジ・ゴートたちの火魔法が降り注いでいるのを見た。

「痛っ、危なかった。あれは流石さすがに避けられない」

　俺は、一定の速度で走っており、怒り状態で行動が単調になったスチール・カウ以外のＭＯＢたちは、怒り状態の中でもこっちの進行方向を読んでくる。

「このレベルの敵ＭＯＢだと予測して攻撃するんだな」

　ならば、と俺は意図的に一段階速度を落とす。

　そして、単調な回避を続け、相手に予測地点を絞しぼらせ、そこに攻撃を集中させる。

「……緩かん急きゆうをつけて、一気に加速！」

　唱えるようにエンチャント状態の七割の速度を維い持じしながら、【空の目】で敵の動きを観察する。

　敵が攻撃モーションに入った瞬間に、【空の目】で引き延ばされた体感時間と合わせてトップスピードへと持っていき、攻撃後の虚きよを突つく形で敵を置き去りにする。

　メイジ・ゴートとコカトリスの攻撃を潜くぐり抜け、次に来るスチール・カウの群れを見つけた。

　通常時よりも凶きよう暴ぼうさを増したスチール・カウが突とつ進しんしてくる。かなりの速度で迫せまって来るスチール・カウたちを振ふり切れる自信はなく、またここで足止めされていれば先ほど置き去りにした大量のコカトリスとメイジ・ゴートが追い付いてくる。

「後ろのＭＯＢも加わったら流石に逃げ切れる自信はないぞ」

　今の状態だって俺一人が相手取れるギリギリの数である。勿もち論ろん、倒すのではなく生き残るのが前提だ。

　貧弱な俺が目の前のスチール・カウの突進を避け損ねれば、すぐに圧殺されるのが目に見えている。

「と、いうことで逃げるが勝ちだ！」

　俺の右側から進路を遮さえぎるように突っ込んでくるスチール・カウたち。ここを抜けなければグランド・ロックには辿たどり着つけない。なんとしてでも突とつ破ぱしなければならない。

　俺は、緩急をつけるために落としていた速度を回復するに加え、取り出した速度上じよう昇しようの強化丸薬ブースト・タブレツトを飲み込み、両手にマジックジェムを構えて、最高速度で駆けだす。

　スチール・カウの群れが俺の前を塞ぐ前に走り抜けたいが、それが間に合わないと判断したときも速度を緩ゆるめずに跳ぶことを選ぶ。

「──《クレイシールド》！」

　自身の真下に土つち壁かべを生み出し、迫せり上がる土壁を足場にして大きく跳ぶ。

　真下にはスチール・カウの群れが走り抜け、背後からはコカトリスとメイジ・ゴートが追ってくる。

　飛距離が足りずに牛の群れの中へと落ちそうな中で、両手のマジックジェムを離してキーワードを唱える。

「──【ボム】！」

　空中で爆はぜたマジックジェムの爆ばく風ふうを背中に受けて、俺は空中で加速する。

　以前行った空中大ジャンプの再現によって、飛距離を稼かせぐ。

「っと、無事着地できたな」

　俺はバランスを崩くずした体で地面に手を突きながらも、何とか走り続ける。

　ちらりと後ろを見れば、急な方向転てん換かんのできないスチール・カウの群れが俺を追い掛けて来たメイジ・ゴートの進路を邪魔している。

　空中では、次の攻撃を仕掛けようとコカトリスの群れが集まってきており、俺は【空の目】でそれを視認する。

「爆ぜろ！　──《ゾーン・ボム》！」

【空の目】によって範はん囲い拡大された魔法は、空中で編隊を組んで飛んでいるコカトリスの集団を個別に爆ばく破はする。

　編隊飛行の密集度によって魔法同士の連れん鎖さダメージを蓄ちく積せきさせて次々と墜つい落らくさせ、グランド・ロックまでの障害を全て排はい除じよすることができた。

「よし、成功だ！　あとはグランド・ロックのところまで逃げるだけだ」

　あと少しで巨きよ大だいな陸亀に辿り着く。というところまで近づくと散発的に襲って来ていたＭＯＢたちも次々と引いていく。

「……モンスターたちが引いていく？」

　グランド・ロックの傍そばまで近づくと襲ってくる敵はいなくなる一方、巨大な陸亀が地面を引き摺ずる音と砂すな煙けむりが見える。

　下へ手たに近づいたらその脚あしや尻尾に潰つぶされそうで怖こわいために、グランド・ロックから一定の距離を取って併走しつつその様子を観察する。

　この時点で敵は、上空のコカトリスだけだが、それはグランド・ロックの背中の岩山の巣へと戻っているためにこちらに見向きもしない。

　ただ、見上げたコカトリスの中に一際巨大な個体が居た気がしたが、すぐに崖がけの陰かげになって見えなくなってしまう。

「十倍もの大きさのコカトリス？　さっきも遠くから見えたけど見間違いじゃないよな」

　もう一度見上げるが、もうその姿は確認できない。それよりも目の前のことを早めに決めなくてはいけない。

「どうしよう。このままこの状態が終わるまで併へい走そうし続けるべきなのかな」

　それはそれで面めん倒どう臭くさいな、と思いながら首が痛くなるほど見上げて観察していると、グランド・ロックの背中に岩山全体を螺ら旋せんのようにとりまく細い山道が何本も伸びている。

　足場としては、少し不安定だが、セーフティーエリアの代わりにはなる。

　俺は、意を決してグランド・ロックの背に飛びつく。

　並走しながらのジャンプは転びそうになったが、何とかしがみ付いてよじ登れば、案外乗り心地は悪くない。

「意外としっかりしているんだな」

　グランド・ロックの移動に伴ともなう震しん動どうに振り落とされないように近くの岩に摑つかまりながら、ゆっくりと岩山を見上げながら登っていく。

　一応、安全のために【登山】センスと登山用装備を装着して、岩山に楔くさびを打ち込みながら、少しずつ進んでいく。

　岩山全体の一割も進んでいないところに、細い山道が広がって、六人パーティーが休むには十分なスペースに辿り着く。

「これくらい広いとちょっと安心かも。簡単に落ちそうじゃないしな。それにしても、どうなってるんだろうな。こいつは」

　ぺちぺちと近くの岩いわ肌はだを叩たたいた俺は、一度岩山の頂上を見上げる。

　遠くから見た時は、巨大な岩山のオブジェクトかと思っていたが、実際は、超ちよう弩ど級きゆう大型ＭＯＢで、それが動き出すのと連動して暴走を始めたフィールド上のＭＯＢたち。

「全く、こういう情報は事前に欲しかったよ」

　俺は、グランド・ロックの背に乗ってそっと溜ため息いきを吐く。だが言葉を口にしてから別の考えが浮うかぶ。

　最前線プレイヤーや攻こう略りやく組なんて呼ばれるプレイヤーたちは、そんな情報なしで新しいエリアへと足を踏ふみ入れるんだ。だから、情報などないのが当たり前だ。それが今回は俺たちの番だったというだけだ。

「それにしても、この騒そう動どうはいつまで続くんだ？」

　遠視能力のある【空の目】で遠くまで見み渡わたすが、高原エリアに増えたＭＯＢの暴走は収まりそうもない。どうすれば収まるのかも見当が付いていない。

　現在の状況は、高原エリアのＭＯＢたちが【怒いかり】の状態異常バツドステータスを発生させて暴れている状態だ。

　ＡＴＫアタツクやＩＮＴインテリジエンスといった攻こう撃げき系ステータスの上昇とＤＥＦデイフエンスやＭマＩイＮンＤドといった防ぼう御ぎよ系ステータスの低下が起こり非常に好戦的になる精神系の状態異常バツドステータスだ。

　それが時間経過で回復する様子もない。

「まぁ、考えていても仕方がないか。少しこの辺りを調べるかな」

　タクとエミリさんと一いつ緒しよに調べる予定だったが、できることは自分でやろう。

「さて、なにが出るかな」

　登山用の装備でベルトのホルダーに包丁を差し、採さい掘くつ用の各種ピッケルを確認する。

　グランド・ロックの背にある山道のような道は使わず岩肌に手を掛かけて移動を始める。

　時折くる揺ゆれ以外に襲おそってくるＭＯＢがいないために、適度に休きゆう憩けいを繰くり返し、広いスペースの周囲を調べていく。

　ざっと見て、グランド・ロックを登るための螺旋状の道が何本かあり、そこから外れた岩肌や広めの休憩スペースには採掘ポイントを発見することができた。

「あまり登ると帰る時に大変そうだし、コカトリスの巣に近づき過ぎるのが怖いな。この辺でサンプルの鉱石でも集めるか」

　俺は、広めの休憩スペースに戻り、採掘ポイントの前に立つ。

　比ひ較かく的採掘しやすい足場であるために大きめのピッケルも振るうスペースがある。

「よし、いくぞ。──っ!?」

　何い時つもの調子で振り下ろしたピッケルを採掘ポイントに突き立てたが、弾はじかれた。

「硬かたっ、手が痺しびれた」

　ビリビリと手が痺れたため、一度ピッケルから手を離はなして、ぶらぶらと手を振って落ち着ける。

　そして今度はピッケルを壊こわさないように慎しん重ちように、かつ力強く鉱石を掘ほり返していく。

　異様に硬い採掘ポイントからは、非常に効率悪く15個の鉱石を手に入れた時点でピッケルが壊れた。

「うわっ、鉄のピッケルが……これ、ＮＰＣ売りの一番良い奴やつなのに」

　その後も農具扱あつかいの小さなピッケルまで全部使い潰して、合計27個の鉱石を手に入れた。

　そうこうするうちに、感じていたグランド・ロックの震動の間かん隔かくが徐じよ々じよに長くなり、眼下に広がるＭＯＢたちの暴走が徐々に収まっていく。

　高原エリアに新たに増えていたＭＯＢたちはエリア外の森の中へと走って行き、俺の頭上では白い塊かたまりのようなコカトリスの群れがグランド・ロックの背の岩山の中腹から山頂付近にある巣へと帰っていくのを見上げた。

　そのタイミングでタクからのフレンド通信が繫つながる。

『ユン、無事か？』

「ああ、なんとかグランド・ロックのところまで辿り着くことができた。タクとエミリさんは？」

『俺たちも無事に高原エリアの外に出られたから無事だ。ＭＯＢの暴走も収まったからユンも戻もどってこられるはずだ』

「わかった。すぐに戻る」

　俺は、ついに動きを止めたグランド・ロックの背中から降りて、高原エリアの入り口近くにあるポータルへと向かう。

　そこには、タクとエミリさんが待っており、俺は二人の無事を間近で確かめるために足を速める。

「二人とも無事で良かった」

「おう、俺は無事だぞ」

「むしろ、楽しんでいた人が何を言っているのかしらね」

　タクは笑顔で出で迎むかえてくれるが、そんなタクに対してジト目を向けるエミリさん。俺がいない間になにかあったようだ。

「なにかあったの？」

「私は逃にげている間に、ユンくんの火属性の《属性付加エレメント・エンチヤント》が切れたけど、タクくんの耐たい火かクリームの継けい続ぞく時間は長かったから、そのまま高原エリアの外周を削けずるようにＭＯＢと戦ってた」

「火属性耐性があったから、メイジ・ゴートの群れも楽勝だったぞ！　ボス個体も倒たおして、強化素材やドロップガッツリだ！」

「ボス個体ってなんだよ！　てか、色々と危ないだろ！」

　タクが自じ慢まんげに言ってくるが、ＭＯＢたちが【怒り】状態の危ない時に何をリスキーなことをやっているんだと呆あきれてしまう。

「ボス個体っていえばなんかちょっと名前が違うスチール・カウがいたな。確か、アイアン・カウだったような……」

「そうだ。通常時と違ってあの時限定で現れる上位ＭＯＢタイプのボスかもな。牛型ＭＯＢのスチール・カウのボス個体のアイアン・カウ。山や羊ぎ型ＭＯＢのメイジ・ゴートのボス個体のウォーロック・ゴート。鶏にわとり型ＭＯＢのコカトリスのボス個体だけは確認できなかったけど、きっといるはずだ」

「コカトリスのボス個体がいるとしたら、あそこかな」

　視線の先には、活動停止状態のグランド・ロックとその背の岩山の上部に巣を作るコカトリス。グランド・ロックへと近づいた時、ちらりと大きなコカトリスの影が見えた気がしたが、あれは気のせいじゃなかったのかもしれない。

「それでユンは、岩山の所まで行って何か分かったか？」

「あの岩山の中腹のところまでは登ってないよ。ただ山道みたいな道と採掘ポイントを見つけたくらい。よく知らない鉱石を手に入れたけど、採掘ポイントが凄すごく硬かたくてピッケルが壊れた」

　そう言って、壊れて先せん端たんの潰れたピッケルを見せれば、タクとエミリさんは目を見開いて驚おどろく。

「もう、普ふ通つうのピッケルじゃあ足りないのかな。ピッケルの新調についてマギさんに相談しないと」

「【オープン・セサミ】に行くなら俺も付き合う。どんな鉱石を手に入れたのか知りたいからな。エミリはどうする？」

「私は、パス。今回のことでもう少し飛行能力の高いＭＯＢが欲しくなったからその合成研究をするわ。あの高い岩山を登れるだけの飛行能力があれば、鉱石採掘が楽にできそうだからね。幸い、結構な量のコカトリスの羽根と血を手に入れたしね」

　嬉うれしそうに答えるエミリさん。逃げている間に返り討ちにしたＭＯＢがそれなりの数いたのだろう。

「じゃあ、決まりだな。今は一度休憩して、今夜あたりに【オープン・セサミ】に行くか」

「そうだな。俺は一度【アトリエール】に戻るよ」

　そう言ってエミリさんと別れて、タクには【アトリエール】に来て貰もらい、夜の打ち合わせをしてから休憩のためにログアウトした。







　　　五章　ダマスカスと【属性軟膏エレメント・クリーム】







　夜、タクと待ち合わせして、事前にマギさんに連れん絡らくを入れて【オープン・セサミ】を訪れた。俺たちは、ＮＰＣの店員に声を掛けて、奥の工こう房ぼうで作業をしていたマギさんを呼んで貰もらった。

「やぁ、ユンくんとタクくんが二人揃そろって来店って珍めずらしいね。ペアリングでも作りに来たの？」

「確かに珍しいですけど、タクとペアリングはあり得ません」

　俺はきっぱりと否定して、今回の用件を手短に説明する。

「今回の目的は、ブルライト鉱石研究の進しん捗ちよく状じよう況きようの確認とサンプルの補ほ充じゆうが一つです」

「ユンくんありがとう！　貰った奴やつで大分コツを摑つかめたけど、インゴットにできたのはまだ多くないんだよね」

「それじゃあ、新しい鉱石も渡しますね」

　マギさんに、新たに手に入れたブルライト鉱石を預ける。

「うん。これでユンくんに武器を作ってあげられそうね」

「よかったな。新しい武器が手に入りそうで」

　タクに背中を叩たたかれながら喜ばれたが、俺は、多分使う機会は少ないけど、と思ってしまう。

　そして、もう一つの用件を俺は口にする。

「もう一つの理由は、ちょっと見て貰いたいものがあるんです」

　俺は、そう言って、グランド・ロックの背の硬かたい採掘ポイントから採取した未知のアイテムと壊れたピッケルをマギさんに提示した。

「これが今日、とある採さい掘くつポイントで手に入れた──【積せき層そう炭たん】と【陸りく皇おう亀がめの甲こう羅ら片へん】ってアイテムです。それとその採掘ポイントを掘ったらピッケルが壊こわれました」

　テーブルに置いたのは、13個の【積層炭】と２個の【陸皇亀の甲羅片】だ。残りの鉱石は既き存そんのものであるために、取り出していない。

　アイテムを手に取るマギさんは、嬉しそうに表情を綻ほころばせながらも溜ため息いきを吐つく。

「ユンくんは、どうしてこうも私が欲しいと思っていたアイテムをいいタイミングで持ってくるのかな。お姉さん困っちゃうわ」

「ユンが持ち込んだ素材ってそんなにいい素材なのか？」

　俺の代わりにタクが質問し、それに対してマギさんは考えながら答える。

「どっちかっていうと中間素材だね。多くの高レベルエリアで採掘できる素材。鉄鉱石と【積層炭】を使って精製するとウーツ鋼のインゴットを作ることができるわ。耐たい久きゆう性とＡＴＫとＤＥＦが高い装備になる優すぐれた扱いやすい素材ね」

「ウーツ鋼の武器って聞いたことがあるな。たしか【生産ギルド】のオークションに出品されていたな。ちょうど落札を見ていた」

「そう。タクくんの言う通り、過去に一度だけ出品されたわ。表面に独特の模様が生まれるのが特とく徴ちようね。ってそれを作ったの私だけど」

「やっぱり、マギさんが作ったんだ」

「一応、何回も試行を重ねて作ったんだけど、あのウーツ鋼の武器は、ちょっと普通過ぎたから、私自身の汚お点てんかな。オークションの目玉商品がないからってクロードに無理やり出品させられたんだよね」

　最後に、微び妙みように怨えん嗟さの籠こもったマギさんの声にびくっとしてしまう。

　マギさんとタクの話の流れからして多分マギさんが絡からんでいるのだろうな、とは思ったが、まさにその通りだったとは。

　俺は、あまり金属製の武器や防具を身に着けないために詳くわしい知識はないが、一つ素そ朴ぼくな疑問を呟つぶやく。

「そもそもウーツ鋼ってなに？」

「あー、ウーツ鋼ってのは……ファンタジーでいうダマスカスって言えばわかるかな？」

「う、うん。まぁ、何となくなら聞いたことがあるかも」

　ウーツ鋼は、ダマスカスの別名ということで納得した。

「それで、ユンくんはこれを私に売ってくれるの？」

「話を聞いた限りじゃ、俺の【細工】レベルじゃ扱あつかえそうにないので構いませんよ」

　なら決まりと中間素材でも中々に高い値段で【積層炭】が取引できた。

「なぁ、【積層炭】があるなら俺にウーツ鋼製の剣けんを売ってくれないか！」

「残念。最初に鍛きたえたウーツ鋼の性能が中ちゆう途と半はん端ぱで私のプライドが許さないの。だから、もうちょっと待って。次のを作るまでにウーツ鋼の癖くせを摑む必要があるから」

「それじゃあ、沢たく山さんの【積層炭】が必要だな。ユン！　俺のために今すぐ採って来るんだ！」

「無茶言うなって。俺のピッケルは壊れたし……」

　そう言って先端の潰つぶれた鉄製のピッケルへと視線を向けると、待ってましたと言わんばかりにマギさんが不敵な笑みを浮うかべる。

「ふふふっ、そんなユンくんに素敵な商品のご紹介！　どんな状況でも対応できる黒鉄製のピッケル三点セット！」

　そう言って取り出したのは、鉄より硬くて丈じよう夫ぶな黒鉄で作られたピッケルだ。大中小の三本のピッケルは、状況に応じて使いやすいように重さや形、持ち手などを考えられていた。

　木製の柄えの黒いピッケルを持ち上げると、ずっしりとした重さを感じるが、作業には問題なさそうだ。

「いいですね。これ欲しいです」

「なら、ワンセット50万Ｇでどうかな？」

「じゃあ、買います」

　特に高い値段でもなかったので購こう入にゆうする。むしろ、【積層炭】を採取するためには必要不可欠な経費だった。しかし、50万Ｇが安いとさえ思えるようになったことからそろそろお金の価値とかインフレ化している気がする。１０００Ｇ稼ぐのにヒイヒイ言っていたのが懐しい。

「それじゃあ、今これを渡わたしておくね」

「手持ちは、ちょっと少ないんで、前金で25万Ｇを払はらいますね。残りは、お店に預けてあるんで、キョウコさん経由で」

「うん、分かったよ。まぁ貰わなくても、ユンくんの委い託たく販はん売ばいから天引きするから」

　マギさんは、冗じよう談だんを言うが、俺はメニューからＮＰＣのキョウコさんに指示してピッケルの残金の支し払はらいをする。

「それにしても、なんでこんなにタイミングよくピッケルがあるんですか？」

「それは、私の予備用に作ったピッケルだからね。さっきも言ったでしょ。【積層炭】は色々な高レベルエリアに出るって。そのエリアから採掘するのに黒鉄製のピッケルが必要だったのよ」

　それに、ちょうど鉱石を大量入荷したからね。とウィンクを俺に送ってくる。それは、俺が持ち込んだ黒鉄鉱石から作ったということだろうか。

「それじゃあ、黒鉄製のピッケルの購入、まいどー。っと、後は【陸皇亀の甲羅片】だね。これは初めて見る強化素材だからイマイチ効果が分からないんだよね」

　売買の手続きを終えたマギさんは、ふぅと短い息を吐き出して、次のアイテムへと目を向ける。

「なら、適当な武器に追加効果を付けて調べます？　普ふ段だん使いの武器は嫌いやだしな」

　自分のメインウェポンによく知らない追加効果を付けて調べるのは嫌なので、大体は鉄の剣などを使って調べるのだが……

「ユンくん。こういう時は、これを使って試せばいいんだよ」

　マギさんは、俺とタクの目の前でとある武器を取り出す。

　以前夏のキャンプイベントで手に入れた、追加効果を15個付けることができるマギさんの斧おのだ。

　魔ま改かい造ぞう武器として同様の弓【ヴォルフ司令官の長弓】の存在を思い出す。

「私は、普段これを未確認の強化素材を調べるのに使っているの。差さし詰ずめ──強化素材チェッカーってところかな」

　タクは隣となりで、それ本来の使い方と違ちがくないか？　と溜息を吐きながらツッコミを入れる。本来の使い方としては間違っている、に同意するが、これも一つの使い方だよな。と納得している俺がいる。

　そもそもマギさんは、自分の武器である戦せん斧ふを別に持っているのだ。

「もしも強化素材の効果が良ければそのまま装備していればいいし、相あい性しようが悪ければ消せばいいんだから、無む駄だは少ないはずだよ。ユンくん、始めちゃっていい？」

「はい。お願いします」

　俺は、マギさんが自身の魔改造武器である斧に強化素材の【陸皇亀の甲羅片】を使うのを見守る。

　強化素材での追加効果の付ふ与よの結果がすぐに分かった。





斧ふ岩がん溶よう撃げき・ボルカラックス【武器】──冷えた魔ま法ほう金属の溶よう岩がん流から削けずり出した魔斧。

ＡＴＫ＋30　追加効果：ＡＴＫボーナス、物理攻こう撃げき上じよう昇しよう（小）、火属性ボーナス（中）、貫かん通つうダメージ（小）、ＨＰ吸収（極小）、自動回復（小）、耐久力向上（中）






　新たに効果が追加された武器のステータスを確認して、俺とタクは言葉を失う。

「新しい追加効果は──【耐久力向上（中）】か」

　でも、この魔改造武器は、耐久力が設定されていないユニーク装備であるために要いらないわ。と、マギさんは早々に追加効果を削さく除じよしてしまう。

「いやいやいや、確かに【耐久力向上（中）】の効果を知ることができたのはいいですけど、何ですかその大量の効果は！」

「それもう、基本スペック詐さ欺ぎだろ。明らかに、実じつ戦せんレベルの武器だろ」

　俺は、見たこともない数の武器の追加効果を確認して驚おどろきの声を上げ、タクは羨うらやましそうに魔改造武器を眺ながめている。

「有効な効果を集めたらこうなっただけだよ。あっそうだ。ユンくんのエンチャントもついでにお願い」

「えっ？　その、いいのかな？」

　そんな簡単に、と首を傾かしげながら、マギさんの魔改造武器に《物質付加アイテム・エンチヤント》の【ＡＴＫ付加】の追加効果を施ほどこすと、更さらに武器が物理攻撃に特化していく。

「ありがとう、ユンくん。残りの一個はどうするの？」

「どうするのって、どうしましょう」

　一つは効果確認のために消費して、残りは一つ。ここで決める必要もないと思うのだけど……

「なら、ユンのピッケルにでも付ければいいんじゃないか？」

「ピッケルって、買ったばかりの黒鉄製のピッケル？」

　俺が、首を傾げる。

「そう。長く使う道具だからな。それに後でメンテやグレードアップしても追加効果は消えないし、今回みたいに途と中ちゆうで壊れることもなくなるだろ」

　そもそも武器や防具に【耐久力向上】を付ける枠わくはほとんどない。付ければその分だけ武器の拡張性のリソースが割さかれるからだ。

　そういう意味では、武器としての用よう途とがないピッケルは丁度良いんだけど……

「そもそもピッケルに付けられるの？」

「ピッケルは、武器の一種でもあるだろ。斧とハンマーの亜あ種しゆみたいなもんだ」

「それに、私の作ったユンくんの包丁も道具と武器の兼けん用ようだしね。私も採掘中に敵が襲おそってきたらそのままピッケル振ふり回して対処してるよ」

　タクとマギさんから説明されて納得した。

　そしてマギさんに、大きいサイズのピッケルに【耐久力向上】を付けて貰もらい強化を施す。

「それじゃあ、ウーツ鋼の武器を作るにはまだまだ【積層炭】が足りないから持って来てくれるかな？　それに私のピッケルにも【耐久力向上】が欲しいし」

「わかりました。しばらくは採掘に集中します」

「ありがとう。買い取りには少し色を付けるから」

　当面はまだまだ足りないブルライト鉱石と【積層炭】を中心に採掘していくことにする。

「俺もガンツたちの【登山】センスの取得状況を確認しないと先に進めないよな」

　タクは、背せ伸のび一つして、ポツリと言葉を漏もらす。

　マギさんには、初めて言う事こと柄がらであるために、少し不思議そうにしている。

「【登山】センス？」

「ええ、ブルライト鉱石と【積層炭】を入手した場所が北エリアの崖がけとその奥の高原エリアで……」

　俺が搔い摘つまんで高原エリアのことやグランド・ロックという超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢの説明をすると、マギさんは、ニヤリと何かを思いついたように笑みを浮かべる。

「ねぇ、タクくん。その【登山】センスの取得って簡単にできる？」

「今は、イワンってプレイヤーが中心になって教えている状況だ。何組かのパーティーや知り合いの登山センス持ちも加わって教えている」

「なら、それに【鍛か冶じ】センス持ちたちも加えていい？　それでグランド・ロック登頂作戦を実行するの」

　頂上まで登れなくても、採さい掘くつポイントを見つけて鉱石を大量に採掘できるだけでも意味がある。

「どうかな？」

「うん。いいんじゃないか？　俺も教える側に回るし、あのグランド・ロックが動き出す条件を調べるために時間も必要だから」

「なら、【生産ギルド】中心で話を進めて、タクくんたちに後日詳しい話をするわね」

「なんか話が大きくなってるな」

　俺は、横で黙だまって聞いていたが、何だか高原エリア攻こう略りやくが大おお事ごとになり始めた気がした。

「それから、ユンくんにはお手伝いをお願いしようかしらね」

「て、手伝い？」

「まぁ、私の方でも準備が必要だから、そっちもまた後日ね」

　マギさんは、俺にウィンクを送り、今日の話し合いは終しゆう了りようとなった。




　　　　●




　カツン、カツン。振るうピッケルが採掘ポイントを穿うがち、鉱石を掘ほり出す。

「ふぅ、これで１００個目だな。結構採とるの大変だよ。この硬かたい採掘ポイント」

　俺は、鉱石を拾い上げつつ、空を見上げる。

　目の前には高く聳そびえる岩山と上空を飛び交かうずんぐりむっくりのコカトリスたち。

「結構、集めるのに時間が掛かかったなぁ」

　マギさんから鉱石採掘の依い頼らいを受けて、グランド・ロックの背や崖付近の採掘ポイントを掘り続けた。

　最初はグランド・ロックの咆ほう哮こうがないか心配していたが、決まった周期があるのか、俺が採掘している間には発生しなかった。

　だが、岩山ではコカトリスが、崖側ではエアロ・スネークとバンカービーが襲ってくるのを返り討ちにしていたために戦せん闘とう系センスは意外にも上がりが良かった。

「この三日で集まった鉱石は、ブルライト１４４個と【積層炭】が１０１個。それに【陸りく皇おう亀がめの甲こう羅ら片へん】が８個か。前の採掘は運がよかったんだな」

　とは言ってもこれらは三日で掘り出した鉱石の総量の三分の一であり、残り三分の二は、鉄や銀、宝石、黒鉄などの珍しくないものばかりである。

　強化素材の【陸皇亀の甲羅片】は低出現のアイテムであり、入手が面めん倒どうで時間が掛かる。【フェアリーリング】のレアドロップ率上昇の効果がないのが少し残念であったが、時間を掛ければかなりの数を集めることができた。

「さて、マギさんとの約束の時間が迫せまってるから戻もどらないとな」

　俺は、一度ポータル経由で【アトリエール】へと戻り、そこからマギさんの【オープン・セサミ】を訪れる。

「マギさん！　こんにちは」

「ああ、ユンくん。時間通りだね」

　ニッコリと笑顔で迎むかえ入れてくれるマギさん。

「ごめんね。準備に三日も使っちゃって」

「いいんですけど、そろそろ何をするのか教えて貰えますか？」

　三日前はマギさんに詳しい内容を教えてもらっていないので、改めて、手伝いの内容を尋ねる。

「あの時はタクくんがいたからね。信用できる生産職以外には手の内は晒さらさないようにしてるから」

　そう言って、俺を工こう房ぼうの方へと招くマギさん。そして、工房には──

「何ですか!?　あの炉ろの状態は！」

　俺が指差して叫さけんだのは、マギさんの工房に設置されている魔ま法ほう炉の火力の強さだ。自分の工房に設置されたものと同じはずだが、全くの別ものに見えるほどの強力な火力を持ち、そのせいで炉の周辺の空気が揺ゆらいでいる。

　これで炉の周辺に熱気遮しや断だんの結界が為なされていなかったら工房全体が焼けつく暑さだっただろう。

「それは今から説明するね。ユンくんには私の鍛冶の手伝いをして貰いたいんだよ」

「鍛冶の手伝いって、俺、武器は作れませんよ」

　俺のセンスは、アクセサリーなどを作る【細工】であるために、インゴットの精せい錬れんには使えるが、【鍛冶】センスの武器や防具の作製には使えない。

「勿もち論ろん、分かっているわ。頼みたいのは、ウーツ鋼のインゴット作製の手伝い。二人一組になって金属を打つ──相打ちをお願いしたいの」

「相打ち？」

「そう、私がこの大きなハンマーで叩たたいて金属の不純物を取り除き質を整える。そして、ユンくんがこの小さな金かな槌づちで叩いて形を整え、位置を調節する」

　そう言ってマギさんが渡わたしてくれたのは、黒鉄製の鍛冶用の金槌だ。

　マギさんは、腰こしをしっかりと落として両手でハンマーを振るってみせる。確かに、一人ではハンマーから金槌に持ちかえている間に、金属が冷えてしまう。

「それじゃあ、具体的には何をすれば？」

「まずは練習かな？　私たちの息をぴったり合わせる必要があるし。それに、炉の前はウーツ鋼を作るために必要な温度に保たれているからそれに慣れなきゃね」

　そう言って、一歩炉の前に踏ふみ出すマギさん。

　その直後に、俺は目を疑うような光景を見る。

「マギさん！　ＨＰ減ってますって！　ＨＰ！」

「そりゃ、現状の最高火力だからね」

　振り返って笑いを見せるマギさんだが、額に薄うつすらと汗あせを滲にじませている。

「そんなこといいですから、戻って来てください！」

　炉の前まで近寄ってマギさんの手を引いて元の位置に戻る。俺も熱気を受けるが、マギさん以上にＨＰの減りが速い。

「なんでこんな火力になってるんですか」

「私のＭＰの殆ほとんどを炉に投入して、更さらに火の妖よう精せいの火力アップ効果とトレントウッドの木炭を燃料にした火力だよ。火属性に耐たい性せいがないとＨＰにダメージ受けるほどだけどね」

　マギさんは、【火属性才能】のセンスによって火属性の魔ま法ほうとその属性耐性を持っている。だがそれを上回る火力が必要って、ホントに何を作ろうとしているんだ？

「マギさん、ホントにただのウーツ鋼のインゴットを作ろうとしてるんですか？」

「あはははっ、やっぱり気が付いちゃった？」

「前に一度成功しているんだから同じ方法でできるんじゃないですか？」

「前と同じ方法が嫌いやなのよ」

　そう言ってマギさんは、一枚の大きな板を取り出した。それはずっしりと重い鉄、いや鋼はがねの板だ。

「前は、この鋼を薄く裁断して層になるように【積層炭】をつけて一個のインゴットにしたわ。けど、その結果は粗あらい七層のウーツ鋼になった」

　そう言って、試作品の七層のウーツ鋼を取り出した。

「ウーツ鋼は、何重にも重なる層による独特の綺き麗れいな木目模様の美しさが特とく徴ちようの金属。だけど、私のやり方だと層の数は少なく、再度溶とかして折り曲げるには炉の火力が足りなかった」

「なら今回のやり方は？」

「鋼と【積層炭】が混じる温度で何重にも折り曲げて層を作り上げる」

　一回折り曲げれば、層の数は倍になる。そしてそれを繰り返し行って綺麗な木目のウーツ鋼を作り上げる。

「だから、ユンくん。力と知ち恵えを貸してくれる？」

「分かりました。全力でサポートします」

「ユンくん、ありがとう。それじゃあ、早速相打ちの練習を始めないとね！」

　そう言ってマギさんは幾いくつかの鉱石を取り出し鍛冶の準備を始める。

　俺が今回採掘した鉱石全てをマギさんが買い取り、俺たちの練習材料にする。

「私とユンくんの道具に【耐たい久きゆう力向上（中）】の追加効果を付けて、っと。さぁ、ユンくんいくよ！」

　ハンマーを担かついだマギさんと小さな金槌を手にした俺は、炉の前で向かい合うようにして構える。

　炉に投入した金属が溶けてインゴットの型に流れ込む。

「まずは軽めに普通の鉄から始めて、次に上質な鉄、そして銀、鋼、黒鉄、ブルライトって感じで練習しようか！」

「わかりました。いつでもいいですよ」

　じりじりと炉の熱気を浴びる俺たちは、型から出したばかりのインゴットに向けて、マギさんが最初の一ひと振ふりを振り下ろす。

　それを合図に相打ちが始まる。

　澄すんだ金属の音と真っ赤に飛び散る火花。額から噴ふき出す汗を感じながら、俺は熱い鉄から目を離はなさずにマギさんに合わせて鉄を叩く。

　黒鉄のハンマーで強く叩かれた鉄を俺が金槌で二回叩いて位置を調整、再びマギさんのハンマーが振り下ろされる。

　センスのモーションアシストでどのタイミングが最適かは分かっているが、厄やつ介かいなのは熱気によるダメージだ。

　工房に響ひびく金属を叩く音と充じゆう満まんする熱気、滴したたり落ちる汗。それらの集中を乱す要素を意図的に排はい除じよして目の前の熱せられた鉄を見つめる。

　そして冷え始めたところで一度炉の中に入れて、赤さが戻ったら再び取り出して叩く。

　普通の鉄に始まり、上質な鉄も問題なく成功。銀は、自分の工房でも加工できたのでなんとかなったが、最初に躓つまずいたのは、鋼だった。

「じゃあ、鋼のインゴットを作ろうか」

「マギさん。その鋼のインゴットの作り方が分からないんですけど」

　俺の言葉にきょとんという表情をするマギさん。片手には、熱気で消しよう耗もうしたＨＰを補ほ充じゆうするために安価なブルーポーションが握にぎられているが、色合い的にスポーツドリンクに見えなくもない。

　まぁ、そんな事は置いといて、肝かん心じんの鋼インゴットの作り方だが……

「あー、鋼は、鉄鉱石から作った鉄インゴットを更に精錬したものだからね」

　より不純物を抜ぬいた純度の高い鉄が鋼というわけだ。

「だから、基本は鉄系統と同じだよ。ただ、ここからはちょっとパワーが必要だけどね」

　そう言って、先ほど精錬したばかりの上質な鉄インゴットを再び炉の中に戻して、溶け出た金属を叩いていく。

　マギさんがハンマーで叩き、俺が金槌で形を整えるのだが、俺のＡＴＫ不足からか正しい形に整えられずにガタガタのインゴットになってしまう。何とか修正しようと力を込め、叩く回数を増やして巻き返そうとするが、失敗に終わる。

「あっ……」

　バキッ、という割れる音と共に光の粒りゆう子しとなって消える金属の塊かたまり。

「あちゃ……私とユンくんのＡＴＫのステータス差があるのか。そうなるとバランスを取って私のステータスを調節した方がいいかな？」

　その分、作業時間が長くなるけど、と呟くマギさんだが、俺たちが目指すウーツ鋼のインゴットは高みにある金属だ。ここで相打ちを妥だ協きようしては、いいインゴットは作れない。

「マギさん。大だい丈じよう夫ぶですよ。《付加エンチヤント》──アタック！」

　俺は、自身にＡＴＫ上じよう昇しようのエンチャントを施ほどこし、能力を底上げする。

　付加系センスのレベルも上がりエンチャントの継けい続ぞく時間が延のびたために、現在では精錬数回分の時間は継続する。

「これで釣つり合います。さぁ、次に行きましょう！」

「そうだね。これからどんどんとインゴット作製の難易度が上がっていくけど、その度たびに反復練習と試し行こう錯さく誤ごして頑がん張ばろうね」

　そうして再び、上質な鉄インゴットを精錬して鋼インゴットにする作業に戻る。

　一応は、二回目の挑ちよう戦せんで鋼インゴットを作ることができたが、マギさんが俺に合わせてくれていた状態だったので、ここですぐ次の鉱石へと進まずに、より息を合わせるために鋼インゴットを作り続ける。

「これで四個目ね。そろそろ、黒鉄の方に、進まない」

「はぁ、はぁ……そうですね。その前に休きゆう憩けいを」

　延々と熱気を放出し続ける炉の前に座っていたために、俺とマギさんは両方ともぐったりしている。

　休憩のために熱気遮断の結界の外に出る。

　俺以上に汗を搔かいて、顔から首筋、鎖さ骨こつから胸元へと汗が流れているマギさんの姿はとても目のやり場に困る。また露ろ出しゆつ度どの高い布装備が汗を吸って、透すけて見えそうだった。

　対する俺も汗で濡れて、少し布装備が透けそうになっている。

　ＨＰ回復と水分補給のブルーポーションを飲みながら、マギさんはパートナーである氷属性を持つ狼おおかみの幼よう獣じゆうであるリクールを召しよう喚かんする。

「あー、リクールからの冷気が気持ちいい」

「いいなぁ。俺も氷分けてほしいな」

　全身から冷気を放出する子犬ほどの狼を抱だきしめて火ほ照てった体を冷やすマギさん。

　俺の呟つぶやきにリクールがわん、と一鳴きすると、俺の首筋にちょうどいい大きさの氷を作り出す。

「ひゃっ、冷たっ！　でも気持ちいい」

　リクールが生み出した氷を首筋や額に押し当てて、吐と息いきを漏もらす。

　冷たい気持ち良さはあるが、氷が解けて滴り落ちる水が服に染み込んで少し気持ち悪い。

「うへぇ、水でびちゃびちゃ」

「あはははっ、やっぱりユンくんやっちゃったね」

「マギさん、わかってて黙だまってましたか？」

「私も一度同じことして失敗したからね。だから体を冷やす時は、リクールを抱だいているのよ」

　そう答えて、休憩終了と判断し、一度互いの相打ちに対して感じたことを伝え合う。

「ユンくんは、初めての相打ち、どうだった？　大変だった？」

「まぁ、大変です。マギさんの足を引っ張ってないか心配です」

「ユンくんは十分に成果を出しているよ。それに私が打ちやすいように位置を調節してくれるから凄すごい助かってる。何かコツがあるの？」

　コツと言われても、思いつくようなことは特になかった。強しいて言うなら……

「慣れですかね」

「慣れ？　って相打ちって初めてだよね」

「ええ、けど他人の動きに合わせるのには、慣れているつもりですから。まぁ自分ひとりでやる実力がないだけですけどね」

　苦笑いを浮うかべて小さい頃ころからの思い出をぽつぽつと語る。

　ゲーマーのタクやミュウ、それにセイ姉ねぇと一いつ緒しよに頻ひん繁ぱんにゲームをしていたが、俺自身はゲームが上う手まいわけじゃない。

　しかし、乱戦状態では上手く立ち回ることを覚え、チーム戦ではパートナーの動きに合わせて最大限にサポートする。

　そうして何とか、10回に１回はいい勝負ができるくらいにはなっている。

　今回もそれと同じように、マギさんの動きにセンスのモーションアシストで動きを合わせて、全力でサポートした。

「だから、まぁそういった意味で慣れかな？　って」

　俺が語り終えた時には、マギさんは額に手を当ててふぅと長い溜ため息いきを吐はき出していた。

「相打ちできるだけでも相当なプレイヤースキルが重要とされるけど、まさかそういう理由とは。そう言えば、どこのパーティーでもすぐに動きを合わせられるっていう高いサポート力を見せるよね」

「マ、マギさん？　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ブツブツと小さな声で呟き出したマギさんに恐おそる恐る声を掛かける。

「疲つかれたなら今日はここまでにします？」

「ああ、大丈夫大丈夫。ただ、ユンくんの無自覚な高い能力を垣かい間ま見ただけだから」

「？　そうですか？」

　俺の能力のどこが高いのだろう。センス構成でも特化していない器用貧びん乏ぼう型なために、特に目立った能力は無いはずなのだが……

「さぁ！　次は、黒鉄とブルライトで相打ちの練習を十分して、ウーツ鋼インゴット作製のためにしっかりと必要なことを見み極きわめましょう！」

「はい！」

　やる気を取り戻もどしたマギさんと一緒に再びインゴットの作製に取り掛かる。

　また、マギさんに炉ろを借りて、一人で黒鉄とブルライトのインゴットを作って金属の癖くせを体に覚え込ませながら、マギさんにアクセサリー作りの指導をして貰もらう。

「そうそう、その調子。リングを均一にして、接合面は特に注意深く作っていって。台座は、別で作ってから接合しても大丈夫だから」

「ふっ、ふっ、ふっ……できた！」

　マギさんからのアドバイスで今までの我流の作業法が幾いく分ぶんか効率化され、初めてながらも黒鉄とブルライトのリングを作り上げることができた。

　黒鉄のリングはシンプルな作りで、ブルライトのリングには、台座と縁へりに銀を使い、アクアマリンの宝石を小さくあしらった女性向けのデザインを意識して作った。

「いい出来だね」

「ありがとうございます」





黒のガードリング【装そう飾しよく品】（重量：１）

ＤＥＦ＋12　追加効果：ＤＥＦボーナス




蒼と銀のミスティックリング【装飾品】（重量：１）

ＤＥＦ＋７　ＩＮＴ＋３　ＭＩＮＤ＋12　追加効果：ＩＮＴボーナス、水属性向上（小）






　二つのリングのステータスを確認して、俺はマギさんにお礼を言う。中々にいい効果ではないだろうか。純じゆん粋すいな防ぼう御ぎよ補助の黒鉄のリングと、魔ま法ほう寄りなステータスの補助に加えてブルライト鉱石が本来持つ追加効果が発揮されている。

　俺は、これらの装備に適した手持ちの強化素材をインベントリ内から探し始める。

「【黒のガードリング】は、物理特化。【蒼と銀のミスティックリング】は、魔法特化だよな。そうなるとエンチャントも込みで作ってみるか」

「ねぇねぇ。ユンくんはさ、そのアクセサリーを誰だれかにプレゼントするの？」

「？　特にそういう予定はありませんけど……」

　マギさんは、炉の前で指導していたことで噴ふき出した汗あせを拭ぬぐっているが、肌はだにぴったりと張り付いた服や汗が流れる肌が扇せん情じよう的で、俺はそっと視線を逸そらす。

「えー、噓うそだぁ。だってそのアクセサリーはユンくん自身が装備するつもりじゃないでしょ」

「な、なんでそう思うんですか」

「だって、私の話に目を逸らしているし……」

　それは誤解です！　と声を上げようと思ったが、もう一つの理由も提示してくる。

「アクセサリーのデザインも統一してないしね。自分で使うものは、デザインの方向性や装飾を統一しないと野や暮ぼったくなるでしょ」

　なるほど、高けりゃいいだろうと高価な装備を揃えても、統一感がないとチグハグで逆にセンスがなくなる。いわゆる、成金っぽい感じになるのは一理ある。

「だから、プレゼント用かな？　と思って。私の時みたいにね」

　そう言ってマギさんは、自分の手を掲かかげてその指に着けられている三つの輪が重なる指輪、【トリオン・リング】を見せてくる。

　俺は小さく苦笑しながら、プレゼントをするとしたら、と考えて答える。

「渡わたすとしたらセイ姉ぇかミュウですよ。大事な家族ですからね」

「えー、他にもいるんじゃないの？　ほら、ミュウちゃんのパーティーの女の子とかさ。あと、ルカちゃんやトビちゃんなんか女の子同士のプレゼントとか贈ることもあるでしょう」

　実際、セイ姉ぇやミュウ、ルカートたちにもプレゼントしてもいいかもしれないけど、パーティー全員分を作るのは大変だと思いながら、苦笑いを浮かべる。

「それじゃあ、タクくんには渡すのかな」

「なんでそこでタクの名前が出るんですか」

　俺の反応にマギさんがニヤニヤとしている。

「ユンくんの場合には、幼おさな馴な染じみのタクくんが家族以外で一番親しい異性でしょ。だから、黒鉄のリングはタクくん用かな、と思って」

「違ちがいますよ。そもそも俺は……」

『すみません。ここにユンはいますか？』

　男だ。といつものように言おうとした時、【オープン・セサミ】の店てん舗ぽの方からタクの声が聞こえた。

　その瞬しゆん間かん、マギさんはとてもいい笑顔を作っていた。

「おっと、ユンくんにお客さんだ。ちょっと私が行ってくるね」

　マギさんが立ち上がってお店への扉とびらへと駆けていく。俺はそれを見送って数秒後にはっと気が付く。

　マギさんは、さっきまで炉の前にいて汗で服や肌が濡ぬれている。そんな状態で人前に、ましてや男の前に出るのは少し不ま味ずい気がする。

「マ、マギさん、待って！」

　慌あわてて追いかけるが、既すでにマギさんは店舗の方へと出てしまっている。

　俺が追いかけた先で見たものは、汗をかきほんのりと全身を火照らせているマギさんの姿と、その真正面で圧あつ倒とうされて視線をマギさんの胸に釘くぎ付づけにしているタクの姿だ。

「ねぇタクくん。タクくんは、女の子からプレゼント貰ったら嬉うれしい？」

「えっ、はぁ、まぁ、嬉しいんじゃないのか」
















「マギさん！」

　マギさんが腕うでを胸の下で組んで、カウンターから乗り出すようにやや前まえ屈かがみでタクに尋ねている姿に、流石さすがにそれは駄だ目め！　と思い、強制的に止める。

「マギさん！　そんな妙みようにエロい状態で人前に立たないでください！」

「あー、はいはい。ごめんね」

「マジで止やめて下さいよ！」

　マギさんの身の安全のために。と内心で叫さけびながら、マギさんを工こう房ぼうの方へと押おし返す。

　俺がふとタクの方へと視線を向けると、タクは少しだけ残念そうに溜息を吐き出している。

　そして、俺へとじっと目を向けてくる。

「な、なんだよ」

「いや、ユンも同じように汗で濡れているな、と思ってな」

「っ!?　み、見るな！」

　俺は、自分の体を抱きしめるようにして、視線を遮る。

「なんだよ。俺はただ単純に奥でなにをやってたか気になっただけだ」

「ただ、鍛か冶じの炉でインゴットを作ってただけだ！」

　そう答える頃には、汗も引き、服も自然に乾かわいて普ふ段だん通りの装備状態に戻っていた。マギさんも汗が引いたらしく身み嗜だしなみを整えてから戻って来た。

「ごめんね。ユンくんの反応が見たくてタクくんをちょっとからかっちゃった」

「いきなりあの状態で出で迎むかえられたからマジでビビったわ」

「本当に止めて下さい。こっちは心臓バクバクですよ」

　内心はぐったりとしたが、マギさんは俺とタクの反応を見られて満足したのか、艶つや々つやした表情で笑っている。

「それじゃあ、タクくんの話を聞きましょうか」

　マギさんがそう言い、改めてタクが【オープン・セサミ】を訪れた理由に耳を傾かたむける。




　　　　●




「それで、タクはなんの用があってここに来たんだよ」

「いや、ユンを探しに【アトリエール】に行ったけど、【オープン・セサミ】に行った、って言われたからウーツ鋼の状じよう況きようとか知るついでに来たんだよ」

「それならユンくんに相打ちに慣れて貰ってから始める予定だよ。ただ、すぐに剣けんはできないかな」

　そこは分かっているのでタクは納得したのかそれ以上追求はしない。

「タクは、俺を探していたんだろ？　何かあったのか？」

「高原エリアのグランド・ロックの次の咆ほう哮こうのタイミングが分かったぞ」

「マジで？　ってまだ数日も経たってないのに早いだろ！」

　法則を知るにも普通一週間以上は掛かかるだろうに、仕事が早すぎる。

「予測では、今日から五日後の午後三時から夕方の六時の三時間だ」

「なんでそんなのが分かるんだよ」

「検証マニアのプレイヤーたちが高原エリアの外周部のとある花の色が日によって変わることを見つけたんだ。花の色が青、黄、オレンジ、赤の順番でゆっくりと色が変化しているのは確認できた」

　検証マニアのプレイヤーたちって凄すごい、と純粋に感心してしまう。何でもない高原の花からそんなことを発見するなんて、脱だつ帽ぼうする。

「だから、ユンはその時間帯にはログインできるように調整を頼たのむな」

「それじゃあ、私たちは、それに合わせてウーツ鋼の剣を作ることを目指しましょうか」

「わかりました」

　タクが、伝えることは伝えた、と店から去って行くのを見送るが、一度タクを呼び止める。

「……タク。ちょっと待ってくれ」

「どうした？　ユン」

「いいから！」

　俺は、一度【黒のガードリング】を取りに工房に戻り、手持ちの強化素材で追加効果を組んでいく。

　なるべく汎はん用よう性の高い効果を持たせるために、クイーンバンカービーのドロップである【女じよ王おう針はり蜂ばちの翅はね】とグランド・ロックから採取した【陸りく皇おう亀がめの甲こう羅ら片へん】を使用し、更さらに《物質付加アイテム・エンチヤント》によってタクの使わないＩＮＴステータスを犠ぎ牲せいにして、ＡＴＫとＤＥＦを付ふ与よする。





黒のガードリング【装飾品】（重量：１）

ＤＥＦ＋12　追加効果：ＤＥＦボーナス、ＡＴＫ付加、ＤＥＦ付加、ＩＮＴ呪じゆ加か、身体系状態異常バツドステータス耐たい性せい（小）、耐たい久きゆう力向上（中）






　五個のプラスの追加効果と一個のマイナス効果を持つ黒鉄製のリング。本来は、四個しか付かないものをカースドによって無理やりバランスを取った。

　それをタクに押し付けるように渡す。

「一応、これ、渡しておくな」

「これまた、剣士向けの汎用アクセサリーだな。まぁＩＮＴステータスは使ってないから下がっても問題ない。一応、状態異常バツドステータス耐性系装備はあるんだけどな」

「別に要いらなかったら知り合いに渡すなり、自由にすればいいぞ。ミュウやセイ姉ぇにもそれぞれに渡すつもりだから」

「要らないとは言ってないぞ。なら、ありがたく使わせて貰もらうな」

　今度こそタクは【オープン・セサミ】を後にする。

　タクが去ったあと、マギさんの方を向くと、楽しそうにニヤニヤした笑みを浮うかべている。

「な、なんですか」

「いや、なんだかんだでタクくんに渡したな、と思っただけ」

　渡したのは事実だけど、自分自身の【細工】センスのレベルアップの意味があるだけで他意はない。

　けど、この場で強く否定しても逆に変な風に伝わりそうだ。全く、といつもの癖くせで溜ため息いきを吐はき出す。

　しばらくしてマギさんのニヤニヤが落ち着いたところで、改めてマギさんに向き直る。

「さぁ、休きゆう憩けいはこれくらいにして次が本番のウーツ鋼よ。金属を折り曲げて層を作り、独特の模様を作るわ」

「はい。頑がん張ばります」

　一騒そう動どうあったが、やっと本番であるウーツ鋼インゴットを作る前に様々な準備を行っている。

「作り方の手順は、鋼はがねインゴットに粉ふん砕さいした【積層炭】の粉末を塗と布ふして、炉ろで熱して定着させる。そして、叩いて伸のばして折り曲げて、また塗布、定着を繰くり返すわ」

　飴あめ細ざい工くのように伸ばして折り曲げ、十分な層を作りながらウーツ鋼を作るようだ。

「それじゃあ、始めるわよ！」

　マギさんの号令とともに最初の一振ふりが下ろされ、そこからウーツ鋼のインゴット作りが始まる。

　大きなハンマーで何度も叩たたかれた鋼インゴットは、三倍近くの大きさの鋼鈑となり炉に入り切るギリギリの大きさになった。

　一度、炉に入れて赤く熱したところで取り出し、粉末の【積層炭】を万まん遍べんなく塗布する。再び炉の中へと戻し粉末が溶とけるのを確認して、手早くマギさんと俺がハンマーと金槌を振るって定着させる。そして、金かな床どこの端はしを使って柔やわらかくなった鋼板を折り曲げていく。

　そして、折り曲げた金属面が定着するように万遍なくハンマーと金槌で叩き空気を抜ぬいて一つのインゴットに戻して、再び伸ばして鋼の板にする。

　鋼鈑を薄うすく伸ばして層にすることで、塗布した【積層炭】が均一に定着し、そしてウーツ鋼の独特の木目模様になるように折り込み、五回の折おり畳たたみを繰り返した時──

「っ！　ユンくん、中止！　中止！」

　そう言って、マギさんは慌ててハンマーを振る手を止めて、俺を摑つかんで炉の前から退たい避ひさせる。

「ユンくん、自分のステータス見て！」

「えっ？　……ってうわ、死に掛け!?」

　あまりに作業に集中していたために、炉の熱気によるダメージの蓄ちく積せきを忘れていた。あのままだったら途と中ちゆうで倒たおれていたことだろう。

「ほら、ユンくん。汗あせを拭ふいてから対策を立てよう。私もあのままだったらちょっと危なかったと思うから」

　俺は、マギさんから渡わたされたタオルで気持ち悪い汗を拭き取りつつ、中断したウーツ鋼のインゴットへと目を向ける。折り曲げて接合させる途中で放り出したために、完全に冷えると接合部が浮いた金属となって失敗扱あつかいとなり消えてしまった。

「すみません。俺のせいで貴重なウーツ鋼の素材を」

「それは仕方がないよ。逆に、ユンくんが倒れても失敗扱いだったんだから。でもそうなると、火属性耐性はどうしようか。私は生産補助系のアクセサリーを装備しているから耐性に使う装備枠わくはないかな」

「それならいい物がありますよ」

　俺は、一つの容器を取り出して蓋ふたを開ける。その中には、薄赤く色付くクリームが入っている。

「対応する属性の耐性を一時的に高めるクリーム──【属性軟膏エレメント・クリーム】です。効果時間は、約二時間ってところです」

　これなら《属性付加エレメント・エンチヤント》よりも長い時間耐たえられるのは、タクで試用した結果判明している。

「おおっ!?　便利な物だね！　それに甘い匂においがする」

「ちょっとだけ蜂はち蜜みつが混ぜてあるんです」

「なんかすごく女の子っぽい作りにお姉さん感心しちゃう」

　そう言ってマギさんは掌てのひらで馴な染じませたクリームを顔や首筋、腕うでといった露ろ出しゆつ部分に薄く塗ぬっていく。

　俺も薄く自分の体に塗って炉の前に立つと、ＨＰの減少が抑えられた。

「相変わらず暑いですけど、何とか長時間の作業ができそうですね」

「そうだね。今度こそ本番！　頑張ろう！」

　再び、素材を取り出し、ウーツ鋼インゴットを作り始める。

　鋼を板状に伸ばして、【積層炭】を塗布して折り曲げ、定着させる。

　それを繰り返し、一層が二層、二層が四層、四層が八層、八層が十六層と倍々で鋼の層が増えていく。層が増えれば、その分金属の硬かたさや強さが増して加工が難しくなる。それを重量のある黒鉄のハンマーで伸ばして叩いて折り曲げる。

　そして、遂ついに完成する。

「できたぁ！　六十四層のウーツ鋼インゴット！」

「うわぁっ、凄い綺麗な木目模様」

　鋼のインゴットから作られたウーツ鋼インゴットは、何回も折り込まれて粘ねばり強い強度と耐久度を手に入れた。

「ありがとう！　ユンくんのお蔭かげでできたよ！」

「そ、そんな……俺は手伝っただけですよ」

　マギさんが俺の両手を取ってぶんぶんと振って感謝の気持ちを伝えてくるが、真正面から言われて少し気き恥はずかしい。

　寄せられたマギさんの胸と【属性軟膏エレメント・クリーム】に使った蜂蜜の甘い香かおり、何より汗でしっとりと濡ぬれた肌が艶っぽくて心臓に悪い。

「ユンくんは、いつも謙けん遜そんするんだから」

　一いつ瞬しゆんだけ困ったような表情で笑うマギさん。俺がはっとしてその顔を見ると、すぐに普ふ段だんの笑みに切り替かわる。

「さぁ！　ここからが鍛か冶じ師マギの腕うでの見せどころ。このウーツ鋼インゴットから剣けんを作り上げるんだから」

「マギさん。最後まで手伝いますよ」

「でも、ユンくんの手伝えることは……」

「炉ろの火力管理にＡＴＫ補助のエンチャント。それに途中で切れた場合の火属性耐性のエンチャントも必要じゃないですか？」

　マギさんには、万ばん全ぜんの状態で剣を作って貰いたい。俺の気持ちを汲くみ取ってくれたマギさんは、大きく頷うなずく。

「それじゃあ、お願い。魔ま法ほう炉にＭＰを注いで今の火力を維い持じして」

「分かりました。それと《付加エンチヤント》──アタック！」

　マギさんに物理攻こう撃げき上じよう昇しようのエンチャントを施ほどこし、俺は魔法炉の前に立ち手を当てる。

　自身のＭＰを注ぎ込み、火力を維持する燃料とする。

　また、炉に住む火妖よう精せいに頑張れ、と言いながらインベントリから取り出した軽いお菓か子しを渡して、炉の脇わきに積まれたトレントウッドの木炭を投入する。

「準備万ばん端たんです！」

「鍛冶師マギ。行くわよ」

　そして、マギさんは炉の前に座り、できたばかりのウーツ鋼インゴットを炉で熱して、金かな槌づちを振り下ろす。

　金属を折り曲げて作ったウーツ鋼インゴットを、今度は熱して柔らかくしてから叩いて形を整え、ロングソードの形へと近づけていく。

　マギさんに何度も物理攻撃上昇のエンチャントを重ね掛がけして作業をスムーズに行えるように補助を続ける。また、長い作業で切れた【属性軟膏エレメント・クリーム】の効果を補うために《属性付加エレメント・エンチヤント》で火属性耐性のエンチャント掛けも繰り返しながら、剣ができ上がるのを見守る。

　そして、最後の一ひと振ふりが下ろされ、【生命の水】が溜ためられた冷れい却きやく水へとウーツ鋼インゴットから鍛きたえ上げたロングソードを浸けて冷やす。

「完成、ですか？」

「一応は完成かな？　あとは柄つかと鞘さやを用意したりと細かい準備があるけどね」

　そう言って冷却水から出され掲かかげられたロングソードの刀身には、波打つ美しい木目状の模様が浮かび上がっている。

　鋼の白と金属に折り込まれた【積層炭】の黒の刀身を持つ剣は非常に硬くて丈じよう夫ぶな性質を持つ。





ダマスカスソード【武器】

ＡＴＫ＋75　ＤＥＦ＋37　追加効果：ＡＴＫボーナス






　まだでき立ての武器であるために、追加効果は殆ほとんど無いが、これから使い手の好みや目的に応じて追加効果が増えていくはずだ。

「ついに完成かぁ」

「ユンくん、お疲つかれ様さま。その武器の細かい調節や追加効果はタクくんにフレンド通信して決めるんだけど、その前にユンくんにも渡しておくね」

　そう言ってマギさんは、奥の棚たなから二つの木箱を取り出す。

　そのひとつひとつをそっと開けると、中にはそれぞれの武器が並んでいた。

　マギさんが取り出したのは、一本は黒鉄でできた黒光りする肉厚な長方形の刃は物もの。鉈なたや斧おののような刃物だ。そしてもう一本は、無ぶ骨こつな黒鉄製の武器とは違い美しい青い金属でできた片かた刃ば刀だ。その真っ直ぐな刀身と刃は文もんを持ち、切れ味を追求した刀は、鍔つばのないシンプルな作りをしている。

「マギさん。これって武器ですか？」

「ユンくんへの報ほう酬しゆうだよ。前に言ってたブルライト鉱石に対するものと今回の相打ちのお礼れい。ユンくんのことを考えて、全部、分類上は包丁だから」

「……ほう、ちょう？」

　どう見ても鉈と日本刀だ。黒鉄製の肉厚な鉈は、辛かろうじて中ちゆう華か包丁に見えなくもないが、反そりのない真っ直ぐな青い刀身の得え物ものは、どう見ても鍔のない日本刀だ。

　ブルライト鉱石に対する報酬ということだから、この刀の方はブルライト鉱石で作られたものだと推測できる。

「黒鉄で作った方は、単純に耐たい久きゆう力と攻こう撃げき力を重視した作りになってるわ。反面、重いから扱いは難しいかな。ブルライト鉱石は魔ま法ほう金属だから、完成したらそれ自体が追加効果を持っているから確認してみて」

　マギさんに促うながされて二振りの包丁のステータスを確認する。





肉断たち包丁・重じゆう黒こく【武器・包丁】

ＡＴＫ＋65　ＳＰＥＥＤ－15　追加効果：ＤＥＸボーナス




解体包丁・蒼そう舞ぶ【武器・包丁】

ＡＴＫ＋55　追加効果：ＤＥＸボーナス、水属性ボーナス（中）






　肉断ち包丁は重量級の包丁らしく切れ味は悪そうだが、重さで断ち切るタイプらしい。重くて振ふり回されそうだ。

　そして、解体包丁の方は、水属性ボーナスが中レベルという評価は中々に高いと思う。俺が作ったブルライトインゴットのアクセサリーが低レベルだったために、これは生産職としての腕の差か、それともインゴットの段階で水属性の属性石を合成したのか、色々と推測できる。

　どちらの武器も性能自体は非常に高く、既き存そんの包丁とも合わせて考えると──

　──速度重視でリーチの短い普通の包丁。

　──威い力りよく重視で重量系の肉断ち包丁。

　──片手と両手、マルチに扱あつかえてリーチのある解体包丁。

　状じよう況きように応じて三本の包丁を使い分けるのがいいのだろうが、近接戦せん闘とうで素早く装備を切り変えるのは難しい。そうだ、【空の目】による体感時間の延長の瞬しゆん間かんにメニューを操作して切り変えられないだろうか。と既存のセンスとの組み合わせを考え始める。

「マギさん。これ、振ってみてもいいですか？」

「どうぞ。それは、ユンくんのものなんだから」

　そう言われて、恐おそる恐る包丁を手に取る。

　ずっしりと重い肉断ち包丁を右手に持ってゆっくりと振るう。右、左、そして右へと振り、縦に横にと十字を切るように包丁を振るう。重いためにどうしても体が包丁を振った方へ流れてしまい、ふらつくのが欠点であるが、細かいコントロールを必要としない武器であるために、利き手とは逆の左手で持つにはちょうど良い。

　今度は、解体包丁を持ち上げると、光の当たり方で水に濡れたような艶つやを放ち、手の延長のように軽々と扱える。ただ、元々俺は剣の扱いなど知らず、センスのモーションアシストもない状態であるためにその振り方は素人しろうと剣けん術じゆつっぽく見えるだろう。

「さぁ、ユンくんもそろそろ準備をした方がいいんじゃないの？」

「準備ってグランド・ロック登頂のですか？」

　マギさんはこれから成功したウーツ鋼インゴットをサンプルにして、自身のレベルを高めることに集中しながらも、タクのダマスカスソードの調整に入るはずだ。

　だが、俺がやることは……

「高原エリアに沢たく山さんのプレイヤーが集まるって聞いたわよ。そこで需じゆ要ようが増えるのは──」

「消しよう耗もう品。ポーションとかのアイテムだけど他でも買えるのは……あっ!?」

　俺は思い出した、最近少しずつ安定し始めたが【蘇そ生せい薬】の数はまだ足りていないことを。

「ここで油を売っているよりもお店に戻もどって増産態勢に入らないと不ま味ずいんじゃない？　突とつ然ぜんの駆かけ込み需要とかを加味すると」

「あ、ありがとうございます！　すぐに【アトリエール】に戻って対策を立てます！」

　マギさんから受け取った肉断ち包丁と解体包丁をインベントリに回収して、【オープン・セサミ】を後にする。

　入り口でマギさんが見送ってくれていたので、俺も今日の経験についてのお礼を言い、【アトリエール】に走って戻る。

　帰って来た【アトリエール】は、普段通りの様子だが、ＮＰＣのキョウコさんにアイテムの売れ行きを確かめると少しだけ増え始めていた。

　その後もアイテムはどんどんと売れていき、生産スキルから短時間で作製して補ほ充じゆうするが、ついに素材が足りない状況になる。

　どうしようか。と困っていたら、今回の高原エリア攻こう略りやくに不参加の【アトリエール】の常連が、素材不足を聞きつけて直接売りに来てくれた。

　こうしたプレイヤー同士の繫つながりって、何だか心が温まるような気がする。

　そうこうしながら、俺自身もグランド・ロック登頂の準備を進めて、当日がやってきた。







　　　六章　グランド・ロックとコカトリス・キング







　俺はタクたちとパーティーを組み、グランド・ロック近くの高原エリア入り口で待機している。その場には、既すでに北側の崖がけを越こえて来た数十組のプレイヤーも待機しており、各おの々おの談笑している。

　時には、タクの知り合いのプレイヤーが近づいてきてタクと二、三言葉を交わしてから離はなれる光景を目にすると、タクの顔の広さを感じる。

　そして、俺のところに近づく人物がいる。

「お姉ちゃん！　頑がん張ばろうね！　私たちは地上のボスＭＯＢを可能な限り倒たおしてドロップアイテムを狙ねらっていくね！」

　そう言ってぷにっとした細い腕うでで力ちからこぶを作るミュウ。

「俺は、平へい穏おん無事に生き残れればそれでいいよ」

「むぅ、志こころざしが低い！　何だったらあの巨きよ大だいな岩山みたいなＭＯＢの撃げき破はとか目標に掲げようよ！」

「そんな無茶な……」

　俺は、ミュウに揺ゆさぶられながら、頑張ろうよ、やる気だそうよ、と言われ続ける。そんなミュウの肩かた越ごしに見えるミュウのパーティーメンバーが会え釈しやくしてくる。リレイの視線だけがやや危機感を覚えるものだった。

　他にもセイ姉ねぇとミカヅチたちのギルド【ヤオヨロズ】の精せい鋭えいまで集まっていた。

「あっ！　セイお姉ちゃんも来たんだ！」

　ミュウはすぐに俺からセイ姉ぇに抱だき付く対象を変えた。その結果、リレイの熱い視線もそちらにシフトする。

「セイ姉ぇたちまで来てたんだ」

「急きゆう遽きよね。【登山】センスを取得して参加するように言われてね」

　大変だったわー。とのほほんと答えるセイ姉ぇに対して、肩に担いだ棒を強く地面に突つき立てたミカヅチは、興味深そうに高原エリアを眺ながめながら俺に話し掛かけてくる。

「このエリアの第一発見者として何かアドバイスはあるか？」

「そんなの俺が欲しいくらいだよ」

　全く、と溜ため息いきを吐つきながら答える。俺だって全部の敵ＭＯＢを確認したわけじゃない。そういうことは事前に検証しているプレイヤーたちに尋たずねるべきだろ。と言えば、違いない、とミカヅチは笑った。

「まぁ、挨あい拶さつはこのくらいにして嬢じようちゃんも私たちも互たがいに頑張ろうじゃないか」

「だから、嬢ちゃんって言うな」

　俺たちは、いつもの軽いノリで挨拶を交わして離れていく。

　ちょうどタクの方の挨拶も終わって、タクが俺へと声を掛けてくる。

「さて、ユン。準備はできてるか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。タクの方はどうだ？」

「バッチリだ。剣けんも新調したんだ」

　そう言って木目模様が美しい長ちよう剣けんを掲かかげて見せる。今回の高原エリア攻略には、幾つかのグループがあり、その中でもグランド・ロック登頂を目指すプレイヤーには、【積層炭】採さい掘くつ目的のグループと、頂上のコカトリスのボスＭＯＢ討とう伐ばつ目的のグループが存在した。

　また、グランド・ロック以外にも高原のアイアン・カウやウォーロック・ゴート、それに未知の強さを持つライトニング・ホースなどのボスＭＯＢがいる。

「私たちは何を狙う？　最終的な狙いは全種類撃破だよね！」

「まずは、ウォーロック・ゴートからじゃないでしょうか？」

「ならうちら【ヤオヨロズ】は、アイアン・カウを狙うとするか」

「そうね。事前の予定通りにしましょうか」

　平地での戦闘では、誰だれがどこに散ってどの辺りの敵を倒すのかなど、少し緊きん張ちようしているプレイヤーには、適当な話題を振って肩の力を抜ぬかせたりと互いにその時を待つ。

　そして、高原エリアの外周部に咲さく名も知らない花の色がオレンジから赤へと変わり──

『ヴォォォォォォッ──』

　サイレンのような唸うなり声が響ひびき、岩山を背負ったグランド・ロックが高原全域に咆哮を響かせる。

　適度に緩ゆるんでいた雰ふん囲い気きが一気に引き締しまるのを肌はだで感じ、プレイヤーたちが次々と高原を駆けていく。

　高原の外周部より怒いかり状態のＭＯＢが集まる前に少しでもボスとの戦闘を有利に進めるために、数減らしの戦闘が各所で繰くり広げられている。

「凄すごいな。これは──」

「ユン！　グランド・ロックまで最短距きよ離りで突き進むぞ！」

　場の空気に圧あつ倒とうされていた俺は、タクの声に意識を引き戻されると同時に、パーティーメンバー全員に速度上じよう昇しようのエンチャントを施ほどこし走り出す。

　風を切って駆ける高原。その行く手を阻はばむＭＯＢの一団と接近しつつある。

「げっ……牛の群れかよ」

　爆ばく走そうするスチール・カウの群れに巻き込まれ、撥はねられ、ひき潰つぶされるプレイヤーも少なからず存在した。

　群れの先頭を走るアイアン・カウが真っ直ぐに進めば、すぐにでも俺たちと接せつ触しよくすることになる。

「──【ヤオヨロズ】が精鋭！　前へ！」

　乱戦の高原によく響く力強い女性の声。ワインレッドの赤あか髪がみを靡なびかせてスチール・カウの群れの真正面に立つミカヅチと、その後ろで杖つえを構えるセイ姉ぇの水色が目立つ。

　そして、スチール・カウの群れの進行を妨げるように武器を構えて、横一列の陣じん形けいで突とつ進しんを食い止める【ヤオヨロズ】の精鋭プレイヤーたち。

「ガルム・ファントムの突とつ撃げきに比べたら甘い！　遊ゆう撃げき部隊は、左右から攻こう撃げきを加えて足止めの後、即そく座ざに離り脱だつ！」

「私たち魔ま法ほう部隊は、魔法の準備！　遊撃部隊が離れた瞬しゆん間かんに一いつ斉せい発動！」

　大声を上げて先せん陣じんを切るミカヅチとミカヅチたちの後方でサポートをするために部隊に指示を出しているセイ姉ぇの姿。そして、ギルド【ヤオヨロズ】の精鋭プレイヤーたちが暴れまわるスチール・カウの群れを押し込めている。

「セイ姉ぇ……」

「私は、【ヤオヨロズ】の方に参加しているけど、ユンちゃんも頑張ってね」

「ああ、行ってくる！」

　柔にゆう和わな笑みを浮うかべて軽く手を振るセイ姉ぇに、背を向けて走り出す。直後に響く魔法使いたちの一斉攻撃が高原の一角を鮮あざやかに照らし出す。

　ＭＯＢと他のプレイヤーとの戦せん闘とうの間を抜けた俺たちは、グランド・ロックの背へと向かう。

　時折、プレイヤーたちの合間を抜けて襲おそってくるＭＯＢを先頭のタクとガンツの二人が瞬しゆん殺さつして突き進む。

　また、遠えん距きよ離りから放たれるメイジ・ゴートの魔法攻撃に対しては、ミニッツとマミさんが防ぼう御ぎよ魔法で防ぎ、上空から襲ってくるコカトリスに対しては、俺が矢を移動打ちしながら次々と撃げき墜ついする。

　ケイは殿しんがりとして、背後から襲ってくるＭＯＢの鼻っ面つらに盾たてで殴なぐりつけては足止めして逃にげ切る。

「やっぱりパーティーは、五人より六人の方が一人当たりの負担が少なくて楽だな！　それにユンちゃんは可愛いし！」

「そうね！　パーティーに足りない要素が加わって全体が上う手まく動いている！　それにユンちゃんは可愛いから」

　こんな乱戦の中でもガンツとミニッツは軽口を叩たたいている。確かに、パーティーの連れん携けいとしては悪くないが、そもそもタクのパーティーと組んでの冒ぼう険けん数はそれほど多くはない。

「あまり喋しやべっているな。グランド・ロックは目の前だ。すぐに取り付く準備をするぞ」

　こんな状じよう況きようでケイは、軽口を叩くガンツとミニッツを注意する。そんなケイをまぁまぁと宥なだめながらも、マミさんが飛来するメイジ・ゴートからの魔法を的確に風の障しよう壁へきで受け流す。

「さぁ、取り付くぞ！」

　地じ響ひびきを立てて歩行しているグランド・ロックに近づくと、すっと周辺のＭＯＢたちの気配が消え、怒りながらグランド・ロックを遠巻きに見ている。

　グランド・ロックの背中に取り付こうと多くのプレイヤーが苦労する中で、タクとガンツが先に飛び乗る。

　後から来る俺たちを受け止められるように、そして、六人が一緒に登れそうな場所を確保して、合図を送る。

　続いて回復役のミニッツと魔法使いのマミさんの二人を引き上げるために手を差さし伸のべる。

「ほら！　この手に摑つかまって！」

「は、はい！」

「分かっている。けど、結構タイミングが難しいのよね」

　マミさんは、はっはっ、と息を荒あらげながらも必死にグランド・ロックに併へい走そうするが、中々に飛び乗るタイミングを見み出いだせないでいる。その間に、壁かべ蹴げりの要領でジャンプしたミニッツが、タクとガンツの二人の手によって引き上げられる。

　マミさんも続こうとするがタイミングが摑めずに、次は行かなきゃ、とタイミングを計る頭が前後に揺れている。

　小学生の頃ころにやった大縄なわ跳とびで飛び込むタイミングを摑めなかった人と似た動きに、頑張れ、と心の中で応おう援えんする。

　しかし、俺の応援は、面白い方向に裏切られる。

「マミ。無理をするな。少し失礼するぞ」

「えっ？　ケイ！　ちょっと下ろして！」

　後ろから足元を掬すくい上げるようにマミさんを抱だき抱かかえて走るケイ。

　重量級の装備を着けて、更さらに、小こ柄がらな女の子とはいえ人一人を抱えて併走し始める。

「ケイ！　下ろしてよ！　恥はずかしい！」

「舌を嚙かむぞ。それに、落ちないように俺の首にしっかりと腕うでを回しておけ」

「えっ、きゃっ！」

　日頃は寡か黙もくな大男が眼鏡めがねを掛けた大人しい女の子を片腕でお姫ひめ様抱っこしている状況で、一気に走る速度を上げる。

　マミさんの恥ずかしそうな、それでいて驚おどろいたという可愛い悲鳴を無視して、戦士としてのステータスを駆く使しして一気に跳ちよう躍やくする。

　タクたちが駆け上がった場所よりやや低い場所に飛び乗ることができた二人。

「最後は、ユンだ！」

「あ、ああ……」

　ケイって意外と積極的なのか、と思いつつ、グランド・ロックの岩を蹴けってタクの手を摑むと上へと引き上げられる。

　それと同時に、グランド・ロックが大きな足あし踏ぶみをして、岩山全体が大きく揺ゆれる。

「おっと……大丈夫か？」

「……大丈夫。それよりケイとマミさんは？」

　揺れと引き上げられる勢いのまま、俺はタクの胸に頭を押し付ける結果になったが、特別な感情が生まれるはずもなく、先に登っていった二人の方が気になる。

　一段下の足場にいたケイとマミさんは、ケイが下からマミさんを持ち上げてそれを上からミニッツが引っ張り上げて一緒に登って来た。その後、ケイも自力でよじ登り、全員が揃そろうことができた。

「ケイ。何を嬉うれし恥はずかしな行動をしてんだよ！　爆ばく発はつしやがれ！」

「いや、そのだな。……悪かった」

「えっと、あっと……別に嫌いやじゃないです。驚いただけで……その、ありがとう」

　小さく呟つぶやくように答えるマミさんの言葉に、ケイは気恥ずかしそうに頭の後ろを搔かく。

　それを見たガンツが睨にらみながらケイの脇わきを小こ突づく様は、嫉しつ妬とに狂くるう男の姿で、パーティー内で苦笑が零こぼれる。

「タクは、何を笑ってるんだよ！　ユンちゃん引き上げる時に抱だき留めてたんだよ！　お前だって戦犯だ！」

「はぁ？　ユンって……こいつは、なぁ……」

　タクが俺を微び妙みような表情で見る。俺も何となく言いたいことが伝わってきた。ゲームでは女性モデルだがリアルの俺は男だ。だから、そんな二人に何ら特別な感情も入り込む余地はないのだが……

「なんだよ！　そんな、俺たち通じ合っていますみたいな雰囲気出して！　リアル幼おさな馴な染じみ美人三姉妹と知り合いで美少女のユンちゃんが近すぎて普ふ通つうな存在ってか！　クソ、青春しやが──『ガンツ、煩うるさい』──っ!?」

　俺が事実を訂てい正せいしようとしたところで、ミニッツがガンツの後頭部を武器であるメイスで叩いて黙だまらせる。

　また訂正する機会がなくなった、と俺が小さく溜ため息いきを吐ついたところで、フィールドの小高い丘おかの上に眩まぶしいほどの閃せん光こうが走り爆ばく音おんが空気を震ふるわせる。

「な、なんだ!?」

「ありゃ、普通のボス戦じゃないぞ！　ユン、確認してくれ！」

　何とか閃光の収まったフィールドを見み渡わたして、発生の原因を確認する。

　ミュウやセイ姉ぇたちが戦っている高原の台地では幾いく度どとなく閃光が走り、三度目の爆音でその存在を捉とらえた。

「ライトニング・ホースに喧けん嘩か売った奴やつが一いつ瞬しゆんで消えたぞ」

　文字通り、雷らい光こうが走り、直後に纏まとめて薙なぎ払はらわれるプレイヤーたち。運よく生き残っても、いつの間にか背後に回っていたライトニング・ホースの雷らい撃げきを直じかに受けて倒たおれていく。

「……マジか？」

「アイアン・カウやウォーロック・ゴートより強いぞ。って言うか、目がチカチカして痛い」

【空の目】は、遠視能力を持つ一方、逆に見えすぎて強い光で視界を潰されてしまう。今回は、遠くで巻き起こる閃光と爆音に、手を翳かざして光の量を調節しながら見ているためになんとか確認できている。

　タクは遠くの状況を更に知りたそうにこちらを見てくるが、それを妨さまたげる存在がいた。

「タク、左上方からコカトリスが接近しているぞ！」

　明るい夕空の下に白い体が良く見える。ケイが真っ先に発見すると、全員に警けい戒かいの声を上げる。

「もっとライトニング・ホースの動きを観察したかったけど……ユン、今回は諦あきらめる！」

「分かった！　なら、俺が先制する！」

　すぐさま、ライトニング・ホースから視線を離はなしてコカトリスに向けて矢を放つ。

　更に数が増え始めるコカトリスに対して、ケイがスキルを発動させる。

「こっちだ！　──《ヘイト・アクション》！」

　ケイの体から紫むらさき色いろの波は紋もんが広がり、それを受けたコカトリスを包み込む。

　グランド・ロックの影えい響きようで狂きよう暴ぼう化したコカトリスがケイを狙ねらい始める。

「ミニッツ。迎げい撃げきに出る」

「わたしの準備はいいよ！」

　ミニッツとマミさんがケイへと襲い掛かかるコカトリスに魔法を放つ。

　マミさんは、風の障壁でコカトリスの攻撃を阻そ害がいしつつ、魔法で次々と撃うち落としていく。

　そして、その障壁を抜ぬけたコカトリスは、ミニッツの収束光線で撃ち抜かれ、更にそれも潜くぐり抜けた個体は、タクやケイ、ガンツの攻こう撃げきで倒される。

　俺は遠くから、ケイのスキル効果を受けなかった個体を積極的に狙い、矢で撃ち抜いていく。

「ライトニング・ホースの戦いに気を取られたけど、どこもかしこも戦いが始まっているな」

　見上げるグランド・ロックの背の大岩山では、白い粒つぶのようなコカトリスが次々と飛び立ち、山道のような道を登って来るプレイヤーに襲い掛かっている。

「さて、他の奴らも登り始めているんだ。俺たちも遅おくれを取り戻もどさないとな」

　タクの言葉に全員が頷うなずき、歩き始める。

　目指すは、グランド・ロックの頂上。未み踏とうの場所を睨むように俺は見上げる。
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　次々と襲ってくるコカトリスを退しりぞけながら、俺たちはグランド・ロックの背の岩山を駆け足で登っていく。

　変則的な環かん境きようでの戦せん闘とうが困難であるために、山側に後衛の俺とミニッツとマミさんを配置し、崖がけ側からの襲しゆう撃げきに備えるように前衛のタク、ケイ、ガンツが並んで二列で進んでいる。

　ほぼ二人一組の状態で、前衛がそれぞれの後衛を守る形になっている。

「タク、左下方よりコカトリスが接近！　数は四体！」

【空の目】と【看破】の組み合わせで視認されるコカトリスに俺が先制して矢を放つが、一体を撃ち落とすも、三体が接近する。

「ケイ、頼たのんだ！」

「任された！　──《ヘイト・アクション》！」

　ケイは、紫色の波紋を広げるスキルを発動する。これにより接近してきたコカトリスのヘイト値を高めて引き付ける。

　挑ちよう発はつ系のスキルである《ヘイト・アクション》は、周囲の敵の敵てき愾がい心であるヘイト値を稼かせぐスキルだ。同じような盾たて系スキルの《コーリング・シールド》とどう違ちがうのか？　と尋たずねる、単独でも使いやすいか、同一スキルが複数集まることで効果を高めるか、の違いがあるらしい。

　普ふ段だん気にしないヘイト値の管理をケイに任せて、俺とミニッツは補助に回ってタクとガンツ、マミさんが次々とコカトリスを倒していく。

「ユン。ナイス、索さく敵てき！」

「俺は、殆ほとんどなにもしてないから。一番の仕事はケイだろ。それより、大だい丈じよう夫ぶか？」

　暴走状態のコカトリスの襲撃が一いつ旦たん収まったのでパーティーの様子を確かめるが、慣れない環境での変則的な戦闘に少し疲つかれが見える。

　戦闘でのイニチアチブを取れない地理的不利。

　蓄ちく積せきするダメージや慣れない足場のために、駆け足でも進みは遅おそい。

「タク、どうする？　そろそろ一度休きゆう憩けいを挟はさむか？」

「そうだな。既すでに中層辺りまで登ってそうだし、このまま道が続いているか分からないからな。ちょうどいいスペースを見つけたら休むか」

　俺の提案を受け入れたタクは、すぐに休憩できるスペースを見つけて、十五分の短い休憩をとる。

　普段のパーティーならこういう休憩のタイミングで鉱石の採さい掘くつなどをするのだが、流石さすがにいつ襲おそってくるか分からないコカトリスに対して、そのようなリスクのある行動は取りたくない。座り込んで休んでいる俺は、仕方なくインベントリから森で集めた果物くだものを取り出す。

　その果物へと無意識に視線を送って来るミニッツとマミさんを目にする俺とタク。

『ユン。悪いけど、分けてやれるか？　モチベーションを向上させると思って』

『こんなところで食べ物を独どく占せんなんかしないって。別に固こ執しゆうしているわけじゃないから』

　周囲を警戒しているタクからこっそりとフレンド通信が繫つながり、俺は、取り出した【サムヤマブドウ】と【山さん岳がくリンゴ】を二人に差し出す。

「疲れた時は、甘いもの。って言うからな。それにできる時に満腹度を回復しておいた方がいいよな」

　それを受け取るミニッツとマミさんは、まず【サムヤマブドウ】を一ひと粒つぶ口に含ふくんで甘さに顔を綻ほころばせ、次に少し大きめの【山岳リンゴ】を両手で包み込むようにして小さい口で食べ始める。

　ガンツとケイには、警戒しながらでも食べられるサンドイッチを渡わたして、タクには水すい筒とうからコップに紅茶を注いで渡す。

「やっぱりユンは気が回るな」

「一応、俺にできる範はん囲いでの準備はしてきたつもりだ」

　ポーションに蘇そ生せい薬、状態異常バツドステータス回復薬、食べ物などなど。インベントリ内には様々なアイテムが納められている。

「流石、サポートキャラを自じ称しようするだけあるな」

　ニッと笑みを浮うかべて紅茶を一気に飲み干すタク。返されたコップを片付けてから俺も【サムヤマブドウ】を口に含み、甘さで少し元気を取り戻す。

　そして、十五分の休憩を終えて再び頂上を目指して登り始める。

　途と中ちゆう、作られた山道ではなく最短コースを登ろうと悪あく戦せん苦く闘とうするプレイヤーを発見したり、一段下にある同じような山道を登ってくるプレイヤーにコカトリス接近の警告をするなどしながら自分たちのペースで登っていく。

　グランド・ロックの移動による断続的な揺れに気をつけながら、着実に前へと進んでいく。

　何度か休憩を繰くり返し、その度に【サムヤマブドウ】や【山岳リンゴ】の他に、数の少ない【トゥーの実】も取り出して渡す。梅みたいな【シユの実】は、何らかの加工をしないとそれほど美お味いしくないが、杏あんずみたいな【トゥーの実】は柔やわらかくて甘く、ちょうど俺を含めた全員が口にできるだけの数があった。

「あははっ……また集め直さないとな」

　休憩の時、ぼそりと呟き、そのあと時間をかけてグランド・ロックの三分の二を登り切った。

　ちらほらと岩いわ肌はだに作られたコカトリスの巣を見ることができるが、中層から上層への境目に何か見えない壁かべがあるように、コカトリスは途中で引き返してくる。

「あそこからが上層ってことはコカトリスのボスＭＯＢがいる、ってことだよな。全員、気を引き締しめて進むぞ。ケイとガンツは互いのパートナーをしっかり守れ！」

　ガンツは、ミニッツに目配せして、ケイはマミさんを隠かくすように盾を構え直す。

　俺もタクの後ろに付き、上を見上げるが、コカトリスのボスＭＯＢの姿は確認できない。

　俺たちが慎しん重ちように進む中で、先行して進んでいたプレイヤーたちの激しい戦闘音が、一段上の山道から響ひびいてくる。

「この上で戦闘しているらしいな」

「ってことは、この上にコカトリスのボスＭＯＢがいるって可能性──!?」

　見上げていると何かが上の足場から撥はね飛ばされて落ちてくる。

「「全員、岩肌に体を密着させろ！」」

　俺とタクが同時に声を上げると、全員が体を岩山に寄せる。

「──ぁぁぁぁぁああああああああああぁぁぁぁぁぁぁっ──」

　すると、重力に従って落下していくプレイヤーが俺たちの脇わきを通り過ぎていく。

　飛行能力を持たないプレイヤーは、落下を止める術すべを持たず、そのまま一瞬で遥か下へと落ちていく。

　名前も知らないプレイヤーと一瞬だけ目があった。落下の恐きよう怖ふに引き攣つった表情を浮かべて、そのまま落ちていく。

　タクの押さえが離れた瞬しゆん間かん、俺は反射的に崖の方へと一歩踏ふみ出す。

「ユン。そっちに行くな！」

　俺は、タクが止めようとする手をすり抜けて、【空の目】で崖下を覗き込む。

　すると、直後に白い塊かたまりが上じよう昇しようしてきて目の前スレスレを通り過ぎた。俺は尻しり餅もちをついてそれを見上げる。

「ユン。戻れ！」

「あ、ああ……」

　俺が落下していったプレイヤーの表情しか見ていなかったのに対して、タクは他の細かいところに注意を払はらっていたようだ。それは、落下していったプレイヤーを追う存在。

　俺は、センスに頼たよった索敵をしていたために気が付くのが遅れたのだ。

　そして見上げる先には──

『クケェェェェェッ──』

　崖下から上昇してきた甲かん高だかい声を発する存在。猛もう烈れつな速さで風を巻き上げながら、何か大きなものをその脚あしに摑つかみ、見上げる先で滞たい空くうしている。

　巨きよ大だいだが、スマートに絞しぼられた鶏にわとりの白い体。特とく徴ちよう的な黄色い大きな鶏冠とさかと蛇へびの尻尾しつぽ。口から火か焰えんを小さく吐はき出すボスＭＯＢ──コカトリス・キングが現れた。

　コカトリスのボスＭＯＢの脚先を見れば、先ほど落下していったプレイヤーの胴どう体たいをしっかりと捕とらえていた。

　既に自由落下の恐怖でぐったりとして反応を示さないプレイヤー。そしてコカトリス・キングは、彼を捕えていた脚に力を込めて一いつ瞬しゆんで握にぎり潰つぶし、俺たちの目の前でそのプレイヤーは、粒りゆう子しを散らして消えていった。

　目の前で起きた衝しよう撃げき的な光景に、すぐには反応できなかった。

「あ、ああ……」

　俺の喉のどの奥から掠かすれた声が零こぼれる中で、コカトリス・キングの羽ばたきがカマイタチを生み出し、それが俺たちに襲い掛かかって来る。

　狙ねらいを定さだめない広こう範はん囲いの攻撃は俺の背後の岩肌にぶつかり、突風となって俺の背を押す。

「あっ……」

　岩山側に寄っていれば、耐たえられた攻撃。しかし崖際ぎわに立っていたために俺は宙へと投げ出された。

　命いのち綱づなも足場も摑つかまる出っ張りもなく、俺の手が宙を搔かく。

【空の目】の体感時間で引き延のばした空間では、まるで無重力のように感じながらも少しずつ下がる景色の中で、タクがこちらに駆け出してくるのが見える。

　馬ば鹿かだな、俺なんて見捨てればいいのに。と思う間にも空中でタクが俺の手を取った瞬間に体感時間が元に戻もどる。

「ひっ、きゃぁぁぁぁっ──」

　二人とも宙に投げ出された状況で、俺の口から溢あふれ出る悲鳴と共に、俺は空中でタクに片手で引き寄せられ、タクはもう片方の手で目の前の岩肌に剣けんを突き立てる。

　がりがりと嫌いやな音を立てて落下が減速し出すが、剣が耐え切れずに半ばから折れる。

　だが、その一瞬で俺の悲鳴が止まり、考える時間が十分に取れた。

「──【クレイシールド】。──《マッドプール》！」

　真下へと投げた【クレイシールド】のマジックジェムの発動地点に近い岩肌から垂直に土つち壁かべが生える。そして、マジックジェムで生み出した土壁に地属性の《マッドプール》を発動して衝しよう撃げき緩かん和わ材とし、二人でその中に落ちる。

　体を貫つらぬく衝撃。手て離ばなしそうになる意識を何とか繫ぎとめていると、泥どろの土壁が勢いを押し殺し、一段下の山道のところで落下が止まる。

「…………」

「……タク。生きてるか？」

「返事がない、ただの屍しかばねのようだ」

「冗じよう談だん言えるなら大丈夫だな」

　緊きん急きゆう用に生み出した【クレイシールド】の足場と衝撃吸収のマット代わりの《マッドプール》。この魔ま法ほうとアイテムの組み合わせで落下ダメージを抑えはしたものの、二人ともＨＰの半分以上は削けずられた。特に落下した時、下した敷じきにしたタクのダメージは酷ひどくＨＰの九割を切る瀕ひん死し状態だ。

「ほら、タク。ハイポーションで回復するけど、すぐに動けるか？」

「ああ、ステータス面では問題ない。不幸中の幸いか、状態異常バツドステータスに掛からなかったのが大きいな」

「状態異常バツドステータス？」

「落下ダメージで【気絶】の状態異常バツドステータスを引かなかったのも運がいい。二人とも動けなかったら、今いま頃ごろ、コカトリスにやられてた」

　直前に食べた果物の状態異常バツドステータス耐たい性せいの一時的な付ふ与よ効果。それとタクに渡した【黒のガードリング】の小さな効果が効いたのかもしれない。

　そして、俺とタクが見上げた先には、コカトリスの群れが上層と中層の間に集まっていた。

「げっ、岩山の中層まで落ちたのかよ」

「そういうことだ」

「全く、タクは無茶する。お前は、パーティーリーダーなんだぞ。俺なんか見捨てても良かったのに」

「はぁ？」

　俺の呟つぶやきにタクが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せている。それに気づかずに俺は言葉を続ける。

「俺は、ここでリタイアだな。エンチャントや強化アイテムを使えば、タク一人だけならあのコカトリスの群れを突とつ破ぱしてガンツたちと合流できるだろ」

「ちょっと待て。なんで俺がユンを置いていくことになるんだ」

「今の状じよう況きようだと俺は足あし手で纏まといになる。それに、俺は俺で鉱石の採さい掘くつでもして時間を──」

「ユン！」

　タクは不ふ機き嫌げんを隠そうともせずに、真正面から俺の肩かたを摑んでくる。

「俺は、ユンが必要だから呼んだんだ。お前が必要だ──ここでリタイアさせたくないんだよ」

　そんな熱ねつ烈れつな説得は、女の子に対してやるものだろ。と呆あきれてしまう。

「全く、またお前に振ふり回されるのかよ。少しは廃はい人じんプレイヤーに必死でついていく俺に配はい慮りよしろよな」

「それじゃあ……」

「最後まで付き合ってやるよ」

　俺は、溜ため息いきを吐きながらもタクの説得に応こたえる。とはいえ、一度中層付近まで降りたために普ふ通つうに登っていては時間的な余よ裕ゆうがない。

「ここからは力業だ。行けるか、ユン」

「大だい丈じよう夫ぶだ。《クレイシールド》の足場を使って最短コースで登り切る！」

　螺ら旋せん状に作られた山道を進むよりも短い距きよ離りを進むための足場を生み出す。

「いくぞ！　──《ゾーン・クレイシールド》！」

　見上げた岩肌に垂直に生まれる互い違いの十枚の土壁。

　俺たちは、登山用の装備に身を包み、命綱で繫つながって、その足場を真上へと登っていく。

「タク、コカトリスが向かって来たぞ！」

「このまま突き進む！」

　十枚分の土壁を何度も生み出して距離を稼ぎ、上層と中層の境に集まるコカトリスを斬きり捨てながら先行するタク。

　多くのコカトリスを斬ったタクがコカトリスの敵てき愾がい心を一身に集めるので、コカトリスたちはみんなタクへと向かっていく。

「邪じや魔まするな！　──《ゾーン・ボム》！」

　崖がけ登りで両手は使えないが、魔法は使える。俺は視界に捕捉した四匹ひきのコカトリスを同時爆ばく破はして退しりぞける。

　それを繰くり返し、無理やりの突破で上層へと辿たどり着つく。
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　辿り着いた上層では、至るところで様々な魔法・スキルの発動による光がチラつき、極ごく彩さい色しきの光を見ることができた。

「タク！　ガンツたちはどこなんだ」

「分からん。けど、コカトリス・キングって何体もいるんだな」

　光の発する位置から考えるに、各山道の終着点でボスＭＯＢのコカトリス・キングが待ち構えていると思われる。ガンツたちがどの山道のコースにいるのか分からない今、下へ手たに登ると別のパーティーの戦せん闘とうに巻き込まれかねない。

「とにかく、登って確かめるしか──っ!?」

　崖の下から飛び出してきた影かげに、俺とタクはコカトリス・キングの襲しゆう撃げきを想定して岩山に体を寄せる。

　そして、その影に乗る知り合いが俺たちに声を掛けて来た。

「ふぅ、まさか二人が落ちてくるとは思わなかったけど、その復帰リカバーで最短距離を強きよう行こう突とつ破ぱするとも思わなかったわ」

「そのお蔭かげで私たちも手て薄うすになったところから突破できたんだからいいんじゃない？　【素材屋】さん」

「エミリさん！　それにマギさんも！」

　二人が乗るのは、複数の透とう明めいな羽根を生やしたムカデのようなＭＯＢだ。【合成】センスでムカデと何らかの昆こん虫ちゆうを合成した結果だろう、飛行能力を持った幅はば広ひろの胴体を持つ合成ＭＯＢのムカデがうねりながら空を飛んでいる。

　二人は、俺たちの傍そばに飛行ムカデを寄せて着地する。

「二人は、どうしてここに」

「それは私がエミリちゃんに誘さそわれたからよ。少しでもウーツ鋼の素材が欲しいからね」

「私は、【素材屋】としての仕事よ。改良した飛行型の合成ＭＯＢの実験と素材回収」

　まぁ、その途と中ちゆうで二人が落ちてくるのを確認したわけだけど、と言ってくる。

「それじゃあ、エミリちゃん。後で回収よろしくね」

「わかったわ。それじゃあ、私は一ひと先まず上を目指すわ。ほら、二人とも乗って」

「「……？　どういうことだ」」

　飛行ムカデの背に乗るように促うながすエミリさんに俺とタクが同時に首を傾かしげる。

「パーティーと合流するんでしょ？　なら、これで上から探した方が早いわ」

「サンキュー。助かる」

　タクは、何の躊躇ためらいもなく飛行ムカデの背に飛び移る。俺も恐おそる恐るタクの後ろに乗り、ムカデの甲こう殻かくの隙すき間まに指を引っ掛けるようにして摑つかまる。

「送り届けるだけだから。それとタクくんからは、後で対価を貰もらうから覚かく悟ごしといてね」

「なんで俺だけなんだよ！　まぁ無理のない範囲なら任せろ！」

「それじゃあ、一気に行くわよ！」

　エミリさんの指示で飛行ムカデは、頂ちよう上じようを目指して垂直に飛び始める。マギさんに見送られボスＭＯＢのコカトリス・キングといくつもの広場を越こえて上じよう昇しようし、ガンツたちを探す。

「みんなは、どこだ？」

「タク、あそこにいる。《空間付加ゾーン・エンチヤント》──ディフェンス、マインド！」

　俺たちが見下ろす場所では、盾たてを構えるケイがコカトリス・キングの攻こう撃げきを必死で受け止めている。

　俺が最優先でケイに二重の防ぼう御ぎよエンチャントを施ほどこすと同時に、タクが飛行ムカデから飛び降りる。

「ちょ、タク!?」

　タクは、ムカデの背を足場にした跳ちよう躍やくでコカトリス・キングの真上へと跳とぶと、落下の勢いを利用してその背に長ちよう剣けんを突き刺さす。

「さぁ、俺の復帰カムバツクだ！　とっととボスを倒たおすぞ！」

「タク、ユン！　来るのが遅おそいぞ！」

　盾を構えていたケイが声を上げる。ガンツもミニッツもマミさんも俺たちの帰き還かんを喜び声を掛かけてくれる。

　俺はタクのような無茶はできないためにエミリさんに飛行ムカデを後衛の側そばに近づけて貰い、そこから地面に降り立つ。

「エミリさん、ありがとう」

「いいのよ。私は、巻き込まれない内に退たい避ひするわ」

　そう言うと、飛行ムカデが大きくうねり、急降下して退避する。

　俺は、改めてガンツたちが対たい峙じするボスＭＯＢのコカトリス・キングへと目を向ける。

　コカトリス・キングの残りＨＰは、約六割。パーティーはケイを臨時のリーダーとして安定したダメージを与あたえていたようだ。

「もしかして、俺たちって必要なかった？」

「そんなことない！　ユンちゃんが戻もどってきてくれて嬉うれしい！」

　俺たちを出で迎むかえてくれたミニッツ。そして、マミさんも魔法をコカトリス・キングに放ちながら頷うなずいている。

「それにしてもよくこの短時間でここまで戻ってこれたな。それに今のは……」

「あはははっ……あれは、まぁ、追おい々おい説明するよ」

　ケイの視線は、エミリさんとその飛行ムカデの去った方向を見ていた。主に、タクが合流したインパクトの方が大きかっただろうが、エミリさんも十分に印象を残したようだ。後で説明しないと。

「さて、タク、これからどうする」

　臨時でパーティーリーダーを務めていたケイだが、その役目をタクに返そうとしている。それを止めたのはタクだ。

「指揮はケイが続けろよ。俺は遅おくれてきたんだ。一パーティーメンバーとして動く」

「……分かった。ユンとマミを中に、残り全員で円えん陣じんを組んで対空防ぼう御ぎよ！　ユンとマミは、対空攻撃。ミニッツは光魔法で防御だ」

　ケイが再び指示を出すのとほぼ同じタイミングでコカトリス・キングが空へと逃のがれ、上空からの攻撃を狙ねらっている。

　俺とマミさんを囲んでコカトリス・キングへと対峙するタクたち。その中心で俺とマミさんが、矢と魔ま法ほうを放つが、コカトリス・キングは鶏にわとりの姿に似つかわしくない俊しゆん敏びんな動きでこちらの攻撃を回かい避ひしていく。

「攻撃に耐たえろよ！　──《ワイド・ガード》！」

　盾を構えたケイがパーティー全体の防御力を底上げする防御系アーツを発動し、防御エンチャントと合わせて、コカトリス・キングの起こす暴風に備える。

　直後コカトリス・キングの口から放たれる広こう範はん囲いのブレス攻撃が俺たちを襲おそい、周囲の空間で荒あれ狂くるう。

　ミニッツの防御魔法と円陣を組む前衛たちが体を張って暴風を受け止め、その中心で後衛の俺たちが守られる。

　ブレス攻撃が弱まるタイミングで俺とミニッツは、ポーションと回復魔法を使用して、前衛のＨＰを回復し、前衛が防御のための円陣を解く。

「ユン。やつを引き摺ずり下ろせ！　タクとガンツは、やつが落ちて来たところを狙え！」

「了りよう解かい。──《連射弓・二式》！」

　俺は、空を飛ぶコカトリス・キングの動きを予測して、連続して矢を放つ。それも、動きを止めて地面に引き摺り下ろすための【麻ま痺ひ】や【眠ねむり】、【気絶】といった状態異常バツドステータスを引き起こす薬を合成した矢を次々と放つ。

　その内の一本が突き刺さり、コカトリス・キングは飛ぶ勢いをなくして地面へと落ちる。

「行くぞ！　ガンツ！」

「ああ、今がチャンス！」

　地面に落ちたコカトリス・キングが動けない隙すきにガンツとタクが連撃を放つ。ガンツが全身を使った打だ撃げき攻撃でダメージを与え、タクがダマスカス・ソードで切り刻んでいく。

　ケイは、後衛を守るために遠えん距きよ離り系アーツで攻撃に加わり、俺とマミさんがそんな前衛の動きの間を縫ぬうようにして矢と魔法攻撃を当てていく。

　まもなく状態異常バツドステータスが解けたコカトリス・キングが再び空へと逃にげようと飛び上がる。

「前衛は戻ってブレスに備えろ！」

　再び、円陣を組むために戻るタクとガンツ。だがコカトリス・キングは、ＨＰが残り僅わずかになったところで新たな動きを見せる。

「──っ！　全員、散れ！」

　組み直した円陣へと頭上から飛び込んでくるコカトリス・キング。密集隊形から転がるようにして逃げ出すが、俺は暴れるコカトリス・キングの蹴けりを肩かたに受けて大きく吹ふき飛ばされる。

「っ!?　弓が！」

　吹き飛ばされた勢いで手に持っていた長弓が崖際ぎわまで吹き飛んだ。一いつ瞬しゆんでパーティーの連れん携けいが崩くずされる中で、コカトリス・キングが回復役のミニッツに狙いを定さだめている。

「ミニッツ！　逃げろ！」

　ガンツの声が響ひびく中で、コカトリス・キングの振ふり上げた前まえ脚あしとミニッツとの間に俺が飛び込む。

　振り下ろされた前脚の一いち撃げきに、ぶ厚い鉄板を叩くような鈍にぶい音が辺りに響き渡わたる。

「──ユンちゃん!?」

「痛っ、けど流石さすが黒鉄製の包丁。硬かたくて丈じよう夫ぶだ」

　コカトリス・キングの一撃によろけながらも、なんとか肉断たち包丁の側面を盾にして攻撃を受け止める。

　弓が手元にない状態でパーティーの連携も崩れた。だが──

「──こっちだって、ただ後衛でサポートしかできないわけじゃない！　万が一の場合は肉にく壁かべになる準備くらいできているんだよ！」

　俺は、声を上げながら、大おお振ぶりで肉断ち包丁を振るい、コカトリス・キングの蹴りや翼つばさの打だ撃げきを真っ向から受け止める。

　ステータスで劣おとっているために攻撃は押され気味だが、そこはＤＥＸで器用に受け流して回避しつつ、パーティーの態勢が整うタイミングを待つ。

「ユン。そのままタクと一いつ緒しよに攻せめろ！」

　ケイとガンツがミニッツとマミさんを守りパーティーの態勢が整った。だが、コカトリス・キングの残りＨＰを考えると、俺は後衛に戻らずこのまま攻撃を続けて仕留めろとケイが指示を出す。

「なら、とっとと首切り落としてやる！」

　タクの参戦で、こちらの攻撃がコカトリス・キングの攻撃を手数で上回る。

　そして、俺はコカトリス・キングの攻撃を避よけて目の前まで接近し、分厚い肉断ち包丁でその首に斬きり付ける。力任せの一撃は、ステータスが足りずに最後まで振り切れず、首の途中で止まってしまう。

　コカトリス・キングの首から包丁を引き抜ぬいて連撃する技量のない俺は、あっさり肉断ち包丁から手を離はなし、インベントリから解体包丁を取り出す。

「ユン！　決めるぞ！　俺の攻撃に合わせろ！」

「わかった」

【空の目】によって引き延ばされた体感時間の中で、タクの斬撃と同時に解体包丁での斬撃をコカトリス・キングの胸に刻む。そして、振り抜きざまに振り返り、その背にタクと共に更なる一いつ閃せんを叩たたき込む。息の合った連撃は、連鎖チエーンによるダメージボーナスを得て、コカトリス・キングに大きなダメージを与える。

　そして最後に、俺とタクがコカトリス・キングを引きつける間に作り上げた時間で、マミさんが最大火力の魔法を作り出し、コカトリス・キングに放つ。

『クケェェェェェッ──』

　コカトリス・キングの断だん末まつ魔まの叫さけびが、魔法の業ごう火かの中から発せられて、次第にその炎ほのおの勢いに搔かき消されていく。

　ボスとしては、弱めの部類に感じるが、色々とあり過ぎて疲つかれた。

　コカトリス・キングに突つき刺した肉断ち包丁や吹き飛ばされた長弓を回収したら、やっと一息吐つくことができる、という思いで一いつ杯ぱいだった。







　　　終章　不思議な休きゆう憩けい所と体内ダンジョン







「ああ、グランド・ロックの暴走が収まり始めたか」

　じりじりと沈しずんでいく太陽の様子をグランド・ロックの背から眺ながめる俺は、黒鉄製のピッケルを担かついで呟つぶやく。

　ボスのコカトリス・キングを倒したことによって、再出現リポツプしたボスを含ふくむ全てのコカトリスがボス討とう伐ばつパーティーに対して、ノンアクティブＭＯＢとなった。

　そのことが判明して、コカトリス・キングが出現しているグランド・ロックの活動時間内になるべく多くのプレイヤーがコカトリス・キングを倒せるようにタクたちが助すけっ人とに入った。

　上層まで辿たどり着つくもボス戦を諦あきらめたプレイヤーたちを中心に即そく席せきパーティーを組んでボス狩がりを続ける。その間、俺はパーティーから離り脱だつして、上層部の採さい掘くつポイントを探しては掘ほり返し、時にはコカトリスの巣から卵などの有用なアイテムを採取していた。

「ユンくん、お疲れ様さま」

「どんな調子？」

「あっ、マギさんにエミリさん。結構、採とれましたよ」

　声を掛かけられ振ふり返る先には、タクたちの助っ人によってコカトリス・キングを倒たおしたマギさんとエミリさんがいた。

　二人もコカトリスがノンアクティブ化したことで安全に採掘できるようになり、互たがいに別々の場所で鉱石を集めていた。

「ここっていいわね。下層は決まった鉱石しか出ないけど、上層だと多くの種類の鉱石が採れる」

「換かん金きん率も高いから【錬金】と【合成】センスの研究費稼かせぎには良いわね」

　マギさんとエミリさんは、十分に鉱石を手に入れたようだ。

　俺は、マギさんたちと話しながらコカトリス・キングの巣らしき枯かれ草くさの巣の中に入り込み、有用なアイテムを探す。

「けど、毎回この岩山を登って集めに来るのは大変ですよね」

　俺の言葉に、それは同意する、と頷く二人。

　そして、何の気なしに眼下の高原を見み渡わたせば、粗あら方かたの敵ＭＯＢを倒しつくして、残すボスは、高原の主ぬしであるライトニング・ホースと超ちよう弩ど級きゆう陸りく亀がめ型ＭＯＢのグランド・ロックしかいない状じよう況きよう。ライトニング・ホースは、余りの実力差に放置されているが、一方──

『残すは、巨きよ大だい亀！　経験値とレアアイテムを根こそぎ奪うばい取る！』

　そんな中で生き残っているプレイヤーたちは、一いつ斉せいにグランド・ロックへと攻こう撃げきを加えている。

　別に倒す必要はないのだが、それでもグランド・ロックを倒そうとするプレイヤーたちには、驚おどろくと同時に呆あきれてしまう。

「殺さつ伐ばつとしているなぁ」

　俺は、広げたシートの上にお茶のセットを用意して、【山さん岳がくリンゴ】の皮を紅茶に浸つけたアップルティーをマギさんとエミリさんに振る舞まいながら、下の様子を見ている。

「これでグランド・ロックが倒れれば、次からの上層部への鉱石採取は楽になるのかもしれないけど……」

「どう見ても倒れないよね。あれは──」

　眼下のプレイヤーたちは、あれこれ方法を変えて攻撃を続けるが、グランド・ロックには一切ダメージが通っていない。

　ミュウやセイ姉ぇたちは、通常攻撃では倒せないと悟さとたようで、一歩離れて作戦を練っている様子が【空の目】からはよく見える。
















「頑がん張ばるなぁ。諦めればいいのに」

「目の前に反はん撃げきしない敵がいるからやっているのよ。攻撃系センスのレベル上げにもなるし」

　マギさんの解説を受ける間に、一人、グランド・ロックの進行方向に飛びだして踏ふみ潰つぶされたプレイヤーがいた。いくら反撃しないと言っても、事故は起こるようだ。

　俺たちは、そんな眼下の光景を眺めながらアップルティーを飲み剝むいたリンゴを食べ終えて、アイテム収集を再開する。

「なるべく多くのアイテムを集めたいな。次にここに来るのはいつになるのかわからな──いぃぃぃっ!?」

　アイテムを探し出そうと入り込んだコカトリス・キングの巣の底が突とつ然ぜん抜ぬけ落ちた。

　慌あわてて駆かけ寄よって来たマギさんとエミリさんを見上げながら、俺は手を振って無事でいることを伝える。

「ユンくん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「だ、大丈夫です」

　コカトリス・キングの巣の下には、岩の空くう洞どうが広がっていた。そこで落ちた穴を這はい上がらずに洞どう窟くつの奥へと進んでいくと、草木の生えた庭園のような場所が存在していた。

　柔やわらかな地面に低い草木が生おい茂しげり、泉から滾こん々こんと水が湧わき出して、洞窟の奥の方へと流れていく。

「なんだ、この場所は。それに明るい」

　見上げる先の岩天井には、人が通れそうな穴が複数開いており、どうやらその穴の上には、俺が落ちたのと同じようなコカトリス・キングの巣が乗っているらしい。

　それらの竪たて穴あなから光が差し込み、空洞の中でも十分な光の量を確保しているようだ。

「なんだろう。間ま違ちがった侵しん入にゆう方法でもした気がするな。奥へと進まないで出口を見つけないと」

　湧き出る泉の水を確かめると、生産素材として使える【生命の水】であり、他にも転移オブジェクトのポータルも確認できた。どうやら、この場所は一種のセーフティーエリアになっているようだ。

　しばらく、周囲を探していると、【看破】のセンスが反応する箇か所しよを見つけ、その場所をピッケルで突き崩すと外に出ることができた。

　どうやら、山頂より少し下の山道に面しているようだ。また近くには、コカトリス・キングの巣があり、このセーフティーエリアに入るには、ボスと一戦交える必要がありそうだ。

「ふぅ、やっと外に出た」

　脱だつ出しゆつ方法がない場合には、落ちた穴を這い上がろうと思っていた。

　すぐにタクやマギさんたちを連れて山頂から空洞の中に舞い戻もどる。

「おおっ!?　なんだ、ここ!?」

「奥に続いているな。まだまだ先があるのか！」

　楽しそうな声を上げるタクに対して、グランド・ロックの上層へのショートカットが開通したことで楽ができるとみんなで喜び合う。

　それと時を同じくして、グランド・ロックの活動が停止して、徐じよ々じよに岩山全体の震しん動どうの間かん隔かくが長くなり遂ついに止やむ。

「グランド・ロックが止まったか」

　これで見つけたポータルで【アトリエール】まで帰れる。と思っているところにミュウからフレンド通信が入る。

『ユンお姉ちゃん！　こっちは、全部終わったよ』

「お疲れ様。こっちは、ポータルを見つけたからこれを使って町に戻るつもりだ」

『ええっ!?　何かない!?　そこに何かないの!?』

「いや、岩山の背から内部に続きそうな穴があるだけで」

『まさかの体内に侵入!?　つまり、グランド・ロックは内部破は壊かい系のボスだったとか！　今すぐ行くから！』

　一方的に話してフレンド通信を切るミュウ。俺は、心配になって一度空洞の外へと出てミュウを探すと、ミョウは動きを止めたグランド・ロックの背を進んでいる。途と中ちゆうから、登らせまいとコカトリスたちが巣から次々と飛び出してきて、中腹近くになるとミュウの白い装備とコカトリスの白い体が見分けがつかないほどにコカトリスが集まり、ミュウを追い返そうとしている。

「まさかのコカトリスの無限湧きだ。ファンタジーだな」

　どこからあの量が湧き出るんだという感じで次々と巣から飛び出すコカトリスたちは、見事に突とつ撃げきしてくるミュウを含むプレイヤーたちを次々と撃げき退たいしていく。

　再度掛かかって来るミュウからのフレンド通信。

『なんで突とつ破ぱできないの！』

「まぁ、コカトリスが無限湧きしているからな」

『次に登るチャンスまで待たなきゃいけないなんて！　悔くやしい！　だからユンお姉ちゃんが私の代わりに見てきて！』

「はぃ!?」

　俺もう疲れて帰りたいんだけど、と内心呟くが全て遅おそかったようだ。嫌いやな予感がする。

『超弩級ＭＯＢの背中への登頂。そして、内部へと続く空洞とくれば──体内ダンジョン！』

　そう叫んで、ミュウからのフレンド通信は切れた。

　慌てて、空洞内部の不思議な休憩所へと戻ってきた俺は、そこで既すでにタクたちが奥へと進む準備を終えていた。

「血と肉が中心となったダンジョンが広がっているはずだ」

　タクの言葉を聞いて、想像しただけで気分が悪くなる。

「グランド・ロックに関係するギミックがあるのかもしれないし、もしかしたら全く別のものがあるのかもしれない。だから、俺たちは、未知のエリアに一番乗りして情報やアイテムを持ち帰る！」

　それからこっそりと抜ぬけ出そうと、俺は転移用のポータルへと近づくが、タクに肩かたを摑つかまれてしまう。

「と、いうことで行けるところまで行くぞ！」

「マジかよ……」

　がっくりと項うな垂だれる俺に対して、さあ行くぞ、と手を摑まれてガンツたちのところまで連れて行かれる。

　血と肉と聞いて女性陣じんは嫌そうにすると思ったが、案外ミニッツは乗り気で、マミさんも少し顔色が悪いけど、泣き言を言う様子はない。

「それじゃあ、ユンくん。有用なアイテムの報告を期待しているわ」

「私は、エミリちゃんと一いつ緒しよに帰る予定だから頑張って」

　笑顔で、そして迅じん速そくにこの場から脱出を図はかるエミリさんとマギさん。俺もそっちがよかった。と思いながら二人が転移する様子を見送る。

　空洞内にはそのポータルに登録するプレイヤーたちが押し寄せ、今からダンジョン攻こう略りやくするか相談を始めている。

「ほら、ユン！　急がないと第一攻略者の栄えい誉よを得られないぞ！」

「俺としては、未知への恐きよう怖ふと血肉のグロに挑いどみたくないんだけどな……」

　俺がぽつりと呟つぶやく言葉はタクには届かずに、タクは子どもみたいな笑顔をこちらに向けてくる。

「全く、今回だけだからな。ダンジョン攻略に付き合うのは……」

「よし、それじゃあ、行くぞ！」

　タクが先頭に立ち、洞窟の奥へと歩いてく。

　洞窟の薄うす暗ぐらさとは対照的に、俺たちのパーティーの雰ふん囲い気きは明るくやる気に満ちている。

　俺たちの冒ぼう険けんは、まだ終わりそうになかった。











─ステータス─

　ＮＡＭＥ：ユン

　武器：黒乙おと女めの長弓

　副武器：マギさんの包丁、肉断たち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

　防具：Ｃクロード・Ｓシリーズ[image: ナンバー]６オーカー・クリエイター




　アクセサリー装備限界容量　２／10

・フェアリーリング（１）

・身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪（１）




　所持ＳセンスＰポイント33

【弓Ｌｖ46】【長弓Ｌｖ20】【空の目Ｌｖ12】【俊しゆん足そくＬｖ10】【看破Ｌｖ20】【魔ま道どうＬｖ11】【付加術Ｌｖ36】【地属性才能Ｌｖ27】【調薬Ｌｖ40】【料理人Ｌｖ11】

　控ひかえ

【錬金Ｌｖ38】【合成Ｌｖ39】【生産の心得Ｌｖ42】【調教Ｌｖ14】【彫ちよう金きんＬｖ23】【泳ぎＬｖ13】【言語学Ｌｖ24】【登山Ｌｖ21】




　グランド・ロック登頂作戦

・コカトリス・キング撃げき破は

・謎なぞの体内ダンジョンを発見する？

・蒼あおと銀のミスティックリング（調整中）









　　　あとがき







　はじめましての方、おひさしぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。




　この本を手に取って下さった方、担当編集のＡさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、コミカライズ版の羽は仁に倉くら雲うん様、またネットで私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　現在、ドラゴンマガジンにて、主人公の妹・ミュウが主役のＯＳＯのスピンオフ作品『白銀の女神ミユーズ』が連れん載さい中ですのでこちらもよろしくお願いします。




　今回の七巻は、Ｗｅｂ版のお話を再構成して随ずい分ぶんとスッキリとしたエピソードになったように思いますが、楽しんで頂けたでしょうか。楽しんで頂けたのなら幸いです。




　今回のあとがきは、好きなキャラ像について語ろうと思います。

　好きなキャラとして古今東西、悪役が好きという方も居るでしょう。私も割と悪役の悪の美学というものは嫌きらいではありません。

　圧あつ倒とう的てきなカリスマ性や主人公に与あたえる絶望感、そして、超ちよう絶ぜつ美形。それらは一転して主人公の活かつ躍やくを際立たせるものになると思います。ですが、私は、もう少し駄だ目めなタイプの悪役の方が好きだったりします。

　具体的には、ロックマンシリーズを通して登場するワイリー博士などは、非常に私の好みだったりします。まず、何がいいかと言えば、プライドが高い。これは、見る側からすればどうでもいいようなことに自信満々なところに駄目さを感じます。万年二位のプライドの塊かたまりで更さらに、負けると名物の『ジャンピング土下座』を披ひ露ろうする姿は、悪役としての駄目さ加減を見られて非常に美お味いしい姿だと思っています。

　その一方でワイリー博士は、自らの作り出したロボットに並々ならぬ情熱を注ぎ、非常に大切にする情の深い一面ももっています。また、ワイリー博士の手て掛がけたロボットたちの多くは、戦せん闘とう用ではなく何らかの別の用よう途とを持ったロボットが多く、また心も与えられています。これは、息子むすこのようなロボットを『戦闘だけの存在にしない』という一つの信念のようなものを感じます。

　この理由は、毎回ロックマンに捕つかまったワイリー博士は、次回作では短い刑けい期きを終えて出所しているために、ワイリー博士の事件は世間一いつ般ぱんではそれほど大事件ではない。という扱あつかいだと思っています。多分、一般市民から見たら「ははっ、あの迷めい惑わく博士がまた何かやり始めたぞ」という一種の安心感があるのではないでしょうか。また、作中がファミコン世代のゲームなので特に殺人描びよう写しやなどなく、そのために刑期が短いのかもしれません。もしかしたら、息子とも言えるロボットを大量殺人者にしたくないという思いがあったのかもしれません。まぁロックマンは別ですね。ライバルのライト博士の象しよう徴ちよう的な存在ですから。

　漫まん画が版では作品ごとにワイリー博士の違ちがいが見られるそうですが、個人的には、ロックマンエグゼ３の若かりし理想に燃えるワイリーなどの姿が好みだったりします。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取ってくれた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に出会える日を楽しみにしております。





二〇一五　九月　アロハ座長












Only Sense Online ７




─オンリーセンス・オンライン─







アロハ座ざ長ちよう
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